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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第４話　王子様殺人事件

第５話　美少女Ｘ（前篇）

第６話　美少女Ｘ（後篇）





「バカな！」

　自転車のうしろで、ありすが大きな声をあげた。

　遠くのほうの空がピカッと光り、ちょっとしてからドロドロと雷の音が聞こえてくる。

「くっ、早すぎる！」

「いや、そういうセリフとかいらないから」

　普通に天候が崩れているだけで、魔王の封印が解けそうだとか、異界の扉が開きそうだとか、そんなんじゃないから。

「のあー、ふってきたっ！」

　一いち条じようありす。俺の幼なじみだ。高校のクラスメイトでもある。

「直なお道みち、急いで急いで！」

「わかってるってば」

　俺はペダルを強めに踏みこんだ。大きな雨粒がぴしゃぴしゃと顔にかかる。

　ありすは「はりーあっぷ！」と言いながら、おれのつむじをぴこぴこと連打した。そんなことしてもスピードアップにはならんのだがな。あと前のめりの体勢は気をつけてくれよ。俺の頭に胸とか乳とかバストとかが当たってるんだ……。

「おまえって魔法少女なんだよな？」

「魔術師だってば、正義の魔術師！」

　ありすは、魔術師協会『冥葬会ルナリア』に籍を置く《千年魔女》の末まつ裔えいだったりもする。らしい。任務とやらで俺の警護みたいなことをしていた。

「違いがわからんが。こういうとき、なんか便利な魔術ってないのか？」

「……雨あま乞ごいの儀式なら知ってるけど」

「これ以上、雨ふらせてどうすんだよ」

「なによ、あたしが雨乞いの儀式をすれば降水確率六〇パーセントなんだからね！」

「それ、微妙だな」

　でも、必ず六〇パーセントで雨がふるなら、やっぱ、すごいけど。

　必ず六〇パーセントってのも変な表現か。

　雨はどんどん強くなってくる。まともに前が見えなくなってきた。

「うひゃーっ」

「やばいかも。いったん雨宿りしよう」

「らじゃ！」

　俺とありすは自転車からおりて、近くの公園にある電話ボックスの中に駆けこんだ。電話ボックスと言っても、もう外側のボックスだけしか残されてなくて、電話機自体はとりはずされてしまっている。このボックスもゆくゆくは撤去されるんだろう。今は雨宿りができてありがたいけど。

「いやー、すごい雨だな」

　俺は雨でかすんだ外の光景に目を細めた。誰だれもいないブランコや、すべり台、シーソーが雨に濡ぬれてどこか寂しげだ。

「ほら、直なお道みち、こっち向いて」

「ん？」

　ありすがハンカチを持った手を伸ばしてきた。

「い、いや、自分でやるからいいって、そんな……」

「動かないで」

　ありすがハンカチで俺の髪や顔をぽふぽふと優しく叩たたいていく。

「……サンキュ」

「べつにいいわよ。この貸しは一生かけてかえしてもらうし」

「一生ね……それって遠まわしなプロポーズみたいだな」

「ち、ちち、違うわよ！　そういう意味で言ったんじゃなくて、えっと、つまり、たかがこれくらいのことで一生の貸しになるというのは重すぎるというギャグなわけで……」

　あわあわと、ありすは否定した。

「そんなんわかってるって」

「あ、ぅ……」

　ありすの長い髪から、ぽたりぽたりと雨水が滴っていた。シャツが濡ぬれて、肌にぺたりとはりついている。若干、目のやり場に困るな……。

　生まれつき色素の薄い、ふわふわの髪。ぱっちりとした大きな目。すっきりとした鼻び梁りようと、桜色のくちびる。手首にシュシュをつけている。

　ほんのりと甘い香りがした。なんなんだろうな、女の子がそばにいるときに感じる、この甘い香りって。単純にシャンプーの香りとも違う気がするんだよな……。

　俺は、今さらながらに電話ボックス内の狭さを意識した。二人で入ると、お互いがめっちゃ近い。まつ毛長いなーとか、そこまでくっきり見える距離だ。

　俺もポケットからハンカチをとりだした。ちょっと前まではハンカチを持ち歩く習慣なんてなかったんだけど、最近はスズラン（妹のようなもの）が用意してくれるので、ポケットの中にちゃんと入っていた。

「ほれ、おまえもじっとしてろ」

　ハンカチをありすの髪のほうに持っていくと、ありすはなにやら大げさに身構えた。

「どした？」

「じっとしていろ、泣いても叫んでも誰だれもきやしねえ、ぐへへ、ですって！」

「捏ねつ造ぞうすんな」

　ありすの髪の毛をハンカチで拭ぬぐう。












　ありすは、どことなく恥ずかしそうな顔をして、上目づかいに俺を見あげてくる。

「直なお道みち、なんかまた背、伸びた？」

「どうだろ、もう成長期はすぎてると思うけど」

　春の身体測定のときも去年とほとんどかわってなかったし。

「むう、むかしはあたしよりちっちゃかったのに」

「小学生くらいのころはそんなもんだろ。えてしてね」

「えけせてね」

「えの段の話はしていない」

「今は見あげなければならないこの屈辱」

　小学生のときの俺はぷくぷくの肥満児だった。友達は少なく、家にこもってゲームばっかりやってる子供だった。外へ連れだしてくれたのは、この幼なじみだ。ありすと一緒に遊ぶようになって、俺は自然と瘦やせていったのだ。

　あらためて、ありすを見ると、なんだか不思議な気持ちになる。ひとの出会いというのは奇妙なものだ。なにかが少しでも違えば俺たちが出会うことはなかっただろう。

　もしも、ありすに出会っていなかったら、俺はどんなやつになっていただろうか。

　今でも、まんまるのままだったのだろうか。

「最近、コスプレのほうはどうよ？」

　ありすの髪を拭ぬぐいながら俺は訊たずねた。ありすは手芸部（通称コスプレ部）の専属モデルみたいなことをしている。たまにそういうイベントにも参加しているらしい。

「新作をつくってるとこ。見たい？」

「見たいか見たくないかっつったら、見たいかな」

「えー、どうしよっかなー」

「いや、もちろん無理にとは言わないけど」

「直道は見たいに決まってるでしょ！」

　ずずい、とありすが顔を寄せてきたのでびっくりする。

「お、おう……まあ興味はある」

「ふむふむ、仕方のないやつめ」

　よくわからないが、ありすは満足げに頷うなずいていた。

「まあ、おまえはもとがいいから、なに着ても似合うけどな」

　普通の服なんて誰だれでも着こなせるだろう。むしろコスプレが似合うってのは、よほどの美少女ってことになるんじゃなかろうか。

　ありすは、くちびるを変なふうに曲げて俺を見あげていた。

「なんだよ？」

「……べ、べつに！」

「変なやつだな。ほれ、おしまい」

　ありすの鼻の頭をぴんと指で弾はじいてやる。

「はにゃ」

　いっそ、ありすに雨あま乞ごいの儀式をやってもらうというのも手かもしれないな、とちょっと思った。四〇パーセントの確率で雨あがるみたいだし。……降水確率ってそういうもんじゃないか。

　俺はハンカチをしまって電話ボックスの外へと目を向けた。いつの間にか、ガラスがくもりはじめている。手で拭ぬぐうと、つーっと水滴が垂れていった。

　そのとき、とおりの向かい側に誰だれかが立っていることに気づいた。

　蒼あお味みがかった銀色の髪の少女だ。カラーコンタクトでも入れているのか、この距離でも目が赤い色をしているのがわかった。ただ、左目に黒い眼帯をしている。真っ黒なワンピースはゴスロリ服というやつだ。中二感満載の女の子だ。

　あれ、今の子、どこかで会ったことがあったような……。

「直なお道みち、どうかしたの？」

「え？」

　俺はありすに視線をやった。

「なんかぼへーっと外見てたから」

「ああ、いや、今、向こうにさ……」

　俺は今しがた見かけた女の子へと視線を戻す。

　しかし、そこにはもう誰もいなかった。

「なになに？」

「あー、いや、なんでもない」

「ふーん」

　ありすも、きゅっきゅっとガラスを拭ふいて顔を近づける。

「雨、ちょっと弱くなってきたね」

　雨足はいくらか和らいでいる。これくらいならば外へでても平気だろう。

「だな。よし、いくか」

　俺たちは順番に電話ボックスから飛びだした。

　だが、その瞬間、

「ぎゃおすっ!?」

　ありすは濡ぬれたマンホールの上で足を滑らせて、派手に転んだ。とっさのことだったので、支えるのも間にあわなかった。

「おい、だいじょぶか？」

「いったー、お尻しり打った」

「あっ」

「え？」

　お尻しりを地面にぺったりとつけ、涙目で俺を見あげているありす。健康的な太ももには大きめの絆ばん創そう膏こうが貼はられている。俺とありすをつなぐ《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》がそこには隠されている。なんて設定はこの際どうでもいいのであって。

　問題は、短いスカートがぺらりとめくれあがっていたことにある。

「のわあっ」

　ありすは足を閉じて、スカートを押さえる。

「み、見たなっ！」

「見てない。白地にピンクのリボンとかこれっぽっちも見えてない」

「な、な、なっ」

　ありすが顔を真っ赤にする。

「直なお道みちのばかーっ！」
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「うにっ、お兄ちゃん、どうしたの、その顔？」

　お帰りなさいと言いかけたスズランが、俺の顔を見て目をまんまるにした。

「は、はは……なんでもない」

　俺の顔には、ありすによる平手打ちのあとがくっきりと残っているはずだ。

「《千年魔女》め、お兄ちゃんになにをした！　事と次第によっては戦争だ！」

　スズランが俺の隣に立つありすをキッと睨にらみつける。

「直道の自業自得よ。……それより、お風ふ呂ろって沸かしてないの？」

　ありすは両方の二の腕をさすりながら、スズランに訊たずねた。

　今は七月だけど、雨に濡ぬれたせいで、けっこう寒い。ありすのシュシュから水がぽたぽたと滴っている。

「スズは今世紀最強の妹を自負しているからね、もちろん、お兄ちゃんのためにお風呂の用意はできてるよ。ローションも用意してある」

　スズランは腰に手をあて、薄っぺたい胸をそらしながら自慢げに言う。今日のスズランは中華風のミニワンピを着ていた。なかなかにかわいらしい。

「まだ二一世紀初頭だけど、早くも最強なんだな」

　聞き捨てならない単語もまざっていたが無視することにした。

「二二世紀にはドラミちゃんという強敵がいるからね。彼女とはいつか決着をつけなくてはいけないと思ってるけど」

　しっかり者の猫耳妹ロボット、メロンパンが好物……確かにすごい設定だ。

　スズラン。

　俺の妹。ということになっている女の子。

　大きな目。まるい頰ほお。つやつやした髪はショートボブでまとめられているけど、左右の横っちょをちょっと伸ばして三つ編みにしている。背はあんまり高くなくて、俺の胸のとこくらいまでしかない。

　彼女は『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』とかいう秘密組織のエージェントだ。コードネームは《心中屋》。俺のことを監視するために、三み柴しば家に居候中である。

「ありす、おまえ、先に入ってきていいぞ。このままだと風邪ひくだろ」

　濡ぬれた靴下を脱ぎながらありすに言うと、

「ダメだよ、スズはお兄ちゃんのために用意したんだよ！」

　スズランが俺の腕をひっぱってきた。

「さ、お兄ちゃん。年増の魔女なんてほうっておいて一緒にお風ふ呂ろ入ろ」

「いや、一緒に入るってのはまずいかと」

「そんなっ！」

　スズランが例のチワワみたいなうるんだ目をして、俺を見あげてきた。

「……前は一緒に入ってくれたのに？」

「え、あのときは……」

「なにそれ、どういうことよ、直なお道みち？」

　ずずい、と、ありすがスズランと俺のあいだに割りこんできた。

「あ、ありす、さん？　か、顔、怖いんスけど」

「このへちゃむくれと一緒にお風呂入ったって、それどういうことなのよ？」

「ど、どういうもなにも、おまえは誤解している。前に一度、背中を流してもらったことがあるけど、それだけだ」

　あれだってスズランが勝手に入ってきたのだ。

「せ、背中を流してもらった!?」

　ありすは声を裏がえらせ、俺に突撃するかのように迫ってくる。

「どういうことよ！」

「か、顔近いって」

「説明してちょうだい！」

「お、落ちつけ。スズは水着を着てた。誓って、おかしなことはしていない」

　と、俺が説明しているというのにスズランが事態をややこしくするようなことを言う。

「お兄ちゃんが荒々しく覆いかぶさってきたときは、スズ、ドキドキしちゃった、ぽ♡」

「ばっ、俺はそんなこと…………あっ」

　していないとは言い切れなかった。あのとき俺はのぼせてぶっ倒れたのだ。ひょっとしたら、スズランに覆いかぶさるみたいな格好になったのかもしれない。

「あ、ってなによ！　あ、って！　心当たりがあるわけ!?」

　ありすが俺の胸ぐらを、ぎゅぅうううっと、つかむ。

「ちょっと待て、話を聞いてくれ」

　俺は必死になってありすの手から逃れた。

「このエロエロ大魔王め！　成敗してくれる！」

「だから誤解だって」

「あたしというものがありながらっ！」

「……あたしというものがありながら？」

「ふなっ…………ち、違くて、今のは、その、えと…………」

　頰ほおを赤くして、ありすはごにょごにょと言葉を濁した。

「と、とにかく、あたしはおばさまに『くれぐれもナオをお願いね』と言われているのよ。公序良俗に反するようなことしたら許さないんだからね！」

「公序良俗に反することなんてしてないっての」

「こんな変なの連れこんでるじゃない」

　変なの、とスズランを指さす。

　言われたほうのスズランはぷくぅと頰を膨らませた。

「もう一人、痴女みたいなのまで連れこんでるしっ！」

「痴女とか言うなよ」

　あと連れこんでるってのが、そもそも人聞きが悪いからやめてほしい。

　ありすの言う、もう一人というのは麻ま乃の──細ささめ雪ゆき麻乃のことだ。

　俺の許婚いいなずけ。であるらしい。

　麻乃は『雪乙女マツロワヌカミ』という一族の娘で、俺と《運命の赤い鎖アカイエニシ》というもので結ばれているんだとか。

　とはいえ、俺が連れこんだわけではない。彼女は家をなくしてしまったので、うちの冷蔵庫にホームステイしているだけなのだ。でも、どうやら冷蔵庫の扉をあけると別次元につながるように改造されているらしいから、わが家の冷蔵庫でなくてもいいんじゃないだろうか、と思わないこともないが。

　最近まで知らなかったのだけど、麻ま乃のは美化委員会に所属している。しかも、なにげに委員長なのだとか。麻乃が美化委員長になってから校内及び周辺地域の景観は格段に美しくなっているそうだ。麻乃には親衛隊フアンクラブがついていて、その隊員メンバーが毎朝ゴミ拾いの活動をつづけているからだろう。

　今日も美化委員会の集まりがあるらしく、まだ学校に残っているはずだ。

「あんなのと一緒にしないでよ！　おぞましい！」

　スズランが声を荒らげる。

　ありすとスズランの仲も微妙だけど、スズランと麻乃、ありすと麻乃の仲もやはり微妙だ。みんな仲よくすればいいのにな。仲よくは無理でも、せめてケンカはやめてほしい。

「あたしはあんたを直なお道みちの妹だなんて認めてないんだから！」

　ずびしっとありすがスズランを指さした。

　スズランはその指を払いのける。

「認めてもらう必要はないね。お兄ちゃんの了承がすべてだもん」

「直道だって認めてない！　そうでしょ？」

　ありすが俺のほうをギロリと睨にらんでくる。

「あ、いや……」

「お兄ちゃんを責めるのはやめて！　それに血のつながっていない妹には夢がつまっているんだよ。結婚もできるし」

「できるってだけで、あんたたちは結婚してない！」

「時間の問題だね。お兄ちゃんはスズが入ったあとのお風ふ呂ろに浸つかって、いつもドキドキしているに決まっているもの！　お湯を採取して保存しているに違いないもの！」

「本人を目の前にして、ちょっとしたヘンタイみたいに語るのはやめていただきたい」

　と、俺は控えめに口を挟んだ。

「……く、その可能性は否定できないわね」

「おい、否定してくれよ、ありす！　そこは力いっぱい否定していいところだよ！」

「あなただって、なんちゃって幼なじみのくせに。大きな顔しないでよ！」

「幼なじみは重要文化財よ！　保護されてしかるべきだわ！」

「血のつながらない妹だって絶滅危き惧ぐ種しゆだもん！」

　俺のすぐ目の前で異能力者どもが異能力抜きでバトルをしてる。

　なんかのラノベみたいだな、と俺は思った。

「なあ、二人とも、もう少し寛大な心でだな──」

「直道は」「お兄ちゃんは」「「黙ってて！」」

　女の戦い、マジこえー。

　まあ、前みたく銃とか剣とかで戦うよりはマシか。

　俺は説得することを諦あきらめ、そろりそろりと、その場から撤退した。

　つきあってられん。思う存分罵ののしりあえばいいさ。




　俺が三つの珍妙な事件に巻きこまれたのは、つい先日のことだ。

　幼なじみが突然、魔術師だと言いだしたかと思えば、知らないうちに妹ができていて彼女に世界を救ってくれと言われたり、許婚いいなずけが現れて殺されそうになったりした。

　三人は俺を特別な存在なのだと言った。

　でも、どうもおかしい。

　俺は相変わらず平凡な高校生で、三人の主張もうまく嚙かみあわないままだ。

　半年前の大おお晦日みそか、俺は幼いころに通っていた小学校の倒壊事故に巻きこまれた。この倒壊事故の原因は今もわかっていない。そんなに老朽化していたわけではなかった。雑誌やテレビの撮影スタジオとして改装される予定だった、なんて話も聞いていたくらいだ。

　あの日、『なにか』があったのだ。

　ありすは魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》の暴走を食いとめるために誰だれもいない学校でそれを処理したのだと言うし、スズランは《虚夢への供物》を破壊して俺を夢の世界から覚かく醒せいさせるために、やはり誰もいない学校を利用したのだと言った。麻ま乃のも《運命の赤い鎖アカイエニシ》を壊して許婚の関係を解約するべく、同じように学校を選んだのだそうだ。

　でも、俺には三人の言うような記憶などない。

　あの日の記憶はすっぽりと抜け落ちている。

　ただ、ぼんやりと思いだしかけていることもないわけじゃなかった。

　あの日、俺は『誰か』を追いかけていた。

　その『誰か』は俺が通っていた小学校に逃げこんだ。

『そいつ』はうちの高校の女子の制服を着ていた。

　でもって、俺に変な形の拳けん銃じゆうを突きつけてきた。

　そこで記憶は断絶し、気づくと俺は病院のベッドの上にいた。

　この半年間は、べつにおかしなことなんてなかったのに、最近になっておかしなことばかりがつづいている。

　まったく、わけがわからない……。




　俺は浴室へと向かった。脱衣所に入って、ベルトに手をかける。まさにその瞬間、扉一枚隔てた向こうから、ちゃぽん、という水の音が聞こえてきた。俺はそこでベルトを緩める手をとめる。脱衣所から浴室へつづく扉は曇りガラスになっているので向こうを見ることができない。まだ遅い時間ではないが、天気がよくないので外は薄暗く、利用するならば明かりが必要だ。しかし浴室は暗いままだった。

「……誰だれかいるのか？」

　声をかけてみた。ありすとスズランはまだ玄関でケンカをしているだろうから、いるとすれば麻ま乃のだろうか。でも、麻乃も美化委員の仕事で学校にいるはずなんだが……。

　中から返事はない。

　俺はゆっくりと扉の取っ手に手をかけた。

「……あけるぞ？」

　ごくりと唾つばを飲みこんで、一気に扉を押しあける。

　がしょん。

　そこには──誰もいなかった。俺はほっと息をついた。なんかのホラー映画みたいだったな、今の。……って、あれ、ホラー映画だと安心した次の瞬間がやばいんじゃないか？

　と、気づいて俺の緊張はまたしても高まる。俺は勢いよく背後をふりかえった。

　そこには──やっぱり誰もいなかった。

「……心配のしすぎか」

　最近立てつづけに妙な体験をしたせいで神経が過敏になっているのかもしれない。水音は外から聞こえる雨の音を勘違いしただけだろう。

　俺はとっとと濡ぬれた制服を脱いだ。さっとからだを洗い、温かい湯船につかる。

「ふう、生きかえる」

　目をつぶって、聞こえてくる雨音に耳を澄ます。すると突然、ぶくぶくぶく、と下から泡がのぼってきた。いや、べつにおならをしたとかではないんだけど。ぶくぶくぶく。

「……なんだ？」

　次の瞬間、下からなにかが俺を押しあげてきた。

「うわっ!?」

　俺は慌てて浴槽のへりにつかまって、ひっくりかえらないように、からだを支える。

　ざばーっと水しぶきがあがり、風ふ呂ろの底からなにかが現れた。

　それは──。




　見知らぬ少女だった。




「ふむ、なんとか結界をとおりぬけられたようだな」

　と、彼女は言った。

「──は？」

　こぼれそうに大きな瞳ひとみに、小さなくちびる、そして、よそではお目にかかったことのない薄桃色の髪。まんがやゲームのキャラクターでなら珍しくないけど、実際に桃色の髪をしている人間に会ったのははじめてだ。普通ならぜったい不自然なはずなのに、目の前の少女には不思議とよく似合っていた。

　……というか。

　現実から目をそらすのはやめよう。

　確かに薄桃色の髪もインパクトがある。

　けれど、それよりなによりも。

　彼女は服を着ていなかった。

　結果的に、俺たちの肌は触れあってしまっている。

　一時的に機能不全に陥る俺の脳。

　…………。

　……。

　…。

　って、フリーズしてる場合じゃないだろ！

「うわあああああああああっ!?」

　タオルを手にして急いで浴槽から這はいでた。腰に巻いて前を隠す。断固死守である。

「き、ききき、きみは誰だれだっ!?」

　ここは俺の家の浴室だ。そこに見ず知らずの女の子が現れた──って、どう考えても異常事態だ。俺の頭の中では緊急警報がびーびーと鳴り響いている。

　結界をとおりぬけられた、とか言っていたか。ありすが張った魔術結界のことだろう。悪意を感知し、魔術的干渉を予防することができるらしい。目の前の少女はそれをクリアしたってことになるわけだ。普通じゃない。

「そうか、やはりあなたは、ぼくのことを覚えてはいないのだな」

　謎なぞのセリフを彼女は口にする。

　覚えていない？　俺は彼女を知っているってことか？

　ぜんぜん記憶にないけど。

　いや、それよりも……。

「た、頼むから、胸を隠してくれ！」

「胸？」

　彼女は自分の胸を見おろした。形のいい胸が、ふにっ、と揺れる。

　やばい、鼻血がでそう。

　俺は急いで目をそらした。

「ばっちり見えちゃってるんだよっ！」

「ふむ、ぼくは気にならないが？」

　むしろ誇らしげに突きだしてくる。

「俺はなるんだよ！　凄すさまじいスピードで理性が消耗していってるんだよ！」

「そうか、がんばってくれ」

「がんばってるよ！　最前線で戦闘中だよ！」

「かく言うあなたも服を着ていない」

「俺は風ふ呂ろに入ってたんだよ！　だから普通なんだよ！」

「なるほど、人間とは不便なものだな」

　まるで自分が人間じゃないみたいな言い方だった。

「どうでもいいことだが、ぼくは上から81・55・77だ」

「そんなに重要な個人情報を暴露しないで！」

「顔まで真っ赤だな、なかなかにかわいいではないか」

　いったい、これはなんの茶番劇なのだろう？

「まあ、衣服の有無など微々たる差異だ。わきに置いておくとして」

「ぜんぜん微々たる差異じゃないよ！」

「これに見覚えはないだろうか？」

　服を着ていないのに、どこからとりだしたのだろうか、いや、まあ、いきなり浴室に現れるくらいなのだから、どこからでもとりだせるのだろうけど、彼女の手には奇妙なものが握られていた。

　それは一本の短剣だった。

　どういうわけか知らないが、刃の部分が途中で折れてしまっている。

　全体的に、なんとなく魚の骨のような、そう、骸がい骨こつっぽいデザインの短剣だった。呪じゆ術じゆつ的てきな儀式にでも使うのか、もしくは飾っておくことが目的なのかもしれない。

　というかその短剣を確認したことで、また彼女の裸体が目に飛びこんできてしまった。

　目をそらす。

「……い、いや、そんなの俺は知ら」

　ない、と言いきろうとしたところで、

　ズキン、

　心臓が痛んだ。

　俺は胸を押さえる。

　なんだ？　《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》が反応している？

　いや、違う。そうじゃない。もっと奥──心臓そのものが痛みを感じている。

　俺はこの短剣に見覚えがあるのか？

　でも、胸に走った痛みは一瞬のことで、すぐに消えてしまった。

　今のはいったいなんだったのだろう。偶然のタイミングだったのか……。

　ふと顔をあげると、少女が俺のことをじっと見つめていた。

　笑みに似た表情。でも、どこか悲しげでもあり。

「たとえ、あなたが忘れていようとも、あなたはやはりぼくの探し人で間違いない」

「……探し、人？」

　少女は刃の折れた短剣を俺に向けた。途中で刃がないとはいえ、凶器であることにかわりはない。

「な、なにするつもりだ？」

「ぼくと一緒にきてもらいたい」

「ど、どこに？」

「いいところ、と言っておこうか」

　いいところ？

「……断るって言ったら？」

「少々手荒な真ま似ねをすることになるかもしれないな」

　きらりと短剣が光を反射する。俺は一歩うしろへさがった。背中が壁にぶつかる。ここは浴室だから広くはない。逃げ場はない。ここから脱出しなければならない。ちらりと扉に目をやる。いけるか？

「き、きみは誰だれなんだ？」

　俺は最初の質問をくりかえす。

「ぼくは──」

　彼女は一度言いかけ、けれど、途中で言葉を吞のみこんだ。ふっと微笑ほほえみ、もう一度口を開く。




「ぼくは《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》、《悪女志願フアム・フアタール》の正統後継者だ」




「プリンセス・リヴァイアサン？」

　あと、なんだって？　ファム・ファタール？　宿命の女、って意味だっけ？

　当然ながら聞き覚えはない。ただ、今、俺の置かれている状況が極めてピンチであることはわかる。心臓がいつもの一・五倍くらいの速さで動いてる。

「さあ、おとなしくきてくれるだろう？」

　彼女が俺に短剣を持っていないほうの手を差しだした。

「わ、悪いが断る」

　言って、俺は足で蛇口を蹴けった。シャワーのノズルを手にとり、彼女の顔に水を浴びせかける。

「くっ」

　彼女は一瞬怯ひるんだ。その隙すきに俺は浴室から脱出し、脱衣所も飛びだす。

　玄関先ではまだありすとスズランがケンカをしていた。浴室で俺があげた悲鳴も聞こえていなかったらしい。

「ニセ妹め、滅びるがよいぃいいい！」

「エセ幼なじみよ、消えろぉおおお！」

　お互いのほっぺたをぐにぐにひっぱりながら罵ののしりあっている。

「ありす！　スズ！」

　俺が声をあげると、二人が同時にこちらを見た。

　ありすが顔を真っ赤にして絶叫する。

「バカバカバカ！　このヘンタイ！　なんで裸なのよ！」

「やん、お兄ちゃんってば、大胆♡」

　スズランは両手で顔を隠すようにしていたが、ばっちり隙すき間まをつくっていた。

　いや、ちゃんとタオルで前隠してるから。

「ふざけてる場合じゃない！　風ふ呂ろ入ってたら変な女の子が現れて襲われた！」

　その言葉で、ありすとスズランは表情をかえる。

「それを早く言いなさいよ！」

「お兄ちゃんはここで待機！」

　ありすとスズランがどたどたと浴室のほうへ向かった。少しのあいだ、俺はスズランの言いつけを守ってその場で待機していたが、どうしても気になったので、用心しながら脱衣所に顔をだした。

「ど、どうなった？」

　俺はおそるおそる声をかける。

「誰だれもいないよ、お兄ちゃん」

　スズランが返事をする。いつの間にかデザートイーグルをかまえていた。

　スズランの横には同じく魔術札ワイズヴアーミリオンをかまえたありすが立っている。俺のほうを見て、首をふった。

「誰もいないわ」

「そんなバカな」

　俺はそーっと浴室を覗のぞく。

　波立つ湯船。シャワーのノズルが濡ぬれたタイルの上に転がっている。

　ぴちょん、としずくが滴った。

　そこには──もう誰もいない。





　　　　○　　○






「相手は《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》って名乗ったのね？」

　ジャージ姿のありすが俺に確認してくる。

「たぶん」

　と、俺は答えた。

　夕食後の食卓in三み柴しば家である。

　夕食はいつものように買いだしにいったスズランがチンジャオロースとチャーハン、中華スープをつくってくれた。俺のつくるなんちゃってチャーハンとは違い、スズランのチャーハンはめちゃくちゃうまかった。家庭の火力でもあんなにうまいのがつくれるものなんだな、と言ったら、「スズ、ガスコンロ改造したから一般家庭の倍の火力が使えるよ」とかえってきた。俺はなんと答えればよかったんだろうね。

　まあ、それはそれとしてだ。

　現在、ありすとスズラン、それから帰宅した麻ま乃のも合流して、四人で作戦会議中なのである。

「相手があの《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》なのだとしたら、直なお道みちに向けたっていう刃の折れた短剣が、呪のろい絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》ね」

「呪い絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》って？」

「直道も童話の『人魚姫』くらい知ってるでしょ？」

「そりゃ、まあ」

「物語の後半で、人魚の姉姫たちが魔女と契約して短剣を手に入れてくるじゃない？」

「ああ。人魚姫が泡になって消えないように、お姉さんたちが自分たちの髪とひきかえにして魔女からもらうっていう、あれだろ？」

「そう。人魚姫にかけられた呪いを、愛するひとの命を代償として絶つことのできる短剣、それが《悪女志願フアム・フアタール》よ」

「いや、つーか、『人魚姫』ってフィクションだろ？」

　アンデルセンの童話だ。グリム童話は民話を採集したものが多いけれど、アンデルセンは自分で創作したものが多いとか聞いたことがある。

「フィクションに登場する短剣が実在するとか、ありえないだろ」

「もちろんそうだけど、フィクションと現実世界の境界線上に位置する聖遺物って言うものがこの世には存在するのよ」

「セイイブツ？」

　俺の疑問に対し、

「聖遺物っていうのはね」

　と、今度はチャイナワンピ姿のスズランが言った。

「本来はキリスト教における概念で、聖人の遺い骸がいや遺品のことを指すんだけど、もう少し広義の意味合いとして、伝説と現実をつなぎ、信仰・崇拝の対象となるもののこともそう呼んだりするんだよ」

「信仰と崇拝ねえ」

　俺が呟つぶやくと、ボーダーシャツにショートパンツ姿の麻ま乃のが例をあげてくれた。

「キリストの生死を確認したロンギヌスの槍やりですとか、スサノオノミコトがヤマタノオロチを退治したときに手に入れた天叢雲剣あめのむらくものつるぎですとか、そういうものですわ」

　そういえば日本史の授業で習ったことがある。天叢雲剣あめのむらくものつるぎはのちに草薙剣くさなぎのつるぎと呼ばれ、三種の神器の一つになっている。神話の武器でありつつ、一応、現存もするらしい。

　ありすがまたつづける。

「人魚姫の短剣は一般的に名前を知られてはいないけど、パラケルススが愛用していたアゾットという短剣がそれじゃないか、って話もあるわ」

「パラケルススって錬金術師だっけ？」

　ゲームとかまんがで、たまに登場するので名前くらいは知っている。

「そう。パラケルススは一六世紀に実在した錬金術師ね。彼が肌身離さず持っていたというのが、アゾットという短剣」

「ふーん」

「アゾットという短剣には一匹の悪魔を封じていたとか、『賢者の石』が埋めこまれていたとか、いろいろな逸話が残されているわ。もともとアゾットっていうのはアラビア語で水銀を意味する『Azzauq』が転てん訛かしたと言われているんだけど、アルファベットの最初の文字『Ａ』、ラテン語の最後の文字『Ｚ』、ギリシア語の最後の文字『Ω（Omega）』、ヘブライ語の最後の文字『（Tav）』をあわせて『Azothアゾツト』と名づけたという説もあるの。すべてのはじまりであり、終わりである、の意ね。人魚姫にかけられた呪のろいを絶つには確かにうってつけと言えるわ」

　確かに、呪いの短剣って感じのデザインだった。悪魔を封じていたとか言われたらそんな感じでもあったか。

　折れてたけど。なんで折れたんだ？

「あの刃の折れている短剣が、アゾットというものだとしよう。それが『人魚姫』にも登場していた。それもよしとしよう。で、結局のところ彼女は何者なんだ？」

　俺の質問に対し、

「どこの協会にも属していないソロの魔術師よ」

「お兄ちゃんが生みだした空想の産物だよ」

「魑ち魅み魍もう魎りようのたぐいですわね」

　三つの異なる答えがかえってきた。

　魔術師ありす、覚醒者スズラン、雪麻女乃が睨にらみあう。

　なぜ、途中まで認識を共有できているのに結論が違うんだ？

　よくわからん。

　わからないと言えば、なぜ俺が狙ねらわれなければならないのかもわからない。

　ありすは《無自覚な魔術師イノセント》である俺を監視し、守ってくれていた。

《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》は高位魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》を欲していたから、俺を襲った。

　スズランは《虚夢への供物》により〈夢〉を見させられている俺を覚かく醒せいさせるために現れた。

　麻ま乃のは『雪乙女マツロワヌカミ』の秘宝《運命の赤い鎖アカイエニシ》による呪のろいを解くために俺の命を狙った。

　まあ、どれもめちゃくちゃであることにかわりはないし、俺が納得できているかどうかはまるでべつだけど、それなりに理由はあったわけだ。

　なら、《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》と名乗った彼女は、どういった理由で俺のところへ現れたのか？

　──ぼくと一緒にきてもらいたい。

　彼女は俺をどこかへ連れていこうとしていた。

　でも、どこに？

「とにかく」

　と、スズランが口を開く。

「この厄介な事件が解決するまで、お兄ちゃんを一人にはしておけないよ。《千年魔女》の魔術結界だかなんだか知らないけど、まったく役に立たなかったわけだし」

　スズランの言葉を受けて、ありすがむっとした表情をつくる。

「まあ、確かに魔術結界は完かん璧ぺきとは言えない。それは認める。《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》が出張ってきている以上は、直なお道みちを一人にはさせておけないわね」

　そこで、ありすが俺を見た。

「直道。しばらくうちにきなさい」

「え？」

「うちなら結界はもっと強力だから、《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》も侵入できないわ。あたしが直道のこと守ってあげる」

　でも、一いち条じよう邸には南みなみ奈な美みさん（一条家に仕えるリアルメイドさん）がいる。めちゃくちゃキレイなひとだけど、ぜったい俺のこと敵視してるし、俺、あのひと、ちょっと苦手なんだよな。

　というのが顔にでていたみたいだ。

　ありすがにゅうっと顔を近づけてきて、俺の頰ほおを両側から押しつぶした。

「なにをする？」

「もちろん、直道はあたしのところにくるわよね」

「ちょっと、お兄ちゃんからはなれてよっ！」

　スズランが俺からありすをひきはがした。

「お兄ちゃんは『同盟』の秘密基地で保護する。魔術師なんてあてにならないもの。お兄ちゃんもスズと一緒のほうが心強いよね？」

　スズランが俺の腕にぺたっとくっつく。すると、胸がぷにっと押しつけられた。控えめではあるけれど、それでもちゃんと膨らんでいる。

「あー、いやー、なんと言いますか……」

「なによ、へちゃむくれ！　あんたこそ、直なお道みちからはなれなさい！」

　ありすがスズランをひっぺがそうとする。

「うにぃ、はなれないもん！」

「ちょっと、直道、あんたもなんとか言いなさいよ！」

「二人とも、ケンカはよくないと思う」

「そこはあたしの味方しなさいよ！」

「いや、俺は三六五日、二四時間営業でおまえの味方だって」

「なら、このへちゃむくれじゃなくて、あたしのほうを選ぶでしょ？」

「それはまた別問題と言うか……」

「うがあああ、アホ道め！　このバカ！」

「そういえば南米のスリナムにはアフォバッカという町があるらしいぞ」

「どうでもいいわっ！　このアホバッカめっ！」

「お兄ちゃんはスズの味方なんだよね？」

「あ、うん。まあ、スズの味方でもある」

　そう言うと、ふふんとスズランは得意気な顔をありすに向けた。

　ありすが、すんごい目をして俺を睨にらんでくる。

「いや、ちょっと待て。俺は二人の味方なんだ。だからここは手をとりあってだな」

　言いながら、麻ま乃のがからんでこないな、と思った。助け船をだしてくれないものかと、ちらりと視線を向けてみる。すると、麻乃は大きめの紙になにかを書きつけていた。

　突然、

「できましたわ！」

　麻乃がガバッと顔をあげる。

「できたって、なにが？」

「直道さま当番表ですわ」

　いきなりなにを言っているんだろう？

「なに、それ？」

「この家には《千年魔女》による魔術結界が張られているということですが、直道さまをお守りするには万全とは言えません。現に《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は自宅内に侵入したということですし。ですが、直なお道みちさまを《千年魔女》のもとに預けることも、《心中屋》さんに託すことも、わたくしは認められません。それでしたら『雪乙女マツロワヌカミ』の里での保護を提案しますわ」

「「反対反対反対！」」

　ありすとスズランが声を揃そろえる。

「ええ、もちろんそう言われると思いましたわ。そこで直道さま当番なのです」

「……はあ」

「直道さまを一人にしないよう、わたくしたちが交代で警護に当たるのですわ。言ってみればＳＰのようなものです」

「え？」

「これはその内訳ですわ」

　麻ま乃のが紙を突きだしてくる。そこには、かわいらしい字で「直道さま当番表」と書かれてあり、その下に「お風ふ呂ろ当番」、「就寝当番」、「トイレ当番」……などと書いてあった。ちょっと前までケンカモードだったありすとスズランが身を乗りだしてくる。

「ふん、《雪女スノーホワイト》にしてはなかなかの名案だね」

　スズランが言い、

「この当番はどうやって決めるのよ？」

　ありすが訊たずねた。

「もちろん、公平にじゃんけんですわ！　それなら文句ありませんでしょう？」

　きゅぴーん、と三人の目が光る。

「「乗った！」」

　ありすとスズランが同時に言ったが、

「ちょっと待ってくれ、俺の意見は？」

　俺は同意などしていない。

　っていうか、お風呂やら、就寝やら、トイレやら、どれもあぶなすぎるだろ。

「多数決をとるわ。直道当番に賛成のひと、挙手を」

　ありすの言葉でスズラン、麻乃が手をあげた。もちろん、俺の幼なじみもしゅぴっと手をあげている。

「数の横暴だ！　少数の意見を踏みにじることのどこが民主主義か！」

　という俺の社会派な意見は軽く無視され、仁義なきじゃんけんがはじまる。
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　まあ、今さら説明するまでもないけれど、『人魚姫』はだいたいこんなような物語だ。

　むかし、深い海の底に、人魚のお姫さまがいた。誰だれよりも歌がうまく、愛らしいお姫さまだった。彼女はみんなに慕われていた。

　あるとき、人魚のお姫さまは人間の王子に恋をしてしまう。

　人魚と人間は住む世界が違う。結ばれるはずがない。

　けれど、彼女は周囲の反対にもめげず、人間になるために魔女のもとへ向かった。

　魔女もまた人魚のお姫さまに忠告をする。人間になれば二度と人魚には戻れない。そればかりか、想おもい人びとと結ばれなければ人魚のお姫さまは海の泡となって消えることになるだろう、それでもいいのか、と。

　人魚のお姫さまはかまわないと答え、魔女と契約をかわす。

　カナリアのような美しい声とひきかえに、彼女は人間となった。

　地上に辿たどりついた人魚のお姫さまは王子と再会を果たすが、声を奪われているので想いを伝えることができない。それでも人魚のお姫さまは王子といられれば幸せだと思った。

　だが、その幸せは長くはつづかなかった。

　人間の王子は隣国の姫君と結婚することが決まったのだ。

　婚礼の晩、人魚のお姫さまが一人で海を眺めていると、そこに姉姫たちが現れた。彼女たちは魔女と契約をかわし、美しい髪とひきかえに呪のろいの短剣を手に入れていた。

　その短剣で王子の心臓を刺し貫けば、人魚のお姫さまは海の泡となって消えずにすむという。

　人魚のお姫さまは短剣を手に、王子の寝室へ向かう。そこには花嫁とともに眠る王子の姿があった。人魚のお姫さまは王子を殺すために短剣をふりあげる。

　けれど、人魚のお姫さまに愛する王子を殺すことなどできるはずもない。

　彼女は海に身を投げ、泡となって消えてしまう。

　そんな悲しいお話だ。





　　　　○　　○






　さて、なんでこんなことになってるんだろう……？

「直なお道みちさま、だいじょうぶですか？」

　麻ま乃のの問いに「まあ一応」と俺は答えた。できるだけ不機嫌に聞こえる声を選んで。

　なにせ俺は絶賛目隠し中なのである。なにも見えない。べつにおかしなプレイとか、そういうのではないけども。そのへんを勘違いされては困る。

　でもって、俺は今、麻乃と一緒に脱衣所にいる。

　お風ふ呂ろ当番は麻乃が勝ちとった。じゃんけんに負けた瞬間のありすとスズランは絶望的な顔をしていた。ちょっとした作画崩壊だったな、あれは。

　俺は目隠しをしているから見えないけど、麻ま乃のはスクール水着を着ている。俺も海パンを着用している。水着を着ているのだから目隠しなんてなくてもよさそうなものなのだが、ありすとスズランが強硬に目隠しの着用を主張したため、こうなった。

「わたくし、見られてもかまいませんからはずしましょうか？」

「いや、いい」

　めちゃくちゃきつく結ばれた目隠しはちょっと痛いけど、間近でスク水姿の麻乃を目視してしまったら、心停止するおそれがある。なにせ相手はわが校一の美少女と名高い細ささめ雪ゆき麻乃なのだ。命は大切にしないといけない。

「って言うか、俺はそもそも帰ったときに一度風ふ呂ろ入ってるから、二回も入る必要はないんだけど……」

「それはいけませんわ。あっという間にでてきてしまったのでしょう？　湯船にきちんとつかることで血行の流れがよくなり、新陳代謝が活性化し、ひいては健康と美び貌ぼうを維持できるのですわ。ですから、きちんとお風呂には入りませんと」

　美貌は俺には関係ないし。

「一日くらい平気だろ」

「明日こそ満足に入れるとはかぎりませんわ。入れるときに入っておきませんと。はい、直なお道みちさま、お手を」

　抵抗してもむだか……。

　目隠ししている以上、自分では歩けない。麻乃が俺の手をひいてくれた。麻乃の手はいつ触れてもひんやりとしている。

「どうぞ、お先に」

「ああ、うん、ありがとう」

　麻乃が導いてくれて、俺は湯船にざぶんとつかる。

「ふー」

　安あん堵どの息がもれた。なんだかんだと言って、やはり風呂は気持ちがいいものだ。落ちつく。おかしな状況に陥っているのが噓うそみたいにからだの緊張がほぐれた。

「それでは失礼いたしまして」

「ん？」

　ちゃぷん。

　あれ、この音は……。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。え、麻乃も一緒に入るの？」

「ええ、もちろん」

　もちろんって。

「聞いてないぞ！」

　俺は立ちあがろうとしたが、そのとき、左手の小指に熱を感じた。見えないけど、麻ま乃ののやつ、《鎖エニシ》を発動させたらしい。おかげで立ちあがることができない。

「ぐぬぬ」

　わが家の浴槽はそんなに広くないのに……。

　俺は慌てて端っこに身を寄せ、三角座りをして小さくなる。

「もっとくつろいでくださってかまいませんのに」

「いや、これでいい。俺は端っこが好きなんだ」

「うふふ、直なお道みちさま、お顔が真っ赤ですわね」

　ふにふに、と麻乃が俺の頰ほおをつついてくる。

「かまわんでくれたまえ」

　俺は必死に窓の外の雨音に耳をすませた。

　少ししてから麻乃が口を開く。

「不思議な模様ですのね」

「……模様？」

「胸の《刻印》のことですわ」

「ああ、これか」

　俺の左胸には「森」という漢字のように「†」が三つ並んだ模様がある。












　それは、ありすが施した《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》という魔術刻印なのだそうだ。

　半年前、小学校の倒壊事故のあと、医者から「火傷やけどですね」と言われて、そう信じていたけど、よくよく考えてみると現場は火事だったわけじゃない。そんなことにも気づかずに生活していたのだから、俺はよほどの間抜けだ。

「その《刻印》が《千年魔女》と直なお道みちさまのことをつないでいるのですわね。わたくしたちが《運命の赤い鎖アカイエニシ》によって結ばれているように」

「……まあ、そうなる」

　のかな？

「いったい、どうなっているのでしょう？」

「なにが？」

「半年前の大おお晦日みそかのことですわ。その《刻印》はあの日に《千年魔女》が直道さまを守るためにつけたものなのですよね？」

「……そう、聞いてる」

「でも、それはわたくしの把握している半年前の大晦日とは違いますわ。《心中屋》さんの主張とも異なるのですわよね」

「そうだな」

　なぜ、同じ日の出来事が、べつべつに記憶されているのだろうか？

「わたくし、誓って噓うそは申しておりません」

　目隠しをしているせいで麻ま乃のがどんな表情をしているのか、俺にはわからなかった。でも、真剣な声に聞こえた。噓をついているとは思えなかった。

「俺も不思議に思ってる。なにが一番不思議かって、誰だれも噓をついているような感じがしないことなんだ。誰も噓をついていないのに、それぞれの主張が矛盾する」

　そんなことってありうるのか？

「まるで芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『藪やぶの中』みたいですわね」

「ああ、確かに」

『藪の中』は、一つの殺人事件に対して、まるで異なる複数の証言が積み重なっていく、という小説だ。確かに、俺の置かれている状況というのは、あんな感じだった。

「ま、深く考えてもわからないものはわからないし、なるようになるだろ」

「直道さまってけっこう楽天家ですわよね」

「そうあろうと心掛けているんだ」

　ともすれば心が折れてしまいかねないから。

「さて、そろそろあがるか」

　こんな状況だったけど、思いがけず、麻乃と二人きりでちゃんとした話ができた。みんなでいると、あまりこういう話はできなかったりするし、案外いい機会だったのかもしれない。

「では、直なお道みちさま、お手を」

「ああ、うん」

　俺が手を伸ばそうとすると、

「ひゃっ」

　麻ま乃のの小さな悲鳴がして、ぱしゃん、とお湯がはねた。

「麻乃？」

　つづいて、柔らかなものが、むにっと顔に押しつけられた。

　目隠しをされているから見えないけど、これはもしや……。

「ま、ままま、麻乃？」

「な、直道、さま、い、息が」

　俺はそこで呼吸をとめた。だが、ほとんど同時に、鼻がむずむずする。

　あ、やばい。思って手で押さえようとしたのだけど、顔に届く前に柔らかいなにかに触れてしまった。

「ぁ、ん、そこは」

　とにかく鼻を押さえるのに間にあわない。

　おかげで、

「へっくしゅん！」

　俺は盛大にくしゃみをしてしまった。

「わ、悪い。今のはわざとじゃ──」

「直道さまの汁を顔にぶっかけられてしまいましたわ」

「すまん！　だが、俺の好感度が暴落するような表現はやめてくれ！」

「胸にまで飛び散って、ああ、ぬるぬるしますわ」

「──っ!?」

　落ちつけ俺、落ちつけ俺、落ちつけ俺。想像してはいけない。

　心を強く持て、三み柴しば直道。心頭滅却すれば火もまたスズシロ・スズナ・セリ・ナズナだ。春の七草って、あとなにがあったっけ？　ああ、ゴギョウ・ハコベ・ホトケノザか。

　どうでもいいわ！

　一人ボケツッコミでも心が休まらない。

　耐えろ俺、耐えろ俺、耐えろ俺。耐えろって『エロ』の二文字が含まれるのね。

　ああ、なんかもう、俺、壊れてきたかも……。

　と、そのとき、ズガン、と扉がこじあけられる音がした。

「「いかがわしい行為禁止っ！」」

　と、ありすとスズランの声。

「……た、助かった」
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　苦行のごとき入浴が終わった。

　少しテレビを見てくつろぎ、それから自室にひっこむ。

　でもそこには──。

「うにー、お兄ちゃんのにおいがするー」

　と、言いながら枕まくらに顔をうずめるスズランの姿があった。

　いつの間に先回りしたのだろうか……。

　お風ふ呂ろあがりらしいスズランは七分丈のピンク色のパジャマを着ていた。左右の三つ編みはほどかれている。ベッドの上で足をばたばたさせていた。

「お兄ちゃーん、お兄ちゃーん。うにー、うにー」

　枕を抱きしめ、ゴロゴロ転がりはじめる。

「なにしてんだ？」

「お、おおお、お兄ちゃん!?」

　スズランは俺の枕を抱えたままゴロン、と床に転げ落ちた。












「おい、だいじょうぶか？」

　俺の問いかけには答えず、スズランは勢いよく起きあがると、逆に訊たずねてくる。

「い、いつからいたの、お兄ちゃん？」

　下から俺を見あげてくるスズランは顔が真っ赤だ。

「まあ、今ちょうどきたところだけど」

「み、見たの？」

　スズランは、俺の枕に顔をうずめてゴロゴロ、ばたばたしていたところを見たのかと訊きいているのだろう。まあ、ばっちり見たには見た。けど、本人的にはなにやら恥ずかしいところを見られてしまったと思っているみたいだ。

　スズランのほっぺはリンゴみたいに赤かった。

「あー、いや。見てない」

　俺はアルセーヌ・ルパン並の紳士なので、そう答えておいた。

「しゅ、しゅしゅ、就寝お当番はスズだから、先に部屋の様子を確認しておいたの」

「そうか」

「き、危険はなかったよ？」

「そりゃ、安心だな」

「クローゼットの中も誰だれもいなかったし」

　誰だれかいたらこわいがな。

「あ、あと、お兄ちゃん、例の本、隠し場所かえたんだね」

「いちいち発掘しないでくれよ……」

　また場所をかえねばならないのか。

「うに。今晩はスズがお兄ちゃんのことお守りするから、お兄ちゃんは寝てもだいじょうぶだよ？」

「いや、スズだけに見張らせておくわけにもいかないだろ」

　日常生活と、今置かれている不可思議な状況との落差が激しすぎて、なんだか実感がわかないけど、俺は現在、それなりにピンチにあるわけだ。

　明日のことを考えると眠りたいけど、《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》がまた現れるかもしれないと考えると、おちおち寝てもいられない。かと言って、何日も起きていられるわけがないし、やはりちゃんと睡眠もとらなければならないわけだ。持久戦にでもなれば、ころりとやられてしまうだろう。

　……眠り……夢、か。

『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』のエージェントであるスズランは、この世界は俺が見ている〈夢〉の世界なのだと言った。《虚夢への供物》という強制催眠装置というものがあって、俺はそれによって長く眠らされているのだそうだ。

　ふと、思う。

　ひょっとしたら俺の身に起きていることは本当に夢なんじゃないだろうか。

　でも、その夢っていうのは、スズランが言うのとはちょっと意味合いが違う。

　俺は、あの半年前の事故のせいで、今も病室のベッドの上にいるんじゃないだろうか？

　寝たきりのまま、俺は夢を見ている。現実には不思議なことなんて一つも起こっていなくて、すべてのことは、俺の脳が見せているまやかしにすぎない……って、こわいわ、それ。考えるのやめよ。

「《千年魔女》と《雪女スノーホワイト》も交代で仮眠をとるって」

「そうなのか」

「全員が寝てしまうような事態は避けようって決めたから」

「ふーん」

　仲悪そうでいて、ちゃんと話しあってもいるんだな、と思った。

「とりあえず、ベッドはスズが使っていいぞ」

「お兄ちゃんと一緒に？」

「いや、一つのベッドで寝るのはちょっと」

　そもそも普通のシングルベッドだから狭いし、妹という設定ではあるが、かわいい女の子と一緒にというのはやっぱり微妙だ。精神衛生上よろしくない。

「俺は適当に雑魚寝するよ」

「ダメだよ、お兄ちゃん！　硬い床で寝て、首を寝違えるかもしれないし、腰痛がもとで寝たきりの生活にでもなっちゃったらどうするの？」

「いや、ちょっとくらいべつに」

「あ、でも、それはそれでスズが介護してあげるという手も……ぽっ♡」

「どんな想像してやがる」

「やっぱりダメ。ダメったらダメ！　お兄ちゃんはスズとベッドをともにするのっ！」

　スズランはちっこい手で、べしべしとベッドを叩たたいた。

「ベッドをともにするという表現はいかがなものか」

「最悪、お兄ちゃんを縛るけど、それでもいいの？」

　なにやら妹に脅迫されている……。




　というわけで、ベッドにスズランと並んで横になる。小さな電球一つを残して、あかりを落とす寸前、スズランが枕まくらの下にデザートイーグルを隠していたのは、まあ、見なかったことにしよう。

「じー」

　スズランが横からめっちゃ俺を見つめている。視線を感じる。

「じー」

「あ、あの、スズランさん？」

「なに、お兄ちゃん？」

「視線、気になるんですけど……」

「気にしないで。お兄ちゃんを見張っているだけだから」

「はあ」

　ひと晩中、そうしているつもりなのか？

「眠気覚ましに紅茶いっぱい飲んだから、ぜんぜん眠くないし」

「あ、そう」

「だから、お兄ちゃんは気にせずに眠ってだいじょうぶだよ」

「ああ、うん」

　ただ、見られすぎていて眠れないのだけど。

「どうでもいいけど、眠っているひとの手をお湯につけると、おねしょをしてしまうって話を聞いたことがあるんだけど、本当かな？」

「俺で実験する気じゃないだろうな？」

　俺はサッと横のスズランに目をやった。電球のあかりもあるし、目も薄暗さに慣れてきていたから、ちゃんと見える。スズランは俺の視線から逃げるように顔をそむけた。

「おそろしいやつめ」

　俺を守るとか言っているやつのほうが危険ではないか。

　そもそも、この現状、まるで心が休まらないし……。

　ああ、俺のささやかな日常はどこにいったんだ？

　なんで俺ばっかりこんな目に遭わなければならない？

　理不尽すぎる。不条理すぎる。カムバック、俺の平和！

　なんて思っていると、

「すぴー、すぴー」

「寝てるのかよ!?」

　スズランの寝息である。顔をそむけて、ちょっとしか経たっていないのに眠っていやがる。ぜんぜん眠くないんじゃなかったのかよ？

　俺は上半身を起こしてみた。

「スズ？」

　タヌキ寝入りかと思って声をかけてみたけど、スズランは反応しなかった。

　つん、とスズランのマシュマロみたいにぷにぷにしたほっぺをつついてみた。

「すぴー」

　まるで反応なし。マジ寝っぽい。

　いや、そんなバカなと思い、なんらかの反応を期待して、じっと顔を見つめる。

　だが、スズランは、むにゃむにゃ、と口を動かすだけで、ほかにはなんの反応も見せなかった。

「おいおい……」

　俺を守ってくれるんじゃなかったのかよ？
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　なんだか気が抜けてしまった。眠たくもないし、自分の部屋をでて一階におりる。

　ダイニングのあかりがついていた。

　覗のぞいてみると、ありすがふてくされたような顔をして分厚い本を読んでいた。ちらりとタイトルを確認するとどうも日本語の本ではなさそうだ。魔術書かなにかなのだろうか。

　頰ほおがもこもこ動いている。眠気覚ましのガムを嚙かんでいるみたいだ。

「よっ」

　声をかけると、ありすが本から顔をあげる。

「あれ、直なお道みちどしたの？」

「なんか眠れなくて」

　ちらりと時計を見ると、おおよそ午後の一一時だった。ありすと麻ま乃のは交代で寝るらしい。今はありすが起きている番なのだろう。

「へちゃむくれは？」

「寝ちゃったよ」

「むう、なんて使えない。だったら、あたしが就寝当番になったのに」

　あのとき、チョキをださなければ、とかなんとか呟つぶやいている。

「なりたかったのか？」

「へ？　あ、いや、べつに、なりたかったとかじゃ……な、直道を守るためによ！　ほら、眠っているときって人間無防備だし、誰だれかが見てないと……」

　俺は、むきになって説明するありすと対面するような位置に座る。

　急きょ、俺の家に泊まることになったありすには、俺のＴシャツと短パンを貸した。ありすが着るとＴシャツはだぼだぼだ。裾すそも長くなってしまうので、短パンが隠れて、下を穿はいていないみたいに見えてしまう。白くてぷくっとした太ももが惜しげもなくさらされていた。今は絆ばん創そう膏こうを貼はっていなくて、《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》もばっちり見えている。

「急に泊まるとか言って、南みなみさんに叱しかられなかったか？」

「べつに。ただ、雰囲気に流されたりしないように言われただけ」

「雰囲気ね」

　そんなのまったくないけど。

「ふわあ～ぁ」

　突然、ありすが、でっかい口をあけて、あくびをこぼす。

「おまえなあ、のどちんこまでまる見えだぞ」

「む」

　ありすは両手で口を押さえた。

「あたしの口こう蓋がい垂すいを見たな、もはや生かしてはおけぬ」

「口蓋垂ってなんだ？」

「直なお道みちが口にした恥ずかしい単語の正式名称」

「のどちんこに恥じらいを覚える前に、まずはあくびするとき口に手を当てようぜ」

　ガムを嚙かんでいても眠いのだろう。

「ねえ、直道、久しぶりにゲームつきあってよ。眠気覚ましにひと勝負」

「お、いいぜ」

　リビングに移動してゲームを起動させる。ソフトは『キング・オブ・アウトロー』だ。音量は少し小さめに設定した。俺もありすも持ちキャラは決まっているのだけど、今日はべつのキャラクターをあえて使ってみることにした。

　しばらくぴこぴこやっていると、

「ねえ、直道」

　ありすが言った。

「んー？」

「前に《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》が話してたこと覚えてる？」

「なんだっけ？」

「……協会の、その、隔離施設のこと」

「ああ、あれか」

　ありすによると、俺は《無自覚な魔術師イノセント》という存在だ。魔術を使うスキルを持たないのに〈魔力〉の源だけは持っている者のことをそう呼ぶのだそうだ。そのこと自体はさほど特殊な事例とは言えないみたいなのだが、俺は高位魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》というものを宿しているとかで、極めて珍しい存在らしい。

　半年前の大おお晦日みそかに、俺はこの《凶戒原則ネメシスコア》を暴走させた。

　それまでも十分に要注意人物（あくまでも、ありす談）であった俺は、そのことで一気に危険人物に認定されてしまったようなのだ。

　そのため『冥葬会ルナリア』の管理下にある施設での収容も検討されているとかなんとか。

　ありすの手がとまる。必然的にキャラクターの動きもとまった。

　俺は隣でコントローラーを握りしめて、うつむいている幼なじみを見やる。

「どうした？」

「もしかしたら、直なお道みちの安全を確保するには、そっちのほうがいいんじゃないかってちょっと思った。協会の施設なら、ちゃんと直道を守れる。危険な目にも遭わないし、案外快適かも……」

　制限時間がゼロになり、ＨＰ残量の高いありすのキャラクターのほうが勝利した。画面に『You Are The King of Outlaw!』の文字が表示される。

　俺はコントローラーを置いて、ありすの頭に、ぽんっ、と手を乗せた。

「なお、みち？」

　そのまま、ありすの髪を少し乱暴にくしゃっと撫なでる。

「あう」

　俺のと違って、ありすの髪の毛はふわふわで柔らかかった。

「あー、まあ、なんだ。心配してくれてることには感謝する。でも、俺はさ、おまえとバカ話したり、ゲームしたりっていう今の生活を気に入ってるんだ。だから、その……そいつをとりあげないでくれ」

　恥ずかしくて、まともにありすの顔が見られない。

「まあ、その、なんとかなるって。俺には《千年魔女》さまが味方についてるんだし」

「……な、なによそれ、まるきりあたし頼みってことじゃない」

「そのとおり──って、情けないよな、俺。面倒かけるわ」

　女の子に守ってもらってばかりって、冷静に考えるとへこむ。

「べ、べつに面倒ってことは、ない、けど……」

「俺がなー、ありすのこと守れるくらい強ければよかったんだけど、俺より、おまえのほうが強いんだもんなー。考えてみると、むかしからそうだった。俺はいつも役立たずで、おまえに守ってもらってばっかりだ」

「そ、そんなこと……」

　もにょもにょ、とありすは口の中で呟つぶやく。

「な、直道だって、今までずっと、あたしのそばに、いてくれたし……」

　不意に、涙目になって上履きをさがしていたありすの姿を思いだした。

　あのとき誓った想おもいを、俺はちゃんと達成できているだろうか？

「そんなもんはお安い御用だ。おまえが必要なら、ひと晩中だってつきあうぜ。おまえの頼みなら苦にならんのだ、俺は」

「…………」

「ん？　どうした、ありす？　顔、真っ赤だけど？」

「な、なんでもない！」

　ありすは俺の手を乱暴に払って、自分のほっぺたを、ぺち、ぺち、と叩たたいた。

「よし！　弱気モード終了！」

　それから、ありすは「犯人はおまえだ！」と告げるかのように、人差し指を俺に突きつけた。

「直なお道みちも安心していいわよ。あたしがちゃんと守ってあげる。こっからは強気モードよ、強気モード。なにせ、あたしの戦闘力は五三万だからねっ！」

「実に頼もしいな、スカウター壊れちゃいそうだ」

「一〇〇人乗ってもだいじょーぶ！」

　どんと胸を叩きながらありすは言った。大きな胸がたゆんと揺れる。

「頑丈な物置みたいで心強いよ」

「よし、もうひと勝負！」

　と、言ったありすが、そこでばたん、と前のめりに倒れる。

「おいおい、なにやってんだよ？」

　声をかけたが、ありすは無反応だ。

「……ありす？　おい、どうした？」

　ありすの肩を軽く揺する。

　すると、すやすやという寝息が聞こえてきた。覗のぞきこんでみれば、頰ほおを床にくっつけ、だらしなく口を半開きにしている。嚙かんでいたガムがぽろん、とこぼれでた。

「んなアホな」

　直前まで普通に会話してたのに、いきなり眠るって、そんなのいくらなんでも普通じゃないだろ。……え、あれ、普通じゃない？

「おい、ありす」

　さっきより強めにありすのからだを揺する。

「おいってば、起きろよ。ふざけてんだろ？」

　ありすは起きる気配がない。普通に寝たにせよ、これだけ揺すってなんの反応もないというのはやはりおかしい。

　ありすをそのままにしておくわけにもいかないので、抱えあげてソファに寝かせる。それから冷蔵庫の前に立ち、ドアを叩く。

「麻ま乃の、いるか？　なあ、なにかおかしなことになってる……麻乃？　なあ、あけるぞ？」

　俺は冷蔵庫をあけた。瞬間、白いかたまりがどさりと落ちてくる。慌てて受けとめると、それは白い長なが襦じゆ袢ばんを着た麻乃だった。

「お、おい、麻乃！　だいじょうぶか？」

　しかし、麻乃もありすと同じように反応がなかった。ちゃんと息はしている。ただ、深く眠っているらしい。

「どーなってんだよ」

　麻ま乃のを背中に担いで、ありすの横に寝かせる。

　ありすと麻乃に交互に呼びかけ、からだを揺するが、まったく反応がない。深く眠っている。まるで眠り姫のように。

　そういえば、さっきのスズランの寝方もちょっとおかしかったぞ、と思い当たる。

　まさか。

「……睡眠薬を盛られた？」

　でも、俺は目覚めているぞ。今だって眠くない。

「どうしてだ？」

　なんで俺だけ目覚めているんだ？

　と、疑問に思った瞬間に、俺のケータイが鳴りはじめた。

　最悪のタイミングで。

　あるいは、最良のタイミングか。

　画面には見知らぬ番号が並んでいる。

　通話ボタンを押して、おそるおそる耳に当ててみた。

「も、もしもし？」

『やあ。みんなはぐっすりお休みかな？』

　電話の相手は《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》だった。

　ごくりと唾つばを飲みこむ。

「……おまえ、なにしたんだ？　これはどういうことなんだよ？」

『夕飯の食材に毒を盛った』

　なんでもないことのように《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は言ってのける。

　睡眠薬どころじゃない。毒だって？

　背中を冷たい汗が伝う。ケータイを握っている手も汗ばんでくる。

　いつ入れた？　スズランが買いだしにでたときか？

「毒ってなんだよ？　俺も同じものを食べたけど、なんともないぞ？」

『あなたと初対面のときに毒を中和するクスリを浴室内に霧状にして散布した。湯気に紛れて気づかなかっただろうが、あなたは吸引したはずだ』

　まったく気づかなかった……。

『この毒薬はもちろん一般的なものじゃない。かの錬金術師が生みだした魔法の秘薬と考えてもらおうか。病院に運んだところでむだということだ』

「パラケルススか」

『おや、ご存じで。なら話は早い。これは遅効性の毒薬。摂取した者はゆっくりと眠りに落ちる。その後、少しずつ心臓の鼓動が弱まり、最後は息をひきとるのだ』

　息をひきとる、という言葉に心臓が縮む。俺は歯を食いしばった。

「俺になにをさせたい？」

『ほう、勇ましい声だ。そんな声もだせるのだね』

「ふざけろよ。俺だけ毒を中和させたってことは、なにかさせるつもりなんだろ？」

　つまり、みんなは人質なわけだ。人質である以上、救う方法はある。

『なかなか冷静じゃないか』

「早く言えよ！」

　こんなやりとりをしているあいだにも、みんなは危険な状態にあるのだ。眠っているだけならまだいい。心臓がとまったりしたら助けられなくなる。

『あなたに会いたい。直接ね』

　──ぼくと一緒にきてもらいたい。

　そうだ、最初から彼女は俺をどこかへ連れていこうとしていた。

「わかった。どこへいけばいい？」
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　家を飛びだした俺はすぐさま自転車のカギをはずし、思いきりペダルを踏みこんだ。

　夕方にふりはじめた雨はいつの間にかやんでいた。サドルがまだ濡ぬれていたけど、そんなことはどうでもいい。

　電話を切る直前に《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》が言っていた言葉が頭の中を支配している。

『急いだほうがいいかもね。眠りに落ちたのなら、毒がまわりはじめたという証拠だ。タイムリミットはあと一時間。とくに、小柄なスズランくんはもう少し効きが早いと思ったほうがいいだろう』

　確かに、ありすよりもスズランのほうが先に眠りに落ちた。ってことは、やはりスズランのほうが、毒はまわりやすい。

　俺は無我夢中で自転車のペダルをこいだ。

　やがて学校が見えてくる。

　学校と言っても、俺たちのかよう高校じゃない。

　小学校だ。

　半年前の大おお晦日みそか、俺が事故に遭った、あの場所。

　かつて、俺やありすがかよった学び舎。周囲は高いフェンスに囲まれている。

　閉じられた校門の前で自転車を乗り捨て、時間を確認する。ちょうど日付をまたぐ深夜〇時だった。電話を受けてから五分くらいしか経たっていない。

　俺は呼吸を整えて校門を乗り越えた。

　もともと、うちの小学校は校舎が二つ並んでいた。倒壊したのはそのうちの一つだ。グラウンドに面しているほうは、かろうじて原形を残していたが、窓ガラスはあちこち割れていたし、壁にも亀き裂れつが走っている。立ち入り禁止のロープが周囲を囲っている。そのほかにも、体育館とプール、桜並木は今もまだ残されていた。

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は「思い出の小学校へこい」と言った。

　けれど、あいつの姿はどこにもない。

「おい、どこにいるんだよ？　姿を現せよ」

　闇やみの中に呼びかけて、ずんずん進む。

　すると、

「こちらだよ」

　背後から声がした。俺は急いでふりかえる。

　そこには真っ白なドレスを着た《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》の姿があった。

　シンプルな形でむだな装飾はなにもなく、それゆえに、彼女自身をひきたたせている。

　上空の雲が風で流れて、月明かりが差しこんだ。

　薄桃色の髪が白いドレスに映える。

　廃はい墟きよと少女と月明かり。

　それは息を吞のむほどに美しい光景だった。

　だからこそ、俺は気合いを入れなおす。今回は俺一人なのだ。油断するな。ありすの助けはない。というか、ありすを助けないといけない。いつもいつも、ありすに助けてもらってばかりじゃ情けなさすぎる。今回、俺は一つもドジを踏めないのだ。

「きてくれて、ありがとう」

「当たり前だろ」

「そうか……、うん、そうだね、あなたには当たり前なんだな」

「みんなをもとに戻す方法を教えてくれ」

「少しばかりせっかちすぎやしないかい？　早すぎると女性に嫌われるぞ」

「みんなをもとに戻す方法を教えてくれ」

「ふふ、怒った顔もなかなか魅力的だ」

「三回目も言ったほうがいいか？」

「いいや、それには及ばない。茶化すつもりはないんだ」

　彼女はどこからか水鉄砲のようなものをとりだした。

「解毒剤だよ。先端を首に押し当てて引ひき鉄がねをひくだけ。素人でもむずかしくない」

　注射のようなものか。

「だったら、それを寄こせ」

　俺は《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》に向けて右手を伸ばした。

「そうすることはやぶさかではない。でも、ぼくだって酔狂でこんなことをしているわけではないんだ。叶かなえたい願いがあって、こんなまわりくどいことをしている」

「なんだよ、叶えたい願いってのは？　それは俺に関係あるのかよ？」

「もちろんだとも。あなたにしか叶えることができない。そして、それは邪魔者がいては成功しない。だから、あなた一人にきてもらう必要があった」

「俺になにをさせたい？」

「二つある」

「二つかよ」

「ああ、そうだ」

「なんだよ？」

「一つは今ここで、ぼくと結婚してほしい」

　一瞬、頭の中が真っ白になった。

「け、けっこ、はあ？」

「今ここで、ぼくと結婚してほしい」

　とっさに返事ができなかった。

「三回目も言ったほうがいいかな？」

「……ど、どうしてだよ？」

「それが《人魚姫オリジナル・プリンセス》の願いだから」

「オリジナル・プリンセス？」

「あなたは本当になにも覚えていないのだな」

　彼女は寂しそうに笑った。風にさらわれるように白いドレスの裾すそが揺れる。

「そうだな、少し話をしようか」

「そ、そんな余裕ないんだろ？　急げと言ったのはそっちじゃないか！」

　ありすたちを助けるタイムリミットは一時間を切っているのだ。

　俺を焦らせてミスを誘う、そういう作戦なのか？

「あれは、あなたに発破をかけただけだ。だいじょうぶ、まだ彼女たちは安全だよ。それに、あなたには知る権利と、そして知らなければならない義務がある」

「権利と、義務……？」

「そう」

　彼女は微笑ほほえんだ。やはり寂しそうな、悲しそうな色をたたえて。

「かつて人間の王子に恋をした愚かな人魚の物語だ。きっと、あなたも知っていることだろう。可お笑かしくも悲しい、最悪な災厄の物語を」

「……『人魚姫』の話をしているのか？」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》の持っていた、あの刃の折れた短剣は、童話の『人魚姫』の中に登場する短剣と同じものなのだと、ありすは言っていた。聖遺物だったか。そのことと関係があるのだろうか。

「そうだよ。でも、あなたは『人魚姫』の真相を知らない。あるいは覚えていない」

「なんだよ、『人魚姫』の真相ってのは？　覚えていないって、どういうことだよ？」

「あなたの知っている『人魚姫』は、最後に人魚姫が泡となって消えるところで終わることだろう」

「……そうだ。それがどうした？」

「その情報は間違っている」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》が一歩前に踏みだした。

「人魚姫は泡になって消えたりしない」

　さらに一歩。

「人魚姫は姉姫たちに呪のろい絶ちの短剣《悪女志願フアム・フアタール》を授けられた。それで愛する王子さまの心臓を刺し貫けば、人魚姫にかけられた呪いは消えてなくなると、そう教えられてね」

　また一歩。

「王子さまと隣国の姫君との婚礼の晩、人魚姫は彼らの寝室を訪れる。そして──」

　一拍置いてから、彼女は言った。

「王子さまを刺し殺した」

　ぞくりと、鳥肌が立つ。

「……刺し、殺した？」

「そうだよ。人魚姫は王子さまをちゃんと殺したんだ」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》の手にはいつの間にか、あの刃の折れた短剣──《悪女志願フアム・フアタール》が握られていた。月明かりを受けて、鈍く輝いている。

　それを見たとたんに心臓が跳ねあがる。

　俺は胸を押さえた。

「──っ！」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》はつづける。

「王子さまを刺し殺した人魚姫は、泡になって消えたりはしなかった。けれど、罪を犯した人魚姫を海は決して許しはしなかった。人魚姫は醜い人間の姿のまま生きなければならなかった。たとえ、からだが朽ち果てても、またべつの姿となって蘇よみがえらなければならない。人魚姫にかけられた、新たな呪いだ」

「……き、きみは」

「今でも鮮明に思いだせる。あの日、王子さまの心臓を貫いた瞬間を。血液の温かさを。彼の見開かれた目が映した絶望を。花嫁があげた悲鳴を」

　彼女は俺を見つめる。

「花嫁の悲鳴で、お城の兵たちが駆けつけてきた。人魚姫は王子さまの胸から短剣を抜いたけれど、動揺のあまり刃が折れてしまった。呪のろい絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》、またの名をアゾット、稀き代だいの錬金術師が愛用したとされる魔法の短剣。そこには一匹の悪魔が封じられていた。刃が折れた瞬間、悪魔の封印は解けたんだ。そこで起きたことは特筆すべきこともない、どこにでもある地獄だった。花嫁は王子さまの蘇そ生せいを願い、魂を捧ささげた。悪魔は花嫁の願いを聞き入れるが、もちろん、そのものを受け入れたりはしない。なにせ悪魔だからね。悪魔は王子さまを蘇よみがえらせはする。けれど転生体として、二〇〇年後に」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》の瞳ひとみがまっすぐ俺をとらえている。




「それがあなただ──王子さま」




「お、俺が王子さま？」

「ぼくはずっと、王子さまをさがしていた。気の遠くなるような悠久の時間を、何度も生きかえりながら。そしてようやく見つけたんだ。あなたを」

「そ、そんなの俺は覚えてない」

「だが、あなたなのだ。《悪女志願フアム・フアタール》の折れてしまった刃の半分はあなたの魂とともにある。それが呼応しあっている」

　胸の痛み──呼応？

「ぼくは《悪女志願フアム・フアタール》をとり戻したい」

「とり、戻す？」

「あなたの魂に埋まっている刃の半分を摘出する。半年前にも、この場所で同じことを試みた」

　半年前……。またなのか。また半年前なのか。

「けれど、あのとき、予想外のことが起こって、ぼくは失敗した。最初は《悪女志願フアム・フアタール》の拒絶反応なのだと思ったのだが、どうもそれだけではないらしい。あなたを中心になにか奇怪なことが起こっているようだね」

「俺の身になにが起きてるんだよ？」

「それは、ぼくにもわからない。ぼくにわかるのは、あなたが王子さまであるということだけだ」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》が俺の目の前に立つ。

　華きや奢しやな体たい軀く。幻想めいた薄桃色の髪。

　彼女は、つまり、人魚姫なのだ……。

「ぼくは願いを叶かなえたい」

「願い……結婚と……刃の摘出？」

　かつて想おもいを遂げることのできなかった人魚姫と王子の結婚をやりなおし、そして魔法の短剣を復活させる、それが彼女の願いか。

「まあ、そうだな」

　彼女はわずかに口もとを緩めた。

「すべてが終われば、あなたの前から永久に消えると約束しよう。もちろん、あなたが大切にしている彼女たちのことも助ける」

「……摘出ってのはどうするんだ？」

「心配はいらない。あなたの命を奪うような真ま似ねはしないさ」

「……結婚のほうは？　婚姻届にハンコでも押せってのか？」

「いいや、フリでかまわない。大げさなものでなくていいんだ。ただ、ぼくを抱きしめ、優しくキスをし、愛していると噓うそをついてくれれば、それで満足だ。それだけで、ぼくは──《人魚姫オリジナル・プリンセス》の想おもいは報われる」

　俺はなにも言えずにその場に立ちつくしていた。

　かつて校舎があった場所は、今はぽっかりと空き地になってしまっている。

　瓦が礫れきは撤去され、俺たち以外誰だれもいない。

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》はそれ以上俺に近づいてこようとしなかった。

　風が吹いた。彼女の薄桃色の髪がなびき、白いドレスの裾すそがひるがえる。

　彼女は俺を急せかさない。

　時間は刻一刻とすぎていく。タイムリミットはあと三〇分ほどか。

　俺がここで《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》を抱きしめ、キスをし、愛していると囁ささやけば、彼女は満足する。ありすたちを助けられる……。

　迷っている時間はない。そもそもなにを迷う必要がある？

　なにもない。なにもない……はずだ。

　彼女は静かな目で、ときおり瞬まばたきをしながら俺を見つめていた。

　俺は唾つばを飲みこみ、半歩前にでた。

　それから彼女の細いからだを抱き寄せる。

　彼女のからだは温かかった。華きや奢しやだけど、柔らかい。

「……どう、すればいい？」

　俺の腕の中で彼女は顔をあげる。小さなくちびるが言葉をつむぐ。

「あなたは健やかなるときも、病めるときも、ぼくを……わたしだけを愛しつづけると誓いますか？」

　俺は、

「…………誓うよ」

　噓をついた。

「では、誓いのキスを」

　俺はぎこちなく、彼女のくちびるに口をつける。

　ゆっくりと顔をはなすと、彼女は微笑ほほえんだ。同時に、ひと筋、涙がこぼれる。こぼれた涙は真珠となり、ぽろぽろと地面に落ちた。

「ありがとう、王子さま。とても嬉うれしい」

　胸が──痛む。

　それは折れた刃が呼応しているからなのか、それとも……。

「…………じ、時間がないんだ。《悪女志願フアム・フアタール》を、摘出してくれ」

　二つ目の彼女の願い。

　これでぜんぶ終わる。ありすたちを助けられる。

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は刃の折れた短剣を逆手にかまえた。

「命を奪うことはないが、少しばかりあなたの血が必要だ。手を」

　俺は言われるままに右手を前に突きだした。彼女は俺の手をとり、手のひらに折れた刃を押しつける。皮膚から血がにじんだ。

「──っ」

　すぐさま手のひらの上に血がたまっていく。

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は口の中で呟つぶやくように呪じゆ文もんを唱えた。それは英語ではなく、まして日本語でもなく、俺の知らない不思議な言語だった。

　どくん、どくん、と心臓が脈打つ。

　それに反応するかのように短剣もまた脈動していた。

　彼女は俺の手のひらにたまった血液に刃の折れたところを浸す。

　じゅぅううううう。

　熱した金属を水につけたときみたいに蒸気があがった。

「くっ」

　俺は右腕を左手で握りしめて熱さに耐える。

　ひどく奇妙な光景だった。

　俺の血が結晶化し、短剣の折れた部分を復元させていくのだ。

　まるで錬金術みたいに。

　やがて、それは刃渡り三〇センチほどの剣に生まれかわった。

「禍まが々まがしくも美しいな、誠実なる虚言者《悪女志願フアム・フアタール》よ」

　彼女は月の光に短剣をかざす。

「……約束は守った。解毒剤をわたしてくれ」

　しかし。

　次に彼女が口にした言葉に。

　俺は身動きがとれなくなる。

「すまないな、これは解毒剤などではないのだ」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は水鉄砲のような形の注射器を俺のほうへ投げ捨てる。足もとに転がり、中の溶液がこぼれた。じんわりと地面に染みこんでいく。

　今、なんて言った？

「げ、解毒剤じゃ、ない？」

　血の気がひいた。くらりと目眩めまいが俺を襲う。まっすぐに立っていられない。

「あなたはお人ひと好よしなのだな」

　言って、彼女は逆手に持った《悪女志願フアム・フアタール》をふりあげる。

「騙だますような真ま似ねをして、すまない」

「そんな……」

「でも、こうするしかなかったんだ」

　とっさに俺は動けない。

「さようなら、王子さま」

　俺はただの間抜けだ。大バカ野郎だ。ありすもスズランも麻ま乃のも助けられない。今回は一つもドジを踏んだらダメだったのに。

　ふりあげられた短剣を見つめていることしかできないなんて。

「……ありす」

　呟つぶやいた瞬間、




「呼んだかしら、直なお道みち？」




　燃え盛る蝶ちようがあたりをわっと埋めつくす。

「《火蝶風月Bullet with Butterfly Wings》──点火Ignite」

　炎が俺の視界を塞ふさいだ。

　同時に、左手の小指に熱を覚える。赤い指輪が浮きあがった。指輪には赤い鎖が結ばれている。麻乃と俺を結んでいる《運命の赤い鎖アカイエニシ》だ。

　認識したとたん、

「うわっ!?」

　俺は強い力にひっぱられ、無様に地面の上を転がった。

「直道さま、ご無事ですか？」

「ま、麻乃？」

　見あげると、氷の日本刀を手にした白い長なが襦じゆ袢ばん姿の麻乃がいた。

「くっ!?」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は炎にひるんで、うしろへとさがる。

「その短剣を捨てて！」

　スズランの声がした。パジャマ姿のままデザートイーグルの銃口を《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》に向けている。

「……みんな、どうして？」

　俺が貸したＴシャツの裾すそを腰のところで縛った格好で、ありすが立っている。その手には魔術札ワイズヴアーミリオンがあった。

「目が覚めたら直なお道みちいないし、だから、急いで《刻印》を辿たどったのよ」

　俺はどうして毒薬で眠ったはずのみんなに意識があるのかを訊たずねたのだが、ありすはどのようにしてここへ辿りついたのかを答えた。

「目が……覚めた？」

「勝手に家をでたお仕置きは、あとでたっぷりしてあげる。さあ、《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》！　おとなしくお縄につきなさい！」

　ありすが強く言い、スズランと麻ま乃のも彼女を睨にらみつける。

「お兄ちゃんにこんなことして、タダですむと思ってるわけ？」

「ぜったいに許しませんわよ！」

　いや、おまえらも俺の命狙ねらってたじゃん、とちょっと思ったけど、そういうことを言う場面でもないだろう。

　というか、なにかがおかしい。どうして、みんなは普通に目覚めたんだ？

　俺は解毒剤を手に入れられなかったのに……。

　俺は《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》を見やった。

　彼女は──また微笑ほほえんだ。

　なにかが変だ。なにかがズレている。

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》の目的はなんだ？　俺を殺すことか？　だったら、最初に浴室に現れたときにできた。いや、あんな危険を冒さず、べつの場所でもできたはずだ。なんで、あんなまわりくどいことをした？　俺に毒を中和するクスリを吸引させるためだ。ひいては俺を一人にさせるためだ。それで、ほかのみんなには毒を盛った。

　だけど、みんな自然に目覚めたぞ？

　……あれは本当に毒だったのか？　やっぱり、本当はただの睡眠薬だったんじゃないのか？　彼女ははじめから、ありすたちを危険にさらす気はなかった。

　そうだとしたら？

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は呪のろい絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》をとり戻したかっただけ。

　なんのために？

　そんなの、呪いを絶つために決まってる。

　なんの呪いだ？

　──王子さまを刺し殺した人魚姫は、泡になって消えたりはしなかった。

　──けれど、罪を犯した人魚姫を海は決して許しはしなかった。

　──人魚姫は醜い人間の姿のまま生きなければならなかった。

　──たとえ、からだが朽ち果てても、またべつの姿となって蘇よみがえらなければならない。

　──人魚姫にかけられた、新たな呪いだ。

「さあ、《悪女志願フアム・フアタール》を捨てなさい！」

　ありすが迫る。

　けれど、《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》はありすの声に耳をかさず、短剣をふりあげたまま。

　ああ、そうか。彼女の願いは噓うその結婚と刃の摘出なんかじゃない。

　彼女は──。

「くそ！」

　瞬間的に俺は動いていた。

「ちょっと、直なお道みち！」

「お兄ちゃん！」

「直道さま！」

　彼女がふりあげた《悪女志願フアム・フアタール》の刃を無我夢中で握りしめる。

「やめろ、バカ！！！」

《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》は俺の行動に目を見開いていた。

「な、なにをする、はなしてくれ！」

「はなさない！」

　刃を握りしめているせいで俺の手から血がこぼれた。

「直道！」

　ありすたちがこちらにこようとする。

「くるな！」

　俺は怒鳴った。そして目の前の彼女を睨にらみつける。

「おまえ、死ぬ気だな。はじめからそのつもりで短剣を復活させたんだな。呪のろいを絶つために。違うか？」

　彼女は虚をつかれた顔をする。

「そ、そうだとしても、あなたには関係ないだろう？」

「関係あるっつーんだよ。目の前で死のうとしてるやつがいたらとめるっつーんだよ！」

　彼女は顔を歪ゆがめた。

「はっ、偽善者か」

「違えよ、俺が胸くそ悪いからだよ。こんなの寝覚めが悪いだろうがよ！」

　彼女の目がわずかに揺らぐ。

　うろたえている。

「しかし、この転生を終えるには、呪のろい絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》で自らを貫くしかないんだ」

「ほかの方法を考えろ！　死んでる場合じゃないだろ！」

「これしかないんだ。それにあなたはわかっていない。あなたが転生するシステムと、わたしの蘇よみがえりはセットになっている。折れた《悪女志願フアム・フアタール》の刃が影響した。あなたは二〇〇年ごとに生きかえり、人魚姫に殺される運命の輪の中にほうりこまれたのだ」

「殺される運命？　なんだよ、それは？」

「呪いだよ」

「……呪い」

「けれど、その呪いは今ここで絶ってしまおう。ぼくが消えればあなたは助かるんだ。かつて、ぼくはあなたを殺した。あなたの命を踏みにじった。今こそその罪を贖あがなうのだ」

「そんなものは俺が許す」

「あなたは──」

「俺が許す。だから死ぬな」

　ぼたぼたと、こぼれた血が、彼女の純白のドレスに落ちた。

「か、勝手なことを言うな。もう、ぼくの王子さまなんかじゃ、ない、くせに」

「当たり前だ。俺は平凡な家に生まれた驚くほどつまんないやつなんだよ。王族の息子じゃないんだ。王子なわけないだろ。はじめからそう言ってるっつーんだよ。とにかく、この短剣をはなせ！　さっきから手が痛いんだ！」

　血、めっちゃでてるじゃねえかよ。俺はスーパーヒーローじゃないから、怪け我がとか普通にするし、簡単には治らないんだぞ。治療費請求するぞ、この野郎。

「う、うるさい！　うるさいうるさいうるさい、あなたがはなせ！」

　突然、彼女は激げつ昂こうする。

「おまえがはなせ！」

「ぼくに指図するな！　偉そうなこと言うな！　今さら優しくなんかするな！」

　彼女は声を荒らげた。怒気に染まった瞳ひとみで俺を睨にらむ。

「あなたなんか……あなたなんか大嫌いだ！　ぼくを選ばなかったくせに！　知らない女と結婚するくせに！　ぼくが助けてあげたのに！　嵐あらしの夜に溺おぼれていたあなたを助けてあげたのは人魚姫なのに！　気づかないなんて！　バカ王子！　大好きだったのに！　なんでぼくじゃないんだ？　なんでほかの女の子を選ぶんだ？　なんでぼくは幸せになれないんだ？　あんなに尽くしたのに！　おかしいじゃないか！　おかしいだろ？　ぼくは……わたしは、ただ……王子さまに選ばれたかっただけなのに……」

　彼女の目から涙がこぼれる。すべてが結晶化し、真珠になる。

　彼女は震えている。くちびるが、手が、足が、震えている。

　自分の口にした言葉をおそれるように、彼女は一度口を閉ざした。俺から目をそらす。

「わかって、る……。ぜんぶ、わたしの勝手だって、わかってる。わたしが、勝手にあなたを、好きだっただけ……あなたの気持ちなんて、考えてなかった。わたしは、ただ、あなたを好きな自分に酔っていただけ……悲劇のヒロインを……味わっていただけ。その挙げ句に、あなたを、殺してしまった……とりかえしが、つかない……わたしは許されない……わたしはわたしを許さない。だから──」

「そういうの溜ためこまないで、ぜんぶ、王子に伝えればよかったんだよ」

　俺は彼女の言葉を遮って言った。

「なにを……。人魚姫は声を、奪われていた。伝えられるわけ、ない」

「そんなことないだろ。筆談とか、手話とかさ、伝える方法、なにかあったと思う」

「なにを言って……」

「べつに結婚式なんて邪魔して王子を強奪して逃げてりゃよかったんだ。なんでもいい、なんでもやればよかった」

「……バカバカしい。そんなの意味ない」

「かもしれない。でも、いきなり殺したり、死んだりするよりマシだろうが。いちいち極端なんだよ。現代っ子すぎるだろ」

「あ、あなたになにがわかる？」

「わかんないよ。俺、サトリの妖よう怪かいじゃないし。言われなきゃわからない」

　俺は彼女の目を見つめる。

　ちゃんと俺の言葉が届くように。

「だから、今からもう一度やりなおそう」

「……やり、なおす？」

「俺がぜんぶ聞く。愚痴でもなんでも好きなだけ言えばいい。ひと晩中でもつきあってやる。今日だけで足りないなら明日も俺を呼べ。どこにでも駆けつけてやる。だから今は思いとどまれ。頼む。もう一度、生きなおせ」

　彼女はしばらく俺の顔を見つめていた。彼女の瞳ひとみから涙がとめどなくあふれてくる。もう、短剣は手ばなしていた。俺はそれを受けとる。

　世界は静寂に包まれていた。まるで時間がとまったみたいだった。俺は彼女がなにか言うのを待った。ありすもスズランも麻ま乃のも口を挟まなかった。

　やがて、

「わたしは……」

　ひどく小さな声で彼女は言った。

「わたしは、あなたの髪に、触れたかった」

「ああ」

「あなたの、手を、握りたかった」

「ああ」

「わたしを、選んで、ほしかった」

「ああ」

「わたしだけ、を、好きで、いてほしかった」

「ああ」

「あなたで、なくては、ダメだった」

「ああ」

「どうし、よう。わたし、王子さま、殺し、て……」

「二〇〇年も前だし、時効ということにしよう。俺、殺されたの覚えてないし」

　彼女はかすかに笑う。

「大、好きだった。本当に、大好きだった。噓うそじゃない」

「ああ、わかってるよ」

「でも、わたし、死にたくなかった。泡になって消えて、しまいたく、なかった。すごく、すごく、怖かった」

「ああ」

「それに、王子さま、わたしのこと、選んでくれなかった。から、許せ、なくて。わたしだけが不幸になるなんて、そんなの、平等じゃないって、思って」












「ああ」

「……ごめ、なさい」

「ああ」

「ごめん、なさい、ごめんなさい、ごめんなさい」

「ああ」

「わたし、本当は、死にたくない」

「ああ。死ぬな、生き延びとけ」





　　　　○　　○






　がやがやとした教室。

　夏休み目前で、みんななんとなく浮足立っている。

　今日は朝から雲一つない快晴で、気温も高かった。なにもしていなくても、じんわりと汗ばんでくる。右手を負傷したからガーゼを貼はって、包帯で巻いているのだけど、そのせいで蒸れる。ちょっとかゆい。

　寝不足のせいで、俺の頭はぼんやりしている。

　それはありすも同じみたいで、自分の席にくてっとつっぷしていた。

　昨夜というか、今朝というか、あのあと、泣きつづける彼女を俺たちは家に連れ帰った。そのままリビングのソファに寝かせて、みんなもそれぞれに眠りについたのが結局、夜中の二時くらいだった。

　朝になり、スズランに起こされて一階におりると、そこにはもう彼女の姿はなかった。スズランが確認したときにはすでにそうだったと言う。書き置きもなにもなかった。

　俺たちは彼女のことについてとくに会話することもなく、普通に朝食をとり、普通に登校した。いつもどおりだ。俺とありすは自転車で、麻ま乃のは俺の家に居候しているなんてバレたら俺の命があやういので、時間をずらし、親衛隊フアンクラブの連中をひきいて登校したはずだ。スズランは今ごろ、掃除か洗濯でもしているころだろう。

　ぼーっと空を眺めているとチャイムが鳴った。

　担任教師が入ってくる。まんがとかラノベとかには噓うそみたいな美人の先生というのが登場したりするものだが、普通はおっさんとかおばちゃんの先生ばかりだ。あんなのは所しよ詮せんフィクションの中の出来事なのだ。と、長いあいだ思っていたのだけど、うちの担任の長なが岡おか先生はまさに噓うそみたいな美人だったりする。男子からの人気はもちろん、さばさばしているので女子にも好かれている。

「はい、席についてー」

　と、言って、長なが岡おか先生は出席簿を教卓の上に置いた。

「えっと、突然だけど転校生を紹介するわね」

　教室内がざわつく。

　そりゃ、そうだろう。だって、七月ももう後半なのだ。タイミング的には夏休み明けのほうがいい。こんな中途半端な時期にどうしてまた？

「それじゃ入って」

　長岡先生に促されて、一人の少女が現れる。

　瞬間、眠気が吹っ飛んだ。たぶん、ありすもだ。

　男子どもが低い声をあげ、女子がふわっと軽やかなため息をもらした。

　誰だれもが彼女の薄桃色の髪に見み惚とれている。

「はいはい、みんな静かに。それじゃ、自己紹介してね」

「はい」

　少女は教壇の上を静かに歩き、黒板に自分の名前を書いた。

　それから教室へ向きなおる。

「姫ひめ宮みや人にん魚ぎよと言う。どうぞ、よろしく」

　彼女は明めい瞭りような声で言った。

「はいはい！　質問、質問！」

　クラスのアホ男子が手をあげる。仮に男子Ａとしよう。

「姫宮さんの髪は染めてるの？」

「いいや、珍しいと思うだろうが、これは地毛なんだ。証明書もある」

「はい！」

　つづいて男子Ｂも手をあげた。

「姫宮さんの好みのタイプを教えてください！」

　まったくこれだからアホだと言うのだ。軽いセクハラ質問などしおって。

　しかし、みんな回答に興味津々らしい。食い入るように彼女──姫宮を見つめている。

「そうだな」

　姫宮は言った。

「優しいひとが好きだ。それから、ぼくが間違ったときにはちゃんと叱しかってくれるひと」

　姫宮が教壇からおりる。

「手が大きくて、ぼくをつつみこんでくれるといい」

　姫宮は一歩一歩前に踏みだす。

「自分の危険を顧みないのは愚か者のすることだけれど、でも、それくらいに熱いひとが理想的だ。一生懸命な男の子は素敵だと思う」

　窓側の前から四番目、うしろから三番目の席。

　俺の席のところで姫ひめ宮みやは立ちどまった。

「そう思うだろう、三み柴しば直なお道みちくん？」

「あ、ああ。そう……だな」

「ふむ、あなたとは気があいそうだ。よろしく」

　姫宮が右手を差しだした。クラス全員が俺たちに注目している。

　もちろん、ありすも。つーか、すごい顔してる。

「よ、よろしく」

　俺は包帯を巻いた右手を姫宮に差しだした。握りあう。

　不意打ちで、姫宮は微笑ほほえんだ。

　俺はその笑顔に見み惚とれてしまって。

　姫宮はそのまま、ぐいと俺の手をひっぱる。

　あ、と思ったときにはもう遅い。

　姫宮は俺のくちびるにキスをした。

　ニセの誓いのときとは違って、舌まで入ってくる。

　頭がしびれて、俺は動けない。

「至らないところもあるだろうけれど、末永く頼むよ、ぼくの王子さま」

　クラス中が沸いた。

　ありすの絶叫もまじっていた気がするけど、それどころじゃない。

　俺のうしろの席に座る男子Ｃがぼこぼこと俺の背中を殴っている。

　ああ、男子の視線やばい。

　俺は生きて夏休みを迎えられるのだろうか？

　……いや、まじめな話。





How Beautiful My Princess is!is closed.







第５話　美少女Ｘ（前篇）




　とりあえず生き延びはした。

　が、世界は理不尽で満ちあふれている。とうとう待ちに待った夏休みだ、よっしゃー、まずは二度寝だ、とか思っていたのに、俺は三日間にわたる数学の補習を義務づけられていた。夏休み前のテストで赤点をとってしまったからである。

　俺だっていつもはそこまで悪くなどない。ただ、最近になって立てつづけにおかしな事件に巻きこまれたせいで、テスト対策を怠ってしまったのが敗因だ。ほかの教科は追試で乗りきったけど、数学だけはダメだった。合格点に達しなかった。

　くそぅ。

　なにが理不尽と言うかって、同じように事件に巻きこまれたはずのありすのやつは、まったく赤点をとっていなかった。麻ま乃のもまたしかり。

　こんな不公平が許されていいのだろうか？

「普段のおこない保存の法則ね。直なお道みちの普段のおこないが悪いからよ」

　とか、したり顔でありすは言っていた。

　大きなお世話だ。とも言いきれないか。確かに普段からやっておけば……。

「お勉強でしたら、わたくしが手とり足とり腰とり教えて差しあげますわ」

　麻乃はそんなふうに言っていたか。腰とりって、なんかいやらしいな……。

　あまりにも突飛すぎて、突拍子もなく突発的すぎて、軽く受け入れつつあるけれど、俺の置かれている状況というのは実に不可解である。不条理である。非現実的すぎる。

　幼なじみが魔術師だと言いだしたり、知らぬ間に妹ができていたり、許婚いいなずけに命を狙ねらわれたり、前世で結ばれなかったお姫さまが現れたり……。

　普通じゃない。

　だけどなんだか知らないうちに、普通じゃないのが、普通になりつつある。

　だいじょうぶかな、俺。




　とにもかくにも、俺は補習を受けるために炎天の中、汗だくになりながら自転車をこいで学校へと向かった。

　すっかり普通ではなくなってしまった普通に、油断しまくりながら……。





　　　　○　　○






「……やっと終わった」

　補習を受けていたのは俺一人だった。クーラーもない蒸し暑い教室で、明らかに不機嫌な顔をしている数学教師とマン・ツー・マンで授業などという場面を想像してみるといい。

　絶望的だろ？

　これがあと二日もつづくのかと思うと、心の底からうんざりする。

　まあ、自業自得なわけだけども。

　サボると単位がもらえず、ダブるおそれがある。そんなことにでもなったら、さすがに両親が呼びだされるだろう。今は海外にいるけど、両親が帰ってきたら、わが家に居候しているスズランや麻ま乃ののことをどう説明すればいいものやら……。

　この問題、棚上げしてるけど冷静に考えるとけっこうやばいな。

　俺は一つため息をつき、荷物をまとめて教室をでた。

　補習を受けているのは俺だけだったが、夏休みでも校内にはけっこうたくさんのひとがいる。ほとんどは部活をしにきている生徒だ。

　俺は全開になった廊下の窓から外を眺めた。気持ちのいい青空が広がっている。そして暑い。「これが地球温暖化というものか」と嘆くようにセミが鳴いていた。

　そのとき不意に、

「だーれだ？」

　視界が閉ざされた。

　滑らかな手の感触と、甘やかな声。

「なにしてんだよ、ありす？」

「なんて面白みのない普通のリアクション。つまんなーい」

「そんなこと言われても」

「罰としてアイスを奢おごったらいいと思うわ」

「なんで俺が罰を受けねばならないのかさっぱりだが？」

　ありすの手から逃れて、ふりかえる。と、そこで思わず咳せきこんだ。

「ぶほ、ごふっ、がほっ……」

「なに、だいじょうぶ？」

　だいじょうぶじゃない。だいじょうぶなものか。

「おまえ、その格好……」

「あ、気づいちゃった？」

「気づいちゃったじゃないよ……」

「ふっ、ふっ、ふっ、しかと見よ、この夏の新作である！」

　ありすはしゅぴっとポーズをとった。

　ざっくりと肩の部分を切り落とした、チャイナ服と和服の中間のような衣装。スカート（と言っていいのか定かじゃないけど）が短いが、下にスパッツを穿はいている。首元にはマフラーというか、ストールみたいなものを巻きつけていた。ひと目でわかった。『キング・オブ・アウトロー』という格ゲーに登場する、くの一のコスプレだ。

「どうどう？　かわいいでしょ？　すごいでしょ？」

　大きな瞳ひとみ、かわいらしい鼻と桜色のくちびる、キャラメル色のふわふわの髪をうしろで三つ編みにしている。なんだかしっぽみたいだった。いつもはシュシュをしている左手首に、今はリストバンドのようなものをつけていた。

　俺が補習を受けているあいだ、ありすはコスプレ部……じゃなかった、手芸部の活動に参加していたのだ。わざわざ完成品を見せつけるために、俺の補習が終わるのを待っていたのかもしれない。

「ああ、まあ……」

　すごいはすごい。帯をきゅっと締めているせいで、胸のところがやたらと強調されていた。意図せず目が吸い寄せられてしまう。

「──うぎゃ!?　どこ見てるのよ、エロ道！」

　ぎゅむっとありすが俺の両目を塞ふさいだ。

「……悪い、その、つい」

「エロ目線禁止条約を強制執行します！」

「……すみませんでした。反省しています」

　でも、俺も健康な男子なのだ。デリケートなお年とし頃ごろなのだ。俺がそうなのだから、ほかのやつだって目がいくよ。間違いないね。ありすはこの格好で夏のイベントに参加する気なのだろうか。前に写真を撮られたりするとか言っていたな……。

　そう考えると、なんだか、あんまりいい気分じゃない。

「まったく、これだからエロ道は困るわ。すべての直なお道みちはエローマにつうずとはよく言ったものね」

「ことわざを無断で改変するなよ」

　俺は視界を塞いでいるありすの手をどけた。正面からありすをとらえる。

　ありすは頰ほおを膨らませて俺を見あげていた。

「……まあ、あれだ」

　ほかのやつの前であんまり無防備な格好はするなよ、という言葉は吞のみこむ。

　仕方なく、俺はありすのキャラメル色の髪をくしゃくしゃっとかきまぜた。

「……ほどほどにしとけよ」

「なによー、それ」

　ありすは不満げに口をとがらせる。

「いや、だってさ……」

　言いながら、またしてもありすの胸のほうに視線がいってしまった。小学生のころはぺったんこだったのに、いつの間にこんなに立派に育ったものやら……。

　俺の視線に気づいたありすはさっと胸を隠す。

「バカバカバカ！　どこ見てるのよ！　ぜんぜん反省してないじゃない！」

「す、すまん。今のは全面的に俺が悪かった。非を認めて謝罪する」

「エロエロ大魔王め！　呪のろわれてしまえ！　未来永えい劫ごう、自動ドアに感知されない呪いにかかれ！」

「……そいつは地味に辛つらい呪いですな」

「駅の改札をとおるときには、必ず一度はスイカがエラーする呪いにもかかってしまえ！」

「……ほんと地味に辛い呪いですな」

　うしろのひとに睨にらまれるじゃないか。舌打ちとかされるじゃないか。

「それから、えーっと」

「まだ呪われねばならんのか……」

「当たり前よ」

「当たり前か」

「罪の重さを実感しなさい」

「ひしひしと感じているよ」

　あっ、と、ありすは閃ひらめいたように呟つぶやき、俺に人差し指を突きつける。

「エッチな袋とじの開封には毎回、失敗しなければならない！」

「……絶望的な呪いだ」

　極めてアホな会話だった。まあ、それはそれで楽しいんだけど。

　そうこうしていると手芸部の女の子たちが現れた。ありすは途中で抜けだしてきたようだ。俺には完かん璧ぺきにしか見えなかったくの一の衣装もまだ完成前らしい。武装メイドのときは散々暴れてスカートが解体されてしまうという事件もあったし、ちゃんと気をつけてもらいたい。あのとき、思い切り殴られたけど、俺は悪くなかったと思うのだ。

「ふーんだ、せっかく見せにきてあげたのに。直なお道みちのばーか、ばーか。へっぽこ」

「小学生か」

　ひとしきり俺を罵ば倒とうしたあと、ありすは手芸部の女の子たちと楽しそうにきゃあきゃあ言いながら被服室に戻っていった。

　ありすがいなくなると急に廊下は静かになる。セミの鳴き声だけ。

　頭の中にはありすのコスプレ姿が焼きついていた。むきだしの白い肩と、帯できゅっとしめあげられた腰、強調された大きな胸……。

「やばいな、俺、マジで呪われたほうがいいかもしれない……」

　俺はがりがりと頭をかいて、大きなため息をついた。

　と、そのときである。

「だーれだ？」

　またしても視界が閉ざされた。

　柔らかくてひんやりとした手の感触。かすかに甘い香りが鼻をくすぐる。

「……な、なにしてるんだ、麻ま乃の？」

　ありすもそうだけど、気配を殺して近づかないでほしい。

「ぴんぽーん。正解ですわ、直なお道みちさま。ご褒美に細ささめ雪ゆき麻乃一〇年分を差しあげます」

「なんだよ、それ……」

　俺は麻乃の手から逃れてふりかえる。すると、またしても咳せきこむこととなった。

「ぶはっ、がはっ、げはっ……」

「だいじょうぶですか、直道さま？」

　麻乃が俺の背中をさすってくれる。ワイシャツ越しに感じる麻乃の手は、やっぱりひんやりとしていた。

「な、なんで、麻乃までそんな格好してるんだ？」

「これは美化委員会の広報ポスターに使う衣装ですわ」

　麻乃は白いひとえの羽織に、緋ひ袴ばかまをあわせた、いわゆる巫み女こさんの格好をしていた。足もとも上履きではなくて、足袋に雪せつ駄たをあわせている。

「こ、広報ポスター？」

「はい、今日はその撮影なのですわ。写真部の方が撮ってくださいますの」

　上質な絹みたいな美しい黒髪がさらりと肩の上を流れた。麻乃は美化委員の委員長だったりする。親衛隊フアンクラブの隊員メンバーをあごで使っているとか。うん、想像に難くない。

「いかがです、直道さま？」

「え？」

「この格好、似合っていますでしょうか？」

　麻乃がうっとりタレ目で俺を見つめてくる。

「あ、ああ……うん」

　俺は声を上ずらせながら頷うなずく。似合いすぎていて怖いくらいだ。

「本当ですか？」

「ああ。よく似合ってる」

「《千年魔女》よりもですか？」

　麻乃はさっきの俺とありすのやりとりを見ていたのかもしれない。

「あー、いやー」

　実に答えにくい質問だ。

「ほら、なんと言うか、二人ともそれぞれのよさがあるからさ」

「ふーん」

　麻ま乃のがうっとりタレ目を細めて、顔を寄せてくる。俺はすっと目をそらした。

「ふうーん」

「……な、なんすか？」

「べつにっ、なんでもっ、ありませんわっ」

「……で、でも、大変だな。和装ってのは、けっこう暑いんだろ？」

　話を微妙にそらしてみる。

　剣道や弓道で袴はかまを着るありすがいつだか言っていたことがある。道着というものは夏暑く、冬寒い仕様なのだと。それで言うのなら、たぶん、巫み女こさんの衣装というのも同じなのではないだろうか。

「ええ、そうなのです。さっきから、とっても暑くて暑くて、今にもとけてしまいそうですわ。ああ、もう、今すぐにすべて脱ぎ捨ててしまいたいっ！」

「いや、すべて脱ぎ捨てるのはまずいだろ。軽くポリス沙ざ汰ただぞ」

「望むところですわ！」

「望まないでくれ！」

「そういえば、『熱中症』という言葉を分解しますと、『ねっ、チュー、しよう』になるのですわよね」

「心底どうでもいいわ！」

「ああ、直なお道みちさまのツッコミって素敵」

　麻乃は頰ほおをぽっと赤らめた。キレイな黒髪の先端をつまんで、いじいじする。

「その、あの、も、もっと罵ののしってくださってもかまいませんですわよ？」

「丁重に断らせていただく」

　そう言うと、麻乃はちょっとだけしょんぼりした感じで肩を落とした。

「そう、ですか……」

「なんで落ちこんでんだよ……。ああ、もう、扱いにくいなあ」

「それはさりげなく、わたくしを非難していらっしゃるのですね？」

「もっと、もっと、みたいな目で見るのはやめてくれ」

　ちょっと前まで、麻乃はドＳだと思ってた。でも、本当は正反対らしい。

「巫女の仕事には神前で舞を披露するというものがあります。これは天あまの岩いわ戸との故事に由来しておりまして、アメノウズメノミコトが岩戸に隠れたアマテラスオオミカミを呼びだすために服を脱いで踊る、ストリップショーだったとか。つまり、巫女の衣装とは脱いでこそ、はじめて成立するのではないでしょうか？」

「うん、まじめな顔してなに言ってんだ？」

　そんなふうにバカ話をしているあいだも、麻乃は本当に暑いらしくて、袴の裾すそを持ちあげて、ぱたぱたさせていた。

　足袋から上の白いふくらはぎが、なんだかやけに色っぽい……。

「うふふ、直なお道みちさまってば、わたくしのふくらはぎを凝視していらっしゃるのですね？」

「あ、いや、その……悪い」

　ありすに叱しかられたばかりだと言うのに、俺には学習機能がないのか？

「謝らずともよいのです。わたくし、見られるの好きですわ」

「……あ、そう」

「それに、常々思っておりました。ミニスカートよりも、丈の長いスカートがめくれたときのほうが、むしろいやらしいのではないかと」

「常々そんなこと思わないでくれ」

　でも、確かに麻ま乃のの言うとおりなのかもしれないと、ちょっとだけ思った。めくれる布の量が多いからだろうか？　ああ、なんかマニアックな方向に……。

「直道さまでしたら、もっと近くでご覧になってもよろしいのですよ？」

「ええ!?」

　麻乃は袴はかまの裾すそを、つーっと持ちあげていった。ゆっくりとあらわになるふくらはぎの白さに驚く……膝ひざこぞう、うわ、ちっさ……太もも、柔らかそうだな……って、俺はいつまで凝視しているのだっ！

　急いで目をそらす。

「あら、残念」

「……は、はは」

　俺は乾いた笑い声をこぼすしかなかった。もてあそばれている感じだ。

　と、そこへ、

「麻乃さん、こんなところにいらしたんですか」

　細ささめ雪ゆき麻乃親衛隊フアンクラブのやつらが現れた。夏休みなのに、ご苦労なことだ。

「これから撮影ですので、どうぞお戻りください」

　口調が高校生じゃない。それを言うなら麻乃の話し方だって普通じゃないけど。

「わかりましたわ」

　麻乃はつんと、すまし顔で答える。

「それでは三柴くん、わたくしはこれで失礼いたしますわ」

「ああ、うん」

　麻乃は親衛隊フアンクラブの連中の前でわざわざ俺を「三み柴しばくん」と呼んだ。

　細雪麻乃はみんなのアイドルなので、抜け駆けとか許されないわけだ。俺だけ特別みたいになると命にかかわる。いや、マジで。

　俺は親衛隊フアンクラブのやつらに付き添われて去っていく麻乃の背中を見送った。麻乃は一度だけこちらをふりかえり、ひらひらっと手をふってくれる。俺もそれに手をあげて応こたえた。とたんに、親衛隊フアンクラブの連中が俺のことを親の仇かたきでも見るかのような目で睨にらみつけてきた。

　今後は背後に気をつけようと思った。いきなり刺されたくはないからな。

「あー、腹減った」
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　コンビニでおにぎりでも買おうかなと考えながら、昇降口でスニーカーに履きかえる。夏休みじゃなければ食堂もあいているのだけど、残念ながら今は夏季休業中だ。

　一歩外にでると、じりじりとした日差しにやられた。スニーカーのソールもとけてしまいそうだ。

「だりー」

　とか呟つぶやいていると、

「おーい、王子さま！」

　声がして顔をあげる。

「こっちだ、こっち！」

　姫ひめ宮みや人にん魚ぎよがプールを囲っているフェンスにしがみついていた。

　夏休みの直前にクラスメイトとなった姫宮は水泳部に所属しているらしい。

　当然ながら競泳用の水着を着ていた。水泳帽をとると、濡ぬれた薄桃色の髪が垂れる。ひたひたと水がしたたっていた。

　ざしゅざしゅと小走りで姫宮のほうへ近づいていく。

　フェンス越しに俺たちは向かいあった。

「な、なあ、姫宮」

「なんだ、王子さま？」

「いや、その王子さまっての、やめてくれないか？」

　あまりにも恥ずかしすぎる。なんの羞しゆう恥ちプレイなのだ。直なお道みちさまってのも相当だけど、王子はさらに一段上な感じがする。麻ま乃のはみんなの前では「三み柴しばくん」だし。

　なのに、姫宮は大声で俺を「王子さま」と呼ぶ。水泳部の連中、ちらちらと、こっちのほう見てるじゃん。というか、姫宮は転校初日でやらかしてくれたから、うわさに尾ひれがついて学校中に広まっているのだ。姫宮の「姫」と「王子さま」とで、妙なコンビみたくに思われていたりする。勘弁してほしい。悪目立ちはしたくない。

「なぜだ？　王子さまは王子さまなのに」

「いや、恥ずかしいんだよ」

「ふむ。では、八はち王おう子じさまとでも呼ぼうか」

「地名みたくなってるじゃん」

　なんで「八」足しちゃったんだ？

「そうじゃなくて、王子さまってのをやめてくれないか」

「ハチと呼べばいいのか？」

「八はち王おう子じから『王子』とるんだ？」

「よし、ハチ。フリスビーを投げるからとってこい」

「いきなり扱いが雑に……」

　それ、もう犬の名前じゃん。そもそも、俺、「八」関係ないし。三み柴しばだから「三」のほうがまだゆかりがある。

「では、『テニスの王子様』にするか？」

「テニスをやったことがないよ！　王子からはなれろって！」

「あとはカレーの王子さまか、星の王子さまなのだが」

「だから王子からはなれろって言ってるじゃないか！」

　なんで残されるのがその二択なんだよ。

「そうだ、変態王子というのもあった」

「それはいじめだ！　○○王子系はぜんぶ却下だ！　王子からはなれろ！」

「なら、玉子さまはどうか？」












「とうとうベタなこと言いだしたぞ」

「『玉』の『点』の位置をかえて主さまというのもある。あ、ご主人さまでどうだ？」

「あ、の意味がわからん。閃ひらめいた、みたいな言い方するなよ。っていうか、公衆の面前でご主人さまとか、俺を貶おとしめたいのか？　王子さま以上に却下だ」

「不評だな」

「当たり前だ。普通に名前で呼んでくれ」

「ひねりがないではないか」

「ひねる必要がないではないか」

「ならば、ナオミ」

「なんで、『チ』を省いた！」

　女の子の名前みたいになってるじゃないか。

「ナミ」

「『オ』まで省いてきただと！」

　勢いよくツッコミを入れたら、ぐう、と腹が鳴ってしまった。これはこれで恥ずかしい。

「おや、おなかがすいているのか、王子さま？」

　もう、王子さまでもいいような気がしてきた……。

　なんだ、こういう作戦か？

「さっきまで数学の補習やっててさ、頭使ったから腹もへった。コンビニでおにぎりでも買おうかなって思ってたんだ」

「ちょうどよかった」

　姫ひめ宮みやはぱちんと手を叩たたく。

「水泳部もお昼休憩なんだ。お弁当をつくってきたから、よければ一緒に食べないか？」

「え、マジで？　いいの？」

「もちろんだとも」




　姫宮の案内でプールサイドにある屋根つきのベンチに腰かける。日向ひなたから一歩日陰に入るだけでずいぶん涼しい。足もとを風がとおり抜ける。

　俺の隣に座った姫宮は競泳水着の上に、ジャージを羽織っていた。ちゃんと袖そでをとおしたわけではなく、肩にひっかけているだけだ。

　華きや奢しやな肩とか、脚とかが惜しげもなくさらされている。ほかの水泳部員はみんな真っ黒に日焼けしているのに、姫宮の肌は白かった。からをむいた茹ゆでたまごみたいにつるっとしている。

　そういえば初対面時に上から81・55・77とか言ってたっけ。スレンダーだな……。

　姫宮はカバンの中から、かわいらしいつつみをとりだした。中を開くと、ラップでくるまれたサンドイッチがでてくる。たまごサンドと、チーズ＆レタスの二種類だ。

「おお、うまそうだな」

「じょうずじゃないかも、だがな」

「早速もらっていいか？」

「もちろんだ」

　ラップをはがし、ひと口頰ほお張ばる。

　姫ひめ宮みやは少し不安そうな顔で俺の反応を待っていた。

「ど、どうだろう？」

「お、うまい！」

「本当か？」

　姫宮はぱあっと表情を輝かせる。

　なんか、かわいいぞ。

　顔、近いけど。

「ああ、うん。そっか、パンに下味をつけてあるんだ？」

「うん、そうなのだ。カラシとバターをあえたものをパンに塗ってある」

　なるほど、勉強になるなあ。

　自分でつくるときはめんどうなので、そんなことしない。適当に具をパンで挟むだけだ。でも、姫宮のサンドイッチはひと手間くわえてある分、味が濃厚になっている。

「うまいよ、これ」

　大口をあけてサンドイッチを頰張る。お世辞ではなく、本当においしかった。

　たかがサンドイッチ。されどサンドイッチだ。今度、真ま似ねしてみよう。

　もごもごと口を動かしていると、

「王子さま、上のくちびるにマヨネーズがついているぞ」

　姫宮が言った。自分のくちびるを指さす。

「ん」

　舌を伸ばして、ぺろりと舐なめる。

「とれた？」

「いや、もうちょっとだ。どれ」

　それは逃げる暇もないくらいに自然な動作だった。

　姫宮はすっと身を乗りだし、そのままぺろりと俺の顔を舐める。姫宮の吐息が頰にかかった。舌がかすかにくちびるに触れる……。

「よし、とれたぞ」

　一瞬、硬直し、意識が飛ぶ。

　雄大なナイアガラの滝とか、そういう光景が浮かんだ。自然は偉大だ……。

　現実逃避終了。すぐさま覚かく醒せいする。

「な、ななななっ、なにしてんだよ!?」

「ちょっとした愛情表現だ。嬉うれしかったか？」

　無邪気に言ってくれるじゃないか。

「お、おまえ……」

「顔が真っ赤だな。かわいらしい。とても萌もえる」

　姫ひめ宮みやは俺の頰をつんつんとつついてくる。

「……俺はかわいいなんて言われても嬉しくないんだ」

「ふふ、なにを照れることがある？　互いの裸も見ているし、舌をからませあった仲ではないか」

　遠巻きに水泳部員たちがこっちを見ている。なにかを囁ささやきあっていた。

　ああ、また妙なうわさが広められてしまう。勘弁してくれ……。

　てな具合に俺がげんなりしていると、

「ずいぶんと仲がいいんだね、お兄ちゃん」

　背後からひどく冷たい声がした。さっきまで蒸し蒸しとして暑かったのに、今は寒気で鳥肌が立つ。俺はおそるおそるふりかえってみた。

「ス、スズ？」

　まあるいほっぺを、ぷくうん、と膨らませたスズランがそこに立っていた。

　フリルのついたブラウスにショートパンツ姿でとてもかわいかったけど、左右の三つ編みがぴこんと逆立って、まるで鬼の角みたいだった。

　あの三つ編み、どういう原理で動いているのだろう？

「うにぃ、お兄ちゃんの浮気者！」

「浮気者って……」

　兄妹きようだいの設定なのだから根本的におかしいぞ。

「というか、どうして学校にいるんだ？」

「お兄ちゃんのためにお昼つくってきたんだもん。それなのに！」

　スズランは姫宮がつくったサンドイッチに目をやった。

「お兄ちゃんのバカ！　バカ！　バカ！」

「いて、いて、痛いって」

　ぽこぽこと俺の背中とか肩とかを殴る。右手だけで。

　左手のほうには保冷バッグがあった。お弁当が入っているのか。

「おっと、そこまでだよ、スズランくん」

　姫宮がスズランの細っこい腕をつかんでとめる。

「王子さまに手をだすのは控えてもらおうか」

　水着の上に羽織っていた姫ひめ宮みやのジャージが落ちた。

「お兄ちゃんはスズのお兄ちゃんだもん！」

「ぼくの王子さまだ！」

　二人はバチバチと火花を散らせて睨にらみあった。

「まあまあまあ」

　俺はあいだに割って入る。気分は『風の谷のナウシカ』のユパさまだ。

「ケンカはいくない」

　すると、スズランが不満そうに俺のことを見あげた。

「お兄ちゃんは、どっちの味方なの？」

「いや、どっちの味方とかじゃなくて……」

「こんなストーカー女、接近禁止令をだしてしかるべきだよ！」

「ストーカー女だと？　聞き捨てならないな」

「頼むから仲よくしてくれよ、口ゲンカが高じて殴りあいにでもなったら大変だろ？」

　この二人なら殴りあい以上になってもおかしくないのだ。

　俺はスズランと姫宮に向かって、真面目まじめな声でお願いをした。ちゃんと伝わってくれるように祈りながら。

「まあ、お兄ちゃんがスズのかわいい顔に怪け我がさせたくない気持ちもわかるけど」

「王子さまが、ぼくのことをそんなにも大切に思ってくれているなら、やめるが」

　スズランと姫宮は同時に言って、キッと睨みあう。

「お兄ちゃんはスズのほうが大事なの！　スズに怪我をしてほしくないの！」

　スズランの左右の三つ編みが、またしてもぴこんと逆立った。

「これだから偽妹ぎもうとは勘違い甚だしくて困る。王子さまはぼくのほうが大切に決まっているではないか」

　姫宮は薄桃色の髪をぱさりと払う。

「お兄ちゃんはスズのほうが好きだよね？」

　ぐいっと俺の腕をひっぱるスズラン。ぺったんこの胸が当たる。

「王子さまはぼくのことが愛いとおしいのだろう？」

　反対の腕をつかんで、ぎゅっとからだを寄せてくる姫宮。やっぱり胸が当たってる。

「どうなの、お兄ちゃん！」

　ぐいっと顔を寄せてくるスズラン。

「王子さま！」

　対抗するように頰ほおを近づけてくる姫宮。

「だ、だから、俺はみんなを平等にだな……」

　俺がへどもどしていると、スズランが、むう、と頰を膨らませた。

「そもそも、お兄ちゃんは女の子に甘すぎるよ」

「そのとおりだ。そういうのは優しさとは違う」

　……あ、あれ？

「お兄ちゃんがへたに優しくするから、みんな勘違いしちゃうんだよ」

「思わせぶりな態度はよくないと思う。はっきりしないといけないな」

　なんか矛先が俺に向いてるような……。

「お兄ちゃんは毅き然ぜんとした態度で一人の女の子を選ぶべきだよ。もちろん、スズを」

「王子さまは愛するたった一人を選ばなければダメだな。もちろん、ぼくのことを」

「……はあ」

「はあ、じゃないよ、お兄ちゃん。しっかりしてよ！」

「王子さまは素敵だが、優柔不断すぎるのが玉に瑕きずだ」

　えーっと、なんなんだろう、これは？

　どうして俺が怒られてるんだ？

　理不尽すぎじゃね？
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　その後も、俺はひとしきり罵ののしられた。なぜか途中から正座もさせられた。

　おかげで解放されたときには足がひどくしびれていた。

　びりびりする足をひきずりつつ、トイレへ向かう。

　俺を罵ることで意気投合したのか、二人はスズランのつくったお弁当をつつきあっている。仲よきことは美しき哉かな……ということにしておこう。ケンカをしないだけマシだ。

　一番近くにある男子トイレに入り、用をたす。

　外が明るいせいで目が慣れず、トイレの中がやけに暗く感じられた。

「なんだかなあ」

　洗面台に立ち、手を洗う。流れる水は生ぬるい。

　ついでなので、ばしゃばしゃと顔も洗った。気持ちよかった。

　不意に、

「だーれだ？」

　またもや、視界が閉ざされた。

　二度あることは三度あるの法則は健在か。

　麻ま乃のの親衛隊フアンクラブの連中に睨にらまれたときは、今後は背中に気をつけようと思ったのに、早くも背後をとられてしまったことはこの際、忘れよう。

　滑らかな手と……少しばかりハスキーな声……。

　背中になにやら柔らかな感触がある……。

　ありす、ではない。麻ま乃のも違う。スズランとも、姫ひめ宮みやとも異なる。

　それなら、今俺のうしろにいるのは誰だれだろう？

　鏡に注意を払っていなかったので、顔を見ていない。

　声の印象から判断して、相手は女子……だよな？　ちょっとハスキーだけど。

　以前、俺を襲った魔術師《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》……なわけないか。やっぱり声、違うし。

「……えーっと」

　記憶の底をほじくりかえすが、まったく思い当たらない。「だーれだ？」なんてするってことは、かなり親しい関係だろう。でも、ありすと麻乃ではないわけだし、スズランでも姫宮でもなければ、ちょっと思い浮かばない。

　ほかに仲のいい女子なんていないぞ、俺。

　ひょっとして──。

「あ、あのさ、ほかの誰かと勘違いしてない？」

　大いにありうる話だ。背格好の似ているべつの誰かと俺を間違えたのではないか。そうだとしたら、想像を絶する気まずい結末が訪れることだろう……。

「きみが三み柴しば直なお道みちくんでないのなら間違ったことになるわね」

　と、相手は答えた。

「……いや、間違ってない」

　彼女はちゃんと俺だとわかった上で「だーれだ？」と訊たずねているわけだ。

　うーん。なら、うしろの彼女は本当に誰なんだ？

　どうしよう、このまま思いだせないようでは彼女を傷つけてしまうかもしれない。

　だけど本当にわからないのだ。困ったな。

　……ん？　ちょっと待て。ここって男子トイレなんだけど？

　なんで女子が入ってるんだ？

「降参かしら？」

「あ、いや、えっと」

　俺があたふたしていると、

「ふふ」

　と、笑い声がして、視界を覆っていた手がはずされた。

　ゆっくりと、ふりかえってみる。

　そこには厚化粧をした男が立っていた。女性もののチャイナドレスを着ているが、どう見ても男だ。男だから男子トイレにいても問題はないだろうけど。

　高校生……ではない。女子と言うにはあまりにもおっさんすぎた。胸のふくらみはパッドを入れているのか、シリコンとかなのか。

　身長は俺よりも少し高いくらいだった。

　まあ、女装はそのひとの趣味なのだから、とやかくは言わないが……。

「…………ど、どちらさまで？」

　俺にはまったく見覚えのないひとだった。それとも、女装をしているから見覚えがないのか？　男の姿なら知っているひとなのだろうか？　そう思って、じっと見つめてみたが、やはり記憶にない。

「いやん、そんなに見つめられたら照れちゃうわん」

　俺の質問には答えず、男は恥ずかしそうに頰ほおを押さえた。

「えっと、どこかでお会いしましたっけ？」

「いいえ、初対面よ、三み柴しば直なお道みちくん」

「……はあ」

　初対面なら「だーれだ？」に答えられるわけないじゃないか。

　なんなんだ、このひと。

「あの、なにか用ですか？」

　俺は本当に間抜けだ。油断していた。もっと警戒すべきだった。

「もちろんよ、三柴直道くん」

　ハスキーな声で彼は言った。

　にやりと笑う。

「あたしは、きみの《凶戒原則ネメシスコア》をいただきにきたの」

　ぞくり、と鳥肌が立った。

　アレ、今、コノヒト、ナンテ言ッタ？

　ネメシスコア？

「油断大敵よ」

　男のこぶしが飛んでくる。

「うおっ!?」

　俺は反射的に、横に飛んでいた。肩から床に落下する。

　男のこぶしは洗面台の壁に備えつけられている鏡をとらえていた。バリンと砕ける音がして、破片が飛び散る。

「あらん、けっこう、いい反応じゃない。格闘技は素人って前情報だったのに」

　男はチャイナドレスのスリット部分をパッと払い、腰を落としてかまえた。

　やばい、やばい、やばい。

　今、避よけられたのはまぐれだ。ただのラッキーだ。二度目は無理だって。

　俺は慌てて起きあがり、なりふりかまわずに、トイレのドアに飛びついた。なんとかして逃げなければと思ったのだ。けれど、トイレのドアはびくともしなかった。

「なんでだよ！」

　いざというときに俺が飛びつくドアは開かないのばっかりだ。

　なんなんだよ、このパターンは！

「この空間だけ外界から隔離したのよ。逃げられないわ」

　だろうともよ！

　俺はふりかえった。

　男はかまえをといて、うふふ、と笑う。

　くそ、どうすりゃいい？

　いや、俺はへたになにかしないほうがいいのか。《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》が反応すれば、俺の危険を知らせることができる。

　でも、俺にはありすの助けを待つことしかできないのかよ？

「《千年魔女》の助けを期待しているのでしょう？」

　俺の心を読んだように男は言った。

「《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》の失態もこの業界では有名だし、あたしが同じ轍てつを踏むと思ってるの？」

「……ど、どうするつもりだ？」

「あらん、なんで手の内をきみに教えないといけないのかしら？」

　男がゆっくりとこちらに近づいてくる。俺はうしろにさがったけど、すぐにドアにぶつかってしまった。男はにたりと笑みを深める。

「んふ、きみってば写真で見るより、けっこういい男じゃない？」

「……そ、そりゃどうも」

「《凶戒原則ネメシスコア》をいただく前に、ちょーっと味見しちゃおうかしら」

　ひぃ。

「安心して。お姉さんが優しくしてあげるから」

　俺、なにげに貞操の危機まで迎えちゃってたりする？

　やばいぞ、これ。どうする、どうする、どうする？

　頭の中がぐちゃぐちゃで考えがまとまらない。

「さあ、いらっしゃい」

　男の腕が伸びてきた瞬間、

　ズガン、

　と、大きな衝撃が走った。

「んがっ!?」

　強く背中を押された感じ。

　男のほうはとっさによけたようだ。俺だけ床の上にすっ転ばされる。

「──つっ」

　急いで顔をあげると、トイレのドアが吹き飛ばされたのだとわかった。蝶ちよう番つがいからはずれた木製のドアは曇りガラスがわれて破片を散らせていた。

「何者!?」

　男が忌いま々いましげに叫んだ。

「ありす！」

　俺もそちらへ目をやった。幼なじみが助けにきてくれたのだと思ったからだ。

　けど、そこに立っていたのは、《千年魔女一条ありす》じゃなかった。

　スズランでも、麻ま乃のでも、姫ひめ宮みやでもない。

　蒼あお味みがかった銀色の髪をした少女だ。カラーコンタクトでも入れているのか、ウサギのように目が赤いのだけど、左目に黒い眼帯をしている。やけに暑そうな真っ黒いワンピースはゴスロリ服というやつだった。

「……だ、誰だれ？」

　いや、ちょっと待て。俺はこの子を見かけたことがあるぞ。

　そうだ、姫宮が俺の家の浴室に現れた日はいきなり雨がふったんだった。それで、学校帰りにありすと雨宿りをした際に、見かけたゴスロリ少女だ。

　それだけじゃない。

　俺はあのとき、こう思ったんじゃなかったか。

　このゴスロリ少女と以前にもどこかで会ったことがなかったっけ、と。

「頭をあげないでください」

　ゴスロリ少女は淡々とした口調で言った。俺のほうを見てはいなかったけど、たぶん、俺に言ったのだろうと理解した。

　彼女は、動きにくそうな格好をしているのに、とても機敏な動きで、男に向かって蹴けりをくりだす。それが男の顔面にクリーンヒットした。ゴッと鈍い音がする。

　けれど、

「はん、小娘の軽い蹴りであたしが倒れると思ってんの？」

　男はゴスロリ少女の細い足首をつかんでいた。片足を高くあげている状態なので、スカートがはらりとめくれていたけど、そんなの見てる場合じゃねえ。

　助けないと、と俺は思った。

　でも、俺がなにかするよりも、ゴスロリ少女の行動のほうがずっと速かった。

　つかまれていないほうの足もふりあげ、男の首に叩たたきこむ。

　しかも、二度連続で。

　どんな身体能力してんだ……。

「ぐっ」

　男がひるんでゴスロリ少女の足首をはなした。彼女は着地するや否や、バランスを立てなおし、流れるような動作で、男のあごにまわし蹴げりを叩たたきこんだ。

「がっ」

　男はぐらりと揺れる。

　ゴスロリ少女はそれを見逃さず、男に足払いを食らわせ、その場に倒した。

　どすん、と大きな音がした。

「す、すげえ」

　人間離れした動きだ。格ゲーのキャラクターみたい。

　俺が呆ぼう然ぜんとゴスロリ少女と、床の上でぶっ倒れているチャイナドレス男を見比べていると、

「逃げます」

　ゴスロリ少女が俺の手をつかんだ。

　不思議な手だった。柔らかいけれど、温かくはなく、かと言って麻ま乃ののようにひんやりともしていなくて、およそ体温というものが感じられない手だった。





　　　　○　　○






　彼女に手をひかれるまま学校を飛びだし、辿たどりついたのは近所の公園だった。すべり台とブランコと小さな砂場があるばかりのささやかな公園だ。日差しが強すぎるせいだろうか、遊んでいる子供は一人もいない。












　俺は膝ひざに手をついて息を整えた。

「……た、助かった」

　額の汗を拭ぬぐい、顔をあげる。

「ありがとう」

　ゴスロリ少女は、汗一つかいていなかった。息も切れていない。無表情のままひらひらしたスカートを手で払うだけ。

「礼には及びません」

　彼女は平べったい声で言った。

　あらためてゴスロリ少女を正面から見る。蒼あお味みがかった銀髪に、赤い瞳ひとみ、人形のようにつるりとした白い肌。ゴスロリワンピは暑くないのだろうか？　あと眼帯も。

「……えーっと、その」

　なにをどう訊きけばいいのか、よくわからない。さっきのチャイナドレス男によって外界から隔離された空間に現れたわけだから、この女の子も『普通』ではないんだろうけど。

　でも、敵でもないよな。

　助けてくれたわけだし。

「個体識別名をユエと言います。以後、お見知り置きを」

　俺の戸惑いを察したようにゴスロリ少女は自己紹介をした。

　……自己紹介、だよな、今の。

　個体識別名とか言ってたけど。なにそれ。堅苦しいと言うか、なんと言うか。

「ユエ、か。えっと、俺は三み柴しば直なお道みちって言うんだ」

「知っています」

「……あ、そう、なんだ」

　まあ、そうなのかも。

「えーっと、きみのこと、実は前に見かけたことがある……気がするんだけど」

「ユエはあなたを尾行していました。姿を見られたのはユエのミスです」

　無感動な調子でユエは言った。

「尾行？」

　おいおい、穏やかじゃないな。

「なんで俺を尾行してたんだ？　というか、きみは何者なんだ？」

「順番に説明しましょう。まずはユエが何者か、ということについて。三柴直道が言った『きみは何者なんだ？』という質問は、単純にユエの個体識別名を訊きいたものではなく、ユエがどのような立場にあって三柴直道を助けたのか、ということを意味しているのでしょう」

「……まあ、そうだ」

「ユエは『冥葬会ルナリア』より派遣された魔術人形です。『冥葬会ルナリア』についての説明は不要ですね？」

「ありす……《千年魔女》に、それとなく教えてもらったけど……ま、魔術人形？」

　なんだ、それは？

「概念として近いのはアンドロイドです」

「ア、アンドロイド!?」

「そうです」

　ユエはこくりと頷うなずいた。蒼あお味みがかった銀髪が揺れる。

「……きみは人間じゃないってこと？」

「そうです」

　にわかには信じがたい。見た目は普通の……いや、かなりかわいい女の子だ。ちょっと表情に変化が見られないけど、びっくりするくらいの美少女である。それが人間じゃなくてアンドロイドだって？

　唐突すぎて、ぴんとこない。俺を担ごうとしてるんじゃないのか？

「三み柴しば直なお道みちを担ごうとしているわけではありません」

「心が読めるのか!?」

「心を読む機能はありませんが、表情から類推することは可能です」

　どうも顔にでていたらしい。

「いや、いきなり言われてもさ、信じられないって言うか……」

「無理もありません。理解できます」

「俺にはきみが人間の女の子にしか見えない。たとえば、きみがアンドロイドであるっていう、なにか証拠とかあるのか？」

「証拠ですか。そうですね、ユエはしばしば電気羊の夢を見ます」

「……いや、それはべつになんの証明にもならないと思うのだが」

　そういうタイトルの小説あるけども。

「寝る前は羊の数を数えますし」

「アンドロイドって眠るのか？」

　あれって、もともと英語の「ＳＬＥＥＰ眠る」と「ＳＨＥＥＰ羊」をかけた自己暗示らしいから意味ないって話だけど。

「ユエの好物はジンギスカンです」

「食べちゃうんだ、羊」

　っていうか、アンドロイドって食事するんだ？

「羊よう羹かんも好きです」

「『羊』って入ってるだけでは？」

「好きなまんがは『黒執事』です」

「羊関係なくなってる！」

　響きが似てるだけのまるで別物になってる。

「冗談です」

「まあ、冗談だろうが」

　なんなのだろう、この子は。おもしろいやつなのか？

　でも、彼女はぴくりとも表情をかえない。アンドロイドだからなのか……。

「人工的につくりあげた魔力炉《倫壊法則トワイライトコア》をもとに稼働する有機生体ロボットを魔術人形と呼びます。まだ試験段階ではありますが、今回、ユエはある任務を遂行するために、こうして三み柴しば直なお道みちのところへ派遣されてきました」

「……ある任務って？」

「それはまだ言えません。機密事項ですから」

「あ、そう。じゃあ、さっきの男というか、女というか……とにかく、さっきのやつは何者なんだ？」

「彼は《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》という名の魔術師です。性別は男性です。あの格好は本人の趣味かと」

「ふーん」

「彼は、ユエや、《千年魔女》が所属する『冥葬会ルナリア』とはべつの一派『霊瞑会アニマ』に、半年前まで籍を置いていましたが、現在は脱会しており、独自に活動をしています」

「半年前……」

　それってつまり……。

「《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の脱会と、三柴直道の《凶戒原則ネメシスコア》の暴走との関係は証明されておりませんので、気にする必要はありませんよ」

　気にするなと言われても、あいつにはっきりと《凶戒原則ネメシスコア》を奪いにきたと宣言されたのだから、気にせずにはいられない。

　あいつこそ魔力炉を手に入れるために暴走しているのかもしれないじゃないか。

　……って、俺、いつの間にか魔術師とか魔術人形とか受け入れてるけど、どう考えてもおかしいよな。こんなのどう考えてもありえない。でも、俺は確かにおかしな事件に巻きこまれつづけているし……ああ、頭ん中がパンクしそうだ。

「とりあえず、次はなにをすればいい？」

　ひとまず目の前の問題から対処しよう。魔術人形だかアンドロイドだか知らないが、俺を助けてくれたわけだし、一応は信用していいのだろう。

「まずはここから脱出する必要があります」

「ここから？」

　よくわからないことを言う。俺たちは《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》が隔離した空間とやらから逃れてこの公園までやってきたのではないのか？

「ここはまだ、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》がつくった代理世界サイコソーシヤルの中です」

「え!?」

　俺はあたりを見まわした。そういえばさっきから俺たち以外誰だれもいない。

　セミの大合唱も、自動車やバイクの走る音も聞こえない。やけに静かだ。

　気づいてゾッとする。

　というか、今の今まで気づいていなかったなんて……。

　風がない。だから木々も揺れない。

　すべてが静止している。

「おいおいおい、実はまだピンチなんじゃ……」

「そのとおりです」

「そのとおりですって」

「というか、すでにきています」

　ユエは無表情のまま身構える。

　不意に、視界の中にシャボン玉が割りこんできた。

　……シャボン玉？　急にどういうことだ？

　風がないので動きはゆっくりしているけれど、いくつものシャボン玉が、ふわふわと空中に浮かんでいる。それらは日差しを受けて七色に光っていた。

「なんだこれ？」

　一番近くのやつに触れてみようとしたところ、

「いけません」

　ユエに足払いを食らって、俺はその場で尻しりもちをつく。

「いって！　なにを──」

　するんだ、と抗議の声をあげる前に、ユエが俺のからだに覆いかぶさってくる。

　しかし、ドキリとする暇もなかった。

　シャボン玉同士が触れあって爆発が起こったのだ。

　爆風がからだに叩たたきつけてくる。小石や砂が顔に当たる。

「くっ」

「怪け我がはありませんか、三み柴しば直なお道みち？」

　顔がとても近かった。眼帯をしていないほうの赤い瞳ひとみが俺を見据えている。

「と、とりあえずは」

　連鎖的な爆発がおさまると、ユエはむっくりとからだを起こした。舞いあがった砂ぼこりのせいで、真っ黒なゴスロリワンピースが汚れてしまっている。ユエはそれをパタパタと手ではたいた。

　彼女はとっさに動いて俺を守ってくれたのだ。

「今のはわざとはずしてあげたのよん」

　声がした。

　いつのまにか、チャイナ服姿の《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》が公園のまん中に立っている。さっき、あんなに強烈な蹴けりを受けてぶっ倒れたのに、やつはぴんぴんしているように見えた。超人か……。

　その手にはシャボン玉を膨らませるストローがあった。一見なんの変哲もないストローに見える。

　でも、あれが今のシャボン玉爆弾を生みだしたのだろうと思うと鳥肌が立った。

　ユエはまるで動じずに《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》と向きあう。

「計算のうちです。《凶戒原則ネメシスコア》の持ち主である三み柴しば直なお道みちを傷つけるのは、あなたも本意ではないでしょうから」

　それって、俺、人質みたいになってるじゃん。

　でも、そうか。《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》のときもそうだった。相手は俺に対して迂う闊かつな行動がとれないのか。俺が《凶戒原則ネメシスコア》を本当に持っているかどうかというのはこの際関係ない。相手がそう信じていることが重要だ。

「あんたに手加減をしてあげる必要はなさそうね」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》はユエを睨にらみつけた。アイシャドウをベタベタ塗りたくった目が細められる。

「あんた、何者？　『冥葬会ルナリア』の魔術師なの？」

「三柴直道、あなたはユエのうしろにさがって──」

　ユエが言いかけている途中で、俺はユエのまん前に立った。

「なにをしているのです、三柴直道？」

　うしろからユエの淡々とした声が聞こえる。

「あいつは俺には手だしできないんだろ？　なら俺が盾になる。そのうちに、なんとかあいつを──」

「不要です」

「のわっ!?」

　ユエはうしろからひざをかっくんと折り曲げさせ、俺を地面にひき倒す。そうしてから、ユエは顔色一つ変えずに、ひらひらしたゴスロリスカートをたくしあげた。

　あまりにも突然すぎて、俺は目をそらすことも忘れてしまった。

　スカートの下に彼女は二丁の拳けん銃じゆうを隠していたのだ。

　あと、パンツも黒だった。

　どうでもいいけど。

　ユエは素早く拳銃をとりだし、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》に向ける。

　そして躊躇ためらうことなく引ひき鉄がねをひいた。

　対抗するように、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》もストローをくわえて、横っ飛びになりながらシャボン玉を吹いた。

　ドカン、ドカン、ドカン、と弾丸とシャボン玉がぶつかりあって爆発が起こる。

　そのせいで、砂場の砂が噴水のように巻きあがった。

　ユエはその中へと飛びだしていく。早くも弾が切れたのか、片方の銃を《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》めがけて投げ捨てる。

「あらあら、自殺志願者なのかしらん？」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》がシャボン玉のストローを再びくわえた。

　やばい、と思った。

　あれじゃ、もろにシャボン玉爆弾を食らってしまう！

　あんなに近距離では、ぜんぶは撃ち落とせないはずだ。

「ユエ！」

　シャボン玉が吹きだされる。

　同時に、ユエは砂をまき散らしていた。

　砂と触れあいシャボン玉が爆発する。

　そうか、今しがた砂場の砂が巻きあがったときに、ひとつかみしていたのか。銃を投げ捨てたのは砂をつかむためだ。弾丸よりも砂のほうが効率がいい。

　そう理解したときには、ユエは《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》に肉薄していた。

「くっ」

　やつの顔も歪ゆがむ。

　あらたなシャボン玉を生みだす前に、ユエがくりだした素早い蹴けりが《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の顔面をとらえる。

「──かっ」

　けれど、ぐらりと揺れはしたが倒れない。やつはその場で踏みとどまった。

「倒れたほうが賢明でしたのに」

　ユエの猛攻はとまらない。連続的に蹴りをはなち、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》を圧倒する。まるで疲れのようなものが感じられない。

　アンドロイド、だからか。

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は防戦一方だ。反撃できずに両腕で顔とボディを守っている。

「おとなしく投降するなら、ここでやめてあげます」

　ユエの言葉に、

「ふ、ふざけるなよ、小娘がっ！」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は吐き捨てるように言った。

　同時にユエがくりだす強烈な蹴けりを腹部に受ける。ボキリと嫌な音がした。肋ろつ骨こつあたりが折れた音だ。それでも《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は、ユエに覆いかぶさった。さすがのユエも体重差には勝てず、競り負けてその場に倒れる。

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》はユエの上に馬乗りになった。

「マウントポジションだ。そのかわいらしい顔をぐちゃぐちゃにしてやんよ！」

　もう口調もおネエ口調じゃなくなってるし！

　つーか、やばい。これ、絶体絶命ってやつじゃないか！

「ユエ！」

　飛びだそうとしたけど圧倒的に遅い。間にあわない。いくらなんでも、あの体勢でボコボコに殴られたらただじゃすまないだろ。アンドロイドだか、魔術人形だかでも、無事ですむはずない。助けないといけない。俺が盾の役割を果たさないといけない。

　それなのに！

　俺の一歩は決定的に遅れた。

「ユエ！」

　もう一度叫ぶ──と、そのとき。

「《蝶々発止Iron Butterfly》──抜刀Slash」

　ユエに馬乗りになり、こぶしをふりあげていた《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》めがけて、巨大な剣がふるわれる。

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の反応も素早かった。

　一瞬で危険を察知し、ユエの上から飛びのいて、剣をかわす。

「ありす！」

　ユエのそばに、くの一コスをしたありすの姿があった。うしろで束ねた三つ編みが、ひょこ、ひょことしっぽのように揺れている。

「ちっ、《千年魔女》か」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は脇わき腹ばらを押さえて顔を歪ゆがめる。

「わたくしたちもいましてよ！」

　声がして、俺はそちらを見やった。

「……って、なんだありゃ？」

　地面にちょうどマンホールくらいの穴があいていた。たぶん、この空間に侵入するためにこじあけたものだろう。そこから麻ま乃のとスズランと姫ひめ宮みやが顔をだしているのだけれど、一度に三人が外へでようとしたせいか、途中で詰まってしまっている。

「王子さま、助けにきたぞ！」

　姫ひめ宮みやが勇ましく言ってくれたが、わりと間抜けな光景である。薄桃色の髪がぴこんぴこんとはねている。

　あと、お姫さまに助けられる王子って……。

　譲りあいの精神の欠片かけらもない三人は、われ先に穴から脱出しようとして、余計に抜けでられなくなる。もがもがとその場でもがいていた。

「うにぃ、スズの活躍の場がなくなっちゃう」

　なにやってんだよ……。

「あの役立たず三人衆はほっとくとして」

　ありすは《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》に剣の切っ先を突きつけた。

「あんた、『霊瞑会アニマ』の魔術師《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》ね。チャイナ服の女装魔術師って聞いたことあるわ」

「ふふ、元、だけどね」

　脇わき腹ばらを押さえたままやつは笑う。

「かの《千年魔女》にお見知りいただけて光栄だわ」

「ふん、あたしの幼なじみに手をだしたんだから、覚悟はできてるんでしょうね」

　ありすは剣をかまえて腰を落とした。ざり、と小石が音を立てる。

「ぎったんぎったんにしてあげるわ」

　ありすは、ズダン、と大きく一歩を踏みこんだ。すると足もとで炎の蝶ちようが小さな爆発を起こした。それを推進力にして、ありすは《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》のもとへ飛びこんでいく。

「でやああああああああっ！」

　対する《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》はうしろへ大きく跳躍した。

　ありすの長剣がまたしても、空くうを切る。

「逃げるの？」

「あんたと真正面からやりあう気はないわ。勝てるわけがないもの」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は俺に視線を移す。

「またね、直なお道みちくん」

　俺に向けて投げキッスを寄こした。

　刹せつ那な、

「逃がしません」

　一度は《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》に倒されたユエが、やつの背後にまわりこんでいた。

「な!?」

　ユエの蹴けりが、ひゅん、と風を切る。

　華麗な足技がきまり、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》はその場に倒れた。

　気絶したらしい。ぐったりとその場で伸びている。

　それを確認して、俺はホッと安あん堵どの息をついた。

　どうやら、これで一件落着のようだ──なんて思ったのも束つかの間ま。

「で、あんた何者？」

　ありすは、今度はユエに剣の切っ先を向ける。ふわりと陽炎かげろうのように炎の蝶ちようたちが舞いあがった。

　スズランや麻ま乃の、姫ひめ宮みやもつっかえていた穴から抜けだし、ユエを囲むようにしてそれぞれの武器を向けていた。

「うわあああ、やめろ、やめろ！」

　俺はカゴメカゴメ状態の中に突入し、ユエを庇かばうようにして彼女の前に立った。

「こいつは俺を助けてくれたんだよ。ユエがいなければ今ごろ、どうなってたかわからないくらいだ。言ってみれば命の恩人みたいなものだ。だから武器をおろせ！　つーか、おまえら物騒すぎる！」

　俺の言葉を受け、みんなはゆっくりと武器をおろした。

　まったくおそろしいやつらだ。

「口添えに感謝します、三み柴しば直なお道みち」

　ユエの口調は相変わらず淡々としている。表情にもまるで変化はなかった。

　まあ、アンドロイドとかってそういうものなのかもしれないけど。

「で、その子誰だれなわけ？」

　ありすが言った。

「もしかして、お兄ちゃんの新しい妹!?」

　スズランがわけのわからないことを言って一人でパニクっている。

「うにぃ、ひどいよ、お兄ちゃん！」

「なにがどうひどいと言うんだ」

「ただでさえ、新ヒロイン登場のたびにスズの立ち位置が追いやられているのに、新しい妹を投入して、スズのこと旧妹として退場させる気なんでしょ！」

「意味不明な被害妄想はやめろ」

「お兄ちゃんはスズのからだだけが目当てだったんだね！」

「人聞きの悪いこと言わんでくれ！」

「飽きたらポイなんだ！」

「だから、やめろ！」

「あんなに誠心誠意つくしたのに」

　ううぅ、とスズランは顔を覆った。

「ユエ、頼む。この場をとりなしてくれ」

　期待をこめてふりかえる。

　ユエはこくりと頷うなずいた。

「ユエは三み柴しば直なお道みちの新妹です」

「噓うそをつくな、噓を！　なんで乗っかってるんだよ！」

「いえ、つい」

　すると、ユエの噓を真に受けたらしいスズランがぱたりと倒れる。

　俺は慌ててスズランを抱き起こした。

「お、おい、スズ。しっかりしろ、今のは噓だから」

「……お兄ちゃん、おわかれ、だね」

　震える手でスズランは俺の頰ほおに触れた。

「もう、目が、かすんで、見え、ないの……」

「いやいやいや」

　なに、いきなり最終回で死んじゃうキャラみたいな感じになってるの？

「スズ、今まで、楽しかったよ。スズが、いなく、なっても、みんな、仲よく……ね」

　そこまで言って、スズランの手がぱふんと地面に落ちる。

「いや、だから、ユエは俺の妹じゃないって」

　それを言うならスズランだって妹じゃないし。

　あと、おまえらが仲よくしているところをそもそも見たことないぞ。

「今の寸劇はどうでもいいんだけど、実際、あんた何者なの？」

　ありすが仕切りなおして、ユエに訊たずねた。

　ユエは赤い瞳ひとみでありすを見つめかえす。

「お初にお目にかかります、《千年魔女》。ユエは『冥葬会ルナリア』より派遣されてきた魔術人形です。個体識別名をユエと言います」

「ま、魔術人形ですって？」

　ありすが大きな声をあげる。

「うわさで聞いたことはあるけど、《倫壊法則トワイライトコア》には欠陥も多いって話だったし、まさか実用化されていたなんて……」

　俺のとはちょっと種類が違うけれど、ありすもずいぶんと驚いているようだ。

「それってなんですの？」

　麻ま乃のがぽつりと疑問を口にしたので、

「アンドロイドみたいなものらしい」

　と、俺は答えた。

「アンドロイド？　面めん妖ような」

　俺からすれば麻ま乃のだって十分に面めん妖ような存在だけどな。

　あと、麻乃も巫み女こさんの衣装のままだった。氷の日本刀というオプションが似合いすぎている。

「その魔術人形がいったい、なんの用なのよ？」

　ありすがユエに詰め寄った。

　詰め寄られたほうのユエはあくまでも冷静に答える。

「上層部の意向により派遣された、としか言えません」

「なにそれ？　あたし、聞いてないわ」

「当然です。あなたにはなにも知らせていませんから。これは機密事項トツプシークレツトなのです。たとえ、《千年魔女》といえども、任務内容をお伝えすることはできません」

　ユエは淡々と無表情でありすに告げる。

　べつにそのつもりはないのかもしれないけど、ちょっと角の立つ言い方だった。

　ありすがむっとしているのがわかる。

　ユエには、そのへんの機微を感じとることができないのか……。

「つきましては」

　不意に、ユエが俺のほうへ視線を向ける。

　眼帯をしていないほうの赤い瞳ひとみが俺をとらえた。

「しばらくのあいだ、三み柴しば家にお世話になることになりました」

「え？」

　なることになりましたって……。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　にこりともせずにユエは言い、ぺこりと頭をさげた。

　それはそれはキレイな角度のお辞儀であった。

　まるで人間じゃないみたいにぴっしりしている。

　ああ、そうか。

　この子、人間じゃないんだった。





She is a Rebel Part1is closed.







第６話　美少女Ｘ（後篇）




　承諾した覚えもないのに、ユエがわが家に居候をはじめて二日がすぎた。

　ということはつまり、俺の数学の補習も終わったということだ。

　補習及び追々試を受けたのは俺一人なので、終了と同時に目の前で採点される。

　そのドキドキ感といったらなかった。

　結果的に言えば、なんとか乗り切ることができた。

　というのが、ついさっきのこと。解放感でいっぱいだ。

　ようやく俺の夏休みもはじまった、という感じである。

　ユエが《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》を倒し、代理世界サイコソーシヤルなる空間から脱出してすぐに、ありすは『冥葬会ルナリア』に電話をかけて、ユエの任務とやらについて確認した。

　けれど、その内容を教えてもらうことはできなかったみたいだ。それどころか、ユエに全面的に協力するように言い渡されたらしく、ありすはたいへんご立腹である。

　ちなみに、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は『冥葬会ルナリア』の施設に移送された。あいつとは二度と会いたくない。

　まあ、この二日間はありすがプチ不機嫌であったことを除けば、おおむね平和だったと言っていいだろう。

　ユエも、これといって大きな問題は起こしていない。

　人工魔力炉《倫壊法則トワイライトコア》によって稼働している魔術人形──個体識別名ユエ。

　なんとも不思議な少女だ。任務の内容はよくわからないが、四六時中、俺を見張っていなければならない、というわけでもないらしい。ただ、たまに、ふと視線を感じてふりかえると、物陰から俺のことをじーっと見つめていたりする。夜とかだと、けっこう怖い。なにせ、ユエはずっと黒系のゴスロリ服を着ているものだから暗がりだと闇やみに紛れてしまってわかりにくいのだ。気配もないし。

　赤い一つ目だけが闇に浮かんでいるっていうのはちょっと不気味だ。

　それはまあどうでもいいのだが、いや、じっと見られているのはよくはないのだけど、それはそれとして、彼女の任務っていうのは、いったい、なんなのだろう？

　俺の護衛というのとも、ちょっと違うみたいなのだが……。





　　　　○　　○






　音がしないように、そーっと玄関のドアをあける。

「よし、誰だれも……」

「おかえりなさい」

　いなくなかった。

　玄関マットの上でユエが正座をしている。蒼あお味みがかった銀髪、赤い瞳ひとみに左側だけ黒の眼帯。そして季節感のない真っ黒なゴスロリワンピースを着ている。

「た、ただいま……って、ずっとそこで待ってたの？」

「はい」

　いつから正座していたのだろう？

「足痺しびれないの？」

「平気です」

　そうか、アンドロイドだもんな。

「それよりも、三み柴しば直なお道みち」

　平べったい口調で彼女は俺に呼びかけた。

「ん？」

「ごはんにしますか？　お風ふ呂ろにしますか？　それとも、ワ・カ・バ・ヤ・シ？」

「ワカバヤシって誰だれだ！」

「一例をあげるのでしたら『キャプテン翼』に登場するゴールキーパーの名前です」

　表情一つかえずに彼女は説明する。

「食事か風呂かゴールキーパーという選択肢が斬ざん新しんすぎる」

　ＰＫ勝負でもすればいいのかな？

「追々試はいかがでしたか？」

「なんとかなったよ」

「それはよかったですね」

　にこりともせずにユエは言った。

「まあね。やっと俺にも夏休みが訪れた」

　靴を脱いであがり、ずんずんと廊下を歩く。すぐ横を、てけてけとユエがついてきた。

「……えっと、なに？」

　彼女のつむじに向けて問いかける。

「三柴直道はどこにいくのかと思いまして」

「汗かいたからシャワーでも浴びようと思って」

「わかりました。お供します」

「しなくていいよ！」

　むしろ、しないでくれ！

　俺はユエをふりきるようにして脱衣所の扉をあけた。

「おかえり、王子さま」

　そこには姫ひめ宮みやの姿があった。真っ白なワンピースを着ている。以前、小学校に呼びだされたときに着ていたドレスに少し似ているか。地毛とはいえ薄桃色の髪は派手だからシンプルなものがとてもよく似合う。というか、シンプルなほうが姫宮自身をひき立たせるって感じだ。

　って、そういうことではなく。

「なんでいる!?」

　姫宮人にん魚ぎよは現在、学校の近くで一人暮らしをしている。家にいったことはないが、女性単身者向けのいいところらしい。

「ふっ、愚問だな。ピッキング以外になにがある？」

「犯罪行為を偉そうに報告するなよ」

「魔術結界を突破するよりも簡単だ」

「だから自慢げに言うなって」

　姫宮は拗すねたようにくちびるをとがらせた。

「だって、王子さまはあまりぼくにかまってくれないのだから、仕様がないではないか」

　ぴっと指を伸ばしてきて、俺のワイシャツをつまむ。

「ちょっとでも、一緒にいたいのだ。乙女心というやつだ」

　うわあ、なんか異様にかわいかったぞ、今。思わずきゅんとした。

　だがしかし。

「ピッキングはアウトだからな。乙女心でカギあけられつづけたら、たまったもんじゃないからな」

「ちっ」

「今、舌打ちしたな！」

「なんのことかわからないな。言いがかりはよしてくれたまえ」

　油断も隙すきもないやつである。

「というか、ユエは姫宮が入ってきたのに気づかなかったのか？」

　横で直立しているユエに訊たずねる。ユエは無感動な目で俺を見あげた。

「気づきませんでした。さすがは《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》です」

　そうであろう、と姫宮は胸をそらせる。

　俺は深くため息をついた。家の外からセミの鳴き声が聞こえてくる。

「そういや、スズはどうした？　麻ま乃のも家にいるはずだけど？」

　スズランは家事全般をこなすスーパー妹として常に家を守ってくれているし、麻乃も今日は家にいるはずだ。うぬぼれているわけではないが、俺が帰ってきたら姿を現しそうなものである。

「お二人ともぐっすりお休みでしたよ？」

　と、ユエが教えてくれた。

「え、寝てるのか？」

　麻ま乃のは暑いのが苦手とこぼしていたので、涼しいところで休んでいるのはわかるけど、スズランはスーパー妹だから、この時間ならきびきびと家事をこなしていそうなものだ。

　どうしたんだろう、夏バテか？

「体調不良とかじゃないよな？　だいじょうぶかな？」

「案ずるな、王子さま。二人を眠らせたのはこのぼくだ」

「え、どうやって？」

「ふっ、愚問だな。睡眠薬を盛ったに決まっている」

「またか！　それも犯罪だぞ！　誇らしげに言うな！　っていうか、あの二人はだいじょうぶなのか？」

　睡眠薬を過剰に摂取して死亡、とか聞く話じゃないか。

「ユエが見たところ、とくに異常はありませんでした。あと、二、三時間眠れば自然と目覚めるのではないかと思われます」

「そうか」

　ユエの言葉を聞いて、ホッと胸をなでおろす。

「実はユエくんにも盛ったのだがな、どうも効果がないらしい」

　悪びれもせずに姫ひめ宮みやは言う。

「魔術人形ユエに薬物は効きません」

　ユエのほうも淡々と答えた。

「なんだ、せっかく王子さまと二人きりになるチャンスだったのに」

　二人きりになっていたらなにをされていただろうかと想像するとけっこう怖い。

「まあ、もういいや。俺、汗かいたからシャワー浴びたいんだ」

「みなまで言わずともわかっている。背中を流せばよいのだな？」

　姫宮がワンピースの背中に手をかけた。

「待て待て待て、なに脱ごうとしてる!?」

「しかし、このままでは濡ぬれてしまうではないか」

「俺一人で入るから、でていってくれと言っているんだよ」

「遠慮することはない」

「遠慮してくれと言ってるんだ！」

　すると、ユエがぽんと姫宮の華きや奢しやな肩に手を置いた。

「どうぞご安心ください。なにを隠そう、ユエの左目はカメラになっているのです」

　そう言って、ユエは黒い眼帯に手をかけた。

「そんな重要な設定をこんなくだらない場面であっさりと……」

　するりと眼帯をはずすと、ユエの左目には小さな魔法陣のようなものが刻まれており、その中心に『』という刻印があった。頭のところから一対の翼が生えている杖つえに二匹のヘビがからみついているやつだ。洋画とか見ていると救急車とかに描かいてあったりする。

「なにそれ？」

「ヘルメスの杖ケーリユケイオンです」

「ケーリュ……なに？」

「ギリシア神話に登場する伝令の神ヘルメスが持っている杖です。しばしば、医療機関の象徴として使われるマークですね。ユエの左目は映像を記録すると同時にリアルタイム配信も可能なのです」

「ああ、なるほど、伝令の神ね。映像を送信できるからか」

　単にカッコいいからなんとなく、ってわけでもなく意味があることなのか。

「まあ、ユエの開発者がカッコいいからなんとなく入れただけだと思いますが。ウロボロスにするかどうか真剣に悩んだものの先例があるとかで断念したと聞いています」

「……あ、そう」

「もちろん、録画も可能です。なので、ユエが三み柴しば直なお道みちのシャワーシーンをあますことなく、姫ひめ宮みや人にん魚ぎよにお届けすることをお約束できます」

「あなたは天使のようなひとだ」

　姫宮がユエの手をがしっとつかんだ。

「ぜひ、よろしく頼んだ」

　俺は右手で姫宮のおでこを、左手でユエのおでこをでこぴんしてやる。

「俺のシャワーシーンなんて誰だれ得とくだよ」

「ぼく得だ！」

「というか盗撮も犯罪行為だ！」

「ちょっとくらいいいじゃないか、ケチ！」

　とかなんとか騒いでいる姫宮とユエをその場から追いだし、俺はなんとかシャワーを浴びた。まったく、危険なやつらである。

　汗を流してすっきりし、着替えてリビングにいくと、姫宮はふてくされた顔でアイスクリームを食べていた。リビングのソファではスズランと麻ま乃のがすぴーすぴーと眠りこけている。スズランは「女未」と書かれた謎なぞのＴシャツを着ており、麻乃はスキニージーンズにドットの入ったシャツを着て、髪の毛は左右でざっくりと三つ編みにしていた。並んで寝ていると仲のいい姉妹に見えないこともない。

「ユエは？」

「……定時連絡がどうとか言って二階にいった」

「そっか」

　任務のことで『冥葬会ルナリア』に報告しているのだろう。

　なんの任務なのかはさっぱりだが。

「俺、昼飯つくるけど、姫ひめ宮みやも食ってくか？」

「王子さまがつくるのか？」

「まあ、スズがあれじゃな」

　ソファの上でおへそをだして眠っている。風邪ひかないようにおなかを隠してやった。

　それから一度リビングをでる。階段の下から二階のユエに向けて「昼飯いるか？」と訊たずねてみた。返事はなかった。まあ、食べたければ自分で用意するだろう。

　アンドロイドでも一応食事はするみたいだ。おいしいとか、そういう感想はこの二日間で一度も聞いていないけど。ジンギスカンが好物とか言っていたけど、あれは冗談だったのだろう。アンドロイドには好みなんかないのかもしれない。

　キッチンに戻り、冷蔵庫をあける。そこは異次元空間ではなく、ちゃんと普通に冷蔵庫の中だった。材料をとりだしていると、姫宮がてこてこと俺のそばまでやってきた。にゅっと顔を突きだし、俺の手もとを覗のぞきこむ。

「なにをつくるんだ？」

「キムチ納豆うどん」












「それ、おいしいのか？」

　姫ひめ宮みやは疑わしそうな目で俺を見た。

「庶民の味だからお姫さまの口にあうかどうかはわからんけど」

　幼少期から両親が不在がちだったため、俺はそこそこ料理のできるお子であった。キムチ納豆うどんは小学生のころに覚えた料理だ。茹ゆでたうどんに市販のキムチと納豆、生たまごを落として、めんつゆをかけるだけのお手軽料理である。うどんの茹で時間こみにして五分くらいでできる。なんとなく夏バテ防止になりそうな気がする料理でもある。

　俺が用意をしているあいだに、姫宮がコップに麦茶を注いでくれた。

「ほれ、食べてみ」

　姫宮の前にどんぶりを置く。

　姫宮は「いただきます」と言って、箸はしでぎこちなくうどんをすすった。

「あ、おいしい」

「それはよかった」

　自分がつくった料理をおいしいと言ってもらえるのはやはり嬉うれしいものだ。

「つくった甲か斐いがあったよ」

　姫宮に笑いかける。

　すると、どういうわけか姫宮はぶすっとした表情になってしまった。

「え、あれ？　どうかした？　キムチ辛かったか？」

　姫宮はずびずびとうどんをすすっている。

「辛くない」

「……じゃあ、どうしたんだよ？」

　ずびずび、ずびずび。姫宮はますます仏頂面になった。部屋の中はクーラーの低い稼働音と、うどんをすする音ばかりになる。しばらくしてから、姫宮はぽつりと言った。

「王子さまはそうやって、いろんな女の子に笑いかけるのだな」

「はあ？」

　急になにを言いだすのだ。

「そんなことしてないって」

「ふん、それが王子さまの手なのだな。わかっているのだ」

「ひとをナンパ師みたいに言うなよ、人聞きの悪い」

　俺がモテるわけないじゃないか。自慢じゃないが彼女なんて今までできたことないんだぞ、俺は。女の子に「へえ、三み柴しばくんって手大きいんだね」とか言われて「ちょっとくらべっこしようよ」なんつって手のひらを重ねあうとか、そういうのを妄想しているレベルだぞ。

　ずびずび、ずびずび。

　姫ひめ宮みやはうどんをすすり、

「ぼくだけに笑いかけてくれたらいいのに」

　そんなことを言った。

　俺のほうを見ずに、うどんを睨にらみつけるみたいにして。

「……姫宮」

「なんでも聞いてくれると言ったな」

　姫宮は箸を置いた。そのまま正面に座る俺に手を伸ばしてくる。

　そして俺の手をとった。というか、指をからませてきた。

　手大きいね、とかそんなの一足飛びだったので俺は慌てる。

　姫宮の指は細くてすべすべしていた。

「ひ、姫宮？」

　でも、それはひどくぎこちない動作だった。

　まるで俺に拒否されるのをおそれるような。さぐるような。

　それがわかって、姫宮の手をふり払えなかった。

「……王子さま」

　姫宮が上目づかいに俺を見る。その頰ほおが薄く紅潮している。

　ばくん、と心臓が高鳴った。なんかやばい、と俺は思った。

　今、スズランと麻ま乃のは眠っている。ユエも二階にあがったきり、おりてこない。

「……どうしてぼくだけ、人にん魚ぎよと下の名前で呼んでくれないのだ？」

「え、あ、いや……」

「ぼくも人魚と呼ばれたい」

「……えっと」

「呼ばれたい！」

　姫宮は頑かたくなな調子で主張した。クーラーがきいていて、涼しいはずなのになんだかやけに暑い。俺はごくりと唾つばを飲みこむ。

「……に、人魚」

　こんなのキムチ納豆うどんを食べてるときの状況じゃない。

　っていうか、俺、今キムチ納豆くさいだろ。

「王子、さま」

　姫宮──人魚がテーブル越しに身を乗りだしてくる。

「……え、あの……人魚？」

　やばい。よくわからないけど、とてもまずい。流されてはいけない。そう思ったのにからだが動いてくれない。どうしよう……と思った、そのときだった。

「あ！」

　急に人にん魚ぎよが声をあげた。

「え、なに、どうした？」

　いきなりだったので正直、びっくりした。何事だ？

「し、しまった」

「なにが？」

「コップを間違えた」

「コップ？」

　そこまで言って、人魚は突然、くてっとテーブルにつっぷす。

「お、おい、人魚？　どうしたんだ？　おいってば！」

　席を立ち、慌てて人魚のほうにまわりこむ。

　人魚は──すぴすぴと寝息を立てていた。

「寝てるのかよ！」

　なんでいきなりと考え、ふと気づく。直前のコップを間違えたというセリフ。つまり、人魚は俺に睡眠薬を飲ませようとしたに違いないのだ。

「おまえ、俺を寝かせてなにするつもりだったんだよ……」

　怖すぎる。犯罪の香りがする。今後は、人魚からだされたものは食べたり飲んだりしないようにしよう。そう心に誓った。




　キムチと納豆のにおいが部屋に充満しないように流しでどんぶりを洗い、それから二階にあがった。ユエには両親の寝室を貸している。半ば物置と化していた部屋だし、ずっと居候するわけでもないみたいだからいいだろう。

　部屋のドアが薄く開いていて、中からユエの声がした。

「現在、魔術師アウトキヤスト、覚醒者スリープウオーカー、雪女スノーホワイト、乙姫マーメイドの四人が三み柴しば直なお道みちに接触しています」

　なんだか、前にもこんなことあったな、と思った。

　ああ、そうだ。スズランが『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』の幹部とカエルの置物をとおして交信しているのをちらっと見てしまったのだった。

「予想どおり、昨年の一二月三一日を起点に物語が進行しているようです」

　ちらりと隙すき間まからユエの姿を確認する。ここからだとうしろ姿しか見えなかった。

　真っ黒のゴスロリ服に蒼あお味みがかった銀髪が映える。

　盗み聞きなんて褒められたものではないけど、でも、ユエの任務のことが少しわかるかもしれないと思って俺は耳をそばだてた。

「はい、たいへん厄介だと思われます。三柴直道をはじめ、彼女たちにも自覚症状が見られません」

　自覚症状？　なんのことだろう？

　スズランのときはカエルの置物をとおして向こうの声も聞こえたのだけど、今はユエの声しかしなかった。うしろ姿から察するにユエはなんらかの端末機器をとおして相手と通信しているようだ。機密事項だけあって音量を絞っているのかもしれない。

「はい、ユエはひきつづき、任務を継続します」

　ん、どうやら通信が終わりそうだ。

　こうしちゃいられない。ユエに気づかれる前に家をでないと……。

　俺は足音を殺して、そっとその場からはなれた。





　　　　○　　○






「あ、直なお道みち、こっちこっち！」

　待ちあわせ場所にしていたショッピングモールに辿たどりつくと、入口のところにありすの姿があった。シュシュをつけた左手をあげて俺を呼んでいる。

　生まれつき色素の薄い、ふわふわの髪。ぱっちりとした大きな目。すっきりとした鼻び梁りようと、桜色のくちびる。白いキャミソールにジーンズをカットしたショートパンツというアクティブな格好をしていた。健康的な太ももが眩まぶしい。その右側には、ちょっと大きめの絆ばん創そう膏こうが貼はられている。俺とありすをつなぐ《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》が隠されているのだ。

「悪い悪い、待ったか？」

「そんなでもない。それよりも、ちゃんと一人でしょうね」

　ありすはキョロキョロとあたりを見まわした。

「一人だって」

　ほかのやつらは今ごろ、家で爆睡していることだろう。

　そういえば、最近はなんやかやと誰だれかしらがいたから、ありすと二人きりでゆっくり過ごすというのも久しぶりな気がする。

「しっかし、暑いな」

「ほんと。細ささめ雪ゆき麻ま乃のでなくてもとけそうだわ」

「同意」

　立ってるだけで、じわじわと汗ばんでくる。女のひとは日傘を差しているひとが多い。表情はげんなりとしていた。元気なのは子供くらいだ。というか、やけに騒がしい。なんだろうと思ってそちらに目をやったら、夏季限定イベントのお化け屋敷がモールの四階にオープンしたというポスターが貼ってあった。おどろおどろしいイラストを見て、小学生たちがはしゃいでいる。

　俺的にもちょっと気になる。おもしろそうだ。




『今日で補習最後でしょ？』

　と、電話があったのは今朝のことだった。スズランに叩たたき起こされ、朝食を食べ終え、着替えているところだった。

「一応」

　ワイシャツに袖そでをとおしながら俺は答えた。

『じゃあ、終わったら暇よね？』

「暇という言い方には賛同しかねるが、まあ、用事はない」

　伝え聞くところによると、夏休みの宿題などというものもあるにはあるらしいのだが、そんなものは後半戦に入ってからやればいいのだ。俺が敬愛する藤ふじ子こ不ふ二じ雄お先生だって言っていた。「明日にのばせることを、今日するな」と。

『だったらさ、午後、ちょっと買い物につきあってよ』

「なんだよ、また荷物持ちかよ？」

　たまにありすの買い物につきあわされて、荷物持ちをさせられることがあった。一いち条じよう家には南みなみ奈な美みさんというリアルメイドさん（お嬢さま命）がいるのだから、あのひとに頼めば車をだしてくれると思うのだけど、ありすはどうしてだか俺に荷物持ちをさせたがる。

『べ、べつにいいじゃない。用事ないんでしょ？』

「まあ、そうだけど」

『じゃ、決まりね。言っとくけど一人できてよね』

「一人で？」

『一人で！』

「……はあ」

　とか、なんとか、そんなようなやりとりがあって、俺はありすの買い物につきあうことになったのである。




　モール内は冷房がいい感じにきいていて涼しかった。夏休みなのでひとが多い。

　ありすは迷うことなく進んでいく。俺はありすのうしろにくっついていった。

　そうして、お目当てだったらしい店に辿たどりついた。

　その店を確認した瞬間、俺はその場でフリーズする。

　たとえば、ラブコメまんがや、ラノベを読んでいると、主人公がヒロインの下着や水着の購入につきあうというイベントが不自然に挿入されることがある。俺はそういうのを読むたびに思っていたのだ。はいはい、こんなん現実に起こるわけないだろ、と。

　思っていたのに……。

「どしたの、直なお道みち？」

「どしたの、じゃないよ。ここ、水着ショップじゃないか」

　ショッピングモールの中にある女性水着のセレクトショップであった。スポーツ用品店にある競泳用とかのではなく、やたらとかわいらしい水着がたくさん並んでいる。おしゃれピープルたちが集う場所だ。魂のステージが低い俺などが、おいそれと入っていい場所ではない。

「そうだけど？」

　それがなにか、って感じでありすは首を傾かしげた。キャラメル色の髪がふわりと揺れる。

「ここって男子は立ち入り禁止じゃないのか？」

「そんなのどこにも書いてないわよ」

「いや、でも……」

「入口で立ちどまってるほうが不審でしょうがっ！」

　ありすは俺の手をとり、ずんずんと店の中に足を踏み入れていった。

　常夏っぽい飾りつけがなされている店内にはＢＧＭでウクレレと波の音が響いている。セールと書かれたポスターが貼はってあって、売り場にはけっこうたくさんの女のひとがいた。彼氏と一緒に選んでいるひとの姿もちらほら見かける。

　確かに男子禁制ではないようだけど……。

「俺、本屋で待ってるからさ、あとで待ちあわせないか？」

「そんなのダメよ。直なお道みちにも一緒に選んでもらうんだから」

「え、噓うそ、俺も選ぶのかよ？」

「そう」

　こっくり、とありすは頷うなずく。

「なんで？」

「なんでって……お、幼なじみだからよ」

「幼なじみだからって……」

　ありすは口をへの字に曲げる。それからごにょごにょとなにか言った。

「だ、だって、最近、直道ってば、あたし以外の女の子とばっかり……」

「え、なに？　よく聞こえなかった」

「う、海でも遊びにいこうって話。そのためには水着必要でしょ！　だから買うの！」

「いや、でも、俺、今めちゃくちゃ恥ずかしいんですけど」

　悪いことをしているわけじゃないのに監視カメラが気になって仕方がない。俺、ここにいて通報されないか？

「あ、ねえねえ、これなんかどうかしら？」

　聞いちゃいねえ。

　ありすが示したのは黒のビキニだった。一見、おとなっぽい感じだが、フリルがついていてかわいらしさもある。

「……あ、あー、いいんじゃないか？」

「じゃあ、こっちは？」

　同じデザインだけど白地に黒のドットが入っていた。

「……わ、悪くない」

「どっちが似合うと思う？」

「……えっと、どっちも同じくらい似合うと思う」

　ありすは「むう」と頰ほおを膨らませた。

「なによ、そのいい加減な返事は」

「し、仕方ないだろ、俺、テンパってんだよ。頭が半分停止してるんだよ」

「もう。じゃあ、これは？」

　ありすはべつの水着を手にとって、からだに当ててみせる。

「あー、三倍速く動けそうだな」

「色は赤いけどっ！　そんなことが聞きたいわけじゃなくてっ！」

「……ちょっと派手すぎる、かな？」

「そうかなー？」

　ありすはうしろの鏡をふりかえって首を傾かしげる。

「じゃあ、直なお道みちはどんなのがいいと思うわけ？」

　俺のほうへ視線を戻して訊たずねてくる。

「へ、俺？」

「試しに直道が選んでよ」

「無茶な。ノーマルモードをクリアしてもいないのに、いきなり最高難易度でゲームさせられているようなものだぞ。嫌がらせか？」

「いいから、いいから。あたしここで待ってるから、直道があたしに似合うと思う一番かわいいやつを持ってきてよ」

「いや、無理だって。俺、とくべつセンスがいいとかじゃないし」

「いいから」

「でもさ」

「はりーあっぷ！」

　俺はありすに促されて、仕方がなく店内を一人でとぼとぼと歩いた。べつに、誰だれに見られているというわけでもないはずなのだけれど、視線が気になる。

　落ちつけ俺。平常心だ。平常心、平常心。

　俺は一つ深呼吸をした。いくらか落ちつく……ってわけでもないか。

　さて、どうしよう。一応、ちゃんと選ばないとありすは納得しないだろうしな。

　でも、どんなのが似合うのだろうか。

「一番かわいいやつか……」

　生まれつき色素の薄いキャラメル色の髪の毛、ぱっちりした大きな目、つやつやの肌、ふくふくした頰ほお、首が細い。足が長いので、実際よりも背が高く見える。

　ありすの姿を頭の中に思い浮かべながら、一着ずつ眺めた。

　どれも似たり寄ったりではあるのだけど、それでもやっぱり微妙に違う。流行とかもあるんだろうけど、そんなの知らないし。あと、すさまじいデザインのも中にはある。いったい誰だれが着るんだろう……。

　迷いながら歩き、なにげなく一着、手にとってみる。

「あ」

　それを見た瞬間、忘れ物を見つけたみたいな感じがした。なんだ、こんなとこにあったのか、って。これいいんじゃないか？　うん、ありすに似合いそうだ。

　それを持って俺はすぐさま、ありすのいるところにひきかえす。

　ありすはありすで、水着を眺めていた。

「なあ、ありす」

　と、呼びかける。

「これなんか、どうかな？」

　ありすに見せながら、同時に、やっぱ違ったかも、と俺は思った。ありすに似合うと思って持ってきたのだけど、もしかしたら、ありすは気に入らないかもしれない。へー、直なお道みちって趣味悪いね、なんて思われたらどうしよう。

　そんなふうに弱気になったところで、ありすが「わあ！」と感嘆の声をあげた。

「これいいね！　かわいいっ！　ぐっどちょいす！」

　ありすの顔がぱあっと輝く。

「そ、そうか？」

　うん、と大きく頷うなずくありす。ふわふわの髪がはねた。

「早速、試着してみるっ！」

「し、試着!?」

　ありすは水着を持って、試着室のカーテンの向こう側に消えた。

「ちょ、俺を一人にしないでくれよ……」

　心細いじゃないか。

　俺はそわそわしながらありすを待った。

　よく考えると、俺はありすの水着姿と言ったら学校指定のスクール水着しか見たことがないのだ。子供のころ、市民プールにいったときも、海に遊びにいったときも、やっぱりスクール水着だった。

　まだかなー、と思っていると、

「……ねえ、直なお道みち」

　試着室のカーテンの隙すき間まから、ありすがにゅっと顔をだす。

「なにしてんだ？」

　明らかに不審者だぞ。

「着て、みたんだけど、な、直道も見て、感想言ってよ」

「いやいやいや、これ以上難易度をあげないでくれ」

　すでにいっぱいいっぱいだよ。

　ありすはキョロキョロとあたりを見まわし、それから俺の手をつかんだ。

「へ？」

　そのままぐいっと俺を試着室の中にひっぱりこむ。

「なにしてんだよ！」

　大声で抗議したいところだったけど、この状況ではがまんするしかなく、小声でありすに言う。あと、靴を履いたままだったので慌てて脱ぐ。

「だって、ほかのひとに見られたら恥ずかしいし」

　それよりも、とありすは言った。

「……どう、かな？」

「どうって……」

　どくん、と俺の心臓は、はねあがる。試着室はそんなに広くないから、俺の心臓の鼓動がありすに伝わってしまうんじゃないかと焦る。

　正直な話、俺は目をそらすことも忘れて、ありすに見とれていた。

　俺が選んだのは模様もなにもない、シンプルな白いビキニタイプの水着だった。

　ただ、ワンポイントで左のカップと肩ひもを結んでいる部分にビーズでできた蝶ちようの飾りがついていた。

　まるで、ありすのためにデザインされたような、そんなやつだ。

　ビキニである以上、ありすの肌が大胆に露出されている。細い首、華きや奢しやな肩、大きな胸の下からきゅっとくびれている腰、おへそ……。

「ガ、ガン見は禁止！」

　ぎゅっと両目を手で覆い隠される。

「……どうしろと？」

「ちょびっと見て感想言って」

「……むずかしいことをおっしゃる」

　でも、俺の脳裏にはありすの水着姿がばっちり焼きついていた。

「……えーっと、なんだ、その……すごく似合ってるよ」

　俺は正直に言った。

「……ほ、ほんとに？　変じゃない？」

　ありすが俺の顔から手をどけ、俺の顔をじっと見つめてくる。

「ああ、ほんとだ」

「……えへへ」

　ありすは照れたように笑い、

「でも、見すぎはダメだから」

　また俺の目の前を手で覆う。

「なんなんだ……」

　水着は似合っていた。とても。

　でも実際のところ、どんな水着でもありすは似合っていただろう。

　そんなことよりも、俺は思ったわけだ。

　はにかむありすの仕草がやけにかわいかったな、と。

　言わないけどな。
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「おい、ありす」












「なんじゃらほい？」

「なんじゃらほいじゃないよ。ここはいったい……」

「四月に新しくオープンしたコスプレ喫茶よ」

「知らなかった、こんな場所があったなんて……」

　水着を購入したありすは、次に新しくオープンしたカフェにいきたいと言った。のども渇いたことだし休憩しようということになってモールの三階に赴いたらこれだ。

「定期的にコンセプトがかわって、いろいろなコスプレをするんだって。手芸部の友達に教えてもらったの。一回きてみたかったのよ」

　夏だからなのか、ウェイトレスはみんな浴衣姿だった。華やかだし、涼やかでもある。

　ただ、頭に猫耳やら、うさ耳やらをのせているのが不可思議だが。

　そういや、ありすも猫耳カチューシャ持ってたな……。

「ふむふむ、かわいいなー」

　ありすはご満悦である。

　まあ、確かにかわいいが。

　店内に空席はない。俺が思う以上に繁盛しているらしい。客も男子ばっかりかというとそうでもなくて、女の子もけっこう多かった。

　とりあえず、なにか炭酸でも飲もうと思ってメニューを開く。

　レモンスカッシュを見つけたので、それを頼むことにして顔をあげた。

「ね、ねえ、直なお道みち」

　正面に座っているありすが俺を呼ぶ。

「ん、なに頼むか、決まったか？」

　見れば、ありすは、なにやら挙動不審げに目を泳がせていた。キャラメル色のふわふわの髪を必死に撫なでつけている。

「あ、いや、えっと……」

「どうしたよ？」

「……メ、メニュー、ちょっと、おもしろいの見つけて」

「おもしろいメニュー？」

　そんなんあるか？　軽食のところにはピザやサンドイッチ、パスタが数種類並び、デザートの欄にはケーキとかアイスとかが書かれている。あとは飲み物くらいだ。

　メッセージを書いてくれるオムレツとか、お金を払ってメイドさんとゲームとか写真撮影みたいなのはないっぽかった。価格設定も妥当なところだ。そういう意味ではここはメイド喫茶とはまるで別物であるらしい。

「どれのこと？」

「こ、これ……なんだけど」

　ありすがにゅいっと人差し指を伸ばして、それを指し示す。

「トロピカルジュース……カップルストローつき？　なんだ、それ？」

「あたしの推理が正しければ、一つのグラスから二人で飲むやつのことではないかと」

　ありすの言葉で、頭の中になんとなく絵が浮かんだ……。

「俺はてっきりフィクションの世界にしか存在しないものだと思ってた」

「あたしは前世紀で絶滅したものとばかり思っていたわ」

「こんなん頼むやついるのかね？」

　俺がそう言うと、ありすは顔を真っ赤にしてうつむいた。耳まで赤い。くちびるをふにふにと波立たせている。

「…………ありす？」

「え？　は、いや、その、えっと」

　あわあわと、ありすは両手を宙に彷徨さまよわせた。

「……もしかしてだけど、これ、頼もうとしてる？」

「そ、そんなわけないしっ！」

「だよな」

「あ、いや、でも、ちょっとだけ、どんなのかなーと興味がないわけでもないと言いますでしょうか」

「まあ、確かに興味深くはあるけど」

「でしょ？」

　ずずい、とありすが乗りだしてくる。

「……ああ、まあ」

　ありすは「よ、よし」となにやら決意を固めたように呟つぶやく。

「これにするわ」

「え、マジで？」

「マジで！」

「これ、たぶん、二人分だぞ？」

「だ、だから、直なお道みちも飲むのよ！」

「正気か？」

　俺はレモンスカッシュでいいのに。

「なによ、嫌なの？　あたしと飲みたくないってこと？」

　ありすが視線を《千年魔女》的に鋭くさせた。ちょっと怖い。

「いや、そういうわけじゃないけど……」

　俺がへどもどしているうちに、ありすはうさ耳のウェイトレスを呼んでトロピカルジュースのカップルストローつきを注文した。

　しばらくして運ばれてきたジュースには、何種類かの果物と、ハート形のストローが添えられていた。ハート形って……。

「……想像以上にえぐい代物だな」

　長い二本のストローをハートの形にからませてある。これはもうネタなんだろう。写真にでも撮って、ブログやＳＮＳに載せたりするために注文するわけだ。

　ありすは「すーはー」と深呼吸をしてから、カップルストローの片側を、はむっとくちびるで挟んだ。その状態で俺を見あげる。

「…………」

「…………」

　俺たちはしばし無言のまま見つめあった。

「ちょっとなにしてるのよ！」

　なぜだか叱しかられた。

「え、なに？　もしかして一緒に飲むつもりなのか？　交互にとかではなく？」

　てっきりそうするものとばかり思っていた。

「一緒に飲むの！」

「いや……なんでまた？」

「なんでって……そ、それは、えっと……お、幼なじみだからよ！」

　それ、水着買うときも言ってたな。

「いや、べつに幼なじみだからってこんなことしないだろ」

「幼なじみには避けてとおれない道があるのよ」

「知らないうちに幼なじみのハードルがずいぶん高くなっている」

　たとえ、幼なじみの関係で避けてとおれないイベントがあるのだとしても、このカップルストローでトロピカルジュースを飲むことは避けてもいいと思うのだが。

「いいからやるのよ！」

　なにやら必死の形相でありすは言った。

　まあ、いいか。へるもんじゃないし。

「へいへい。わかったよ。わかりましたよ。やればいいんだろ、やれば」

　適当に返事をして、俺もカップルストローの反対側をくわえた。

　するとだ。ありすの顔と、わずか三〇センチほどの距離になる。活発的な印象を与える大きな目、きれいな鼻筋、つんととがったあごと、ぷくんとした頰ほお……。

　見慣れているはずなのに、こんなに近くで、しかも正面からまじまじと見てしまうと、心臓の鼓動が速まった。やばい、ありすから見たら、今の俺の顔はめちゃくちゃ赤くなっているんじゃ……って、あれ？　ありすの顔も真っ赤だ。

　なんだろ、この空気。なんか変な感じだ。

　よく考えると、俺は今、すごい体験をしているのではないだろうか。人気者の美少女・一いち条じようありすと恋人ごっこみたいなことをしているのだから。クラスのアホ男子どもに知られたらどんな目に遭わされるか……。

　急激に店の中で流れるＢＧＭが遠のいていった。ひとびとの笑い声もしなくなる。

　まるで、世界にはありすと俺しかいないみたいだ。

　俺の視線は自然とストローをくわえているありすのくちびるにいってしまう。

　心臓がばくん、ばくんと鳴り響き──。

「じーっ」

　不意に視線を感じた。ぞくりとして、そちらに目をやる。

「げっ」

　いつの間にやってきたのか、俺たちのすぐ横の席にユエが座っていた。

「なんで、あんたここにいるのよ!?」

　ありすもユエに気づき、慌てたようにストローから口をはなす。

「ユエのことはおかまいなく」

　ゴスロリ少女はクリームあんみつをぱくぱくと食べながら、こちらを凝視している。

「どうぞつづけてください」

　左目の眼帯ははずされて、刻印があらわになっていた。

　ってことはこの状況を録画してるんだか、配信してるんだかってことだ。

「ちょっと、直なお道みち！」

　ばしん、とテーブルを叩たたいて、ありすが立ちあがる。目を三角形にとがらせていた。

「え、なんで俺？」

「一人できてって言ったじゃない！」

「いや、一人できたし」

「じゃあ、なんでユエがいるのよ？」

「さ、さあ？」

「三み柴しば直道が家をでていくのを感知したので尾行させてもらいました」

　ユエは律儀に答えている。クリームをスプーンですくってぱくりと口に運んだ。

「アホ道め！」

「だからなんで俺なんだよ！」

「尾行はちゃんと撒まいてきなさいよ！」

「無茶苦茶なことをおっしゃる」

　そもそも俺は尾行に気づいてさえいなかったのだ。俺の能力の低さを侮ってもらっちゃ困るな。

「というか座ろうぜ、注目されてるから」

　みんな、ちらちらとこちらを見ている。もしかしたら三角関係の末の修羅場、みたいに思われているのかもしれない。まったくの見当違いなのに。

　ありすはむすっとした顔のまま着席した。

「まあ、いいや。お店のひとに言って、テーブルくっつけさせてもらおう」

「……なにそれ？」

「え、いや、知り合い同士なのに、中途半端にはなれた席に座るのも変じゃないか？」

「……なにそれ？」

　とくりかえした、ありすの声のトーンがやけに低い。

　あれ？　わりと本気で怒ってたりする？

「なんで怒ってるんだよ？」

　俺の問いかけに、ありすは呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべる。

「ありす？」

　あんぐりと口をあけていたかと思えば、桜色のくちびるが、わなわなと震えだした。

「どうかしたか？」

「な、なな、な」

「な？」

「直なお道みちのばかーっ！」

「おまえのほうこそバカか！　店ででかい声だすなよ！」

「もう知らないっ！」

　言うが早いか、ありすは立ちあがり、そのまま店からでていってしまった。

　さっき買った水着の入ったショップバッグも置きっぱなしで。

「なんだよ、あいつ」

「今のは三み柴しば直道が悪いと思います」

　ユエが感情の伴わない声でぽそりと言った。

「え、なんで？」

「三柴直道はデモクラシーがありません」

「デリカシーな。デモクラシーは民主主義の意味な」

「でも暮らし楽にならざり」

「石いし川かわ啄たく木ぼくみたいなこと言いたかっただけかよ」

　はたらけどはたらけど猶なほわが生活くらし楽にならざり的な。

　クリームあんみつを食べ終えたユエは、左目に眼帯をつけ、ありすが座っていた席に移動してきた。テーブルの上にはありすが注文したトロピカルジュースが、でん、と鎮座している。残すのも気がひけるので、仕方なく俺はそれを飲んだ。味は美お味いしい。

　そんな俺をユエはじっと見つめている。

「見られてると飲みにくいんですけど？」

「お気になさらず」

　気になるよ。

「えっと、よければ飲む？」

「いいのですか？」

「どーぞ、どーぞ」

　俺はグラスをユエのほうに押しやる。ユエは少しのあいだ無感動な瞳ひとみでハート形のストローを見つめていた。一度、顔をあげて俺を見る。

「……なに？」

「なんでもありません」

　平べったい口調で言って、ストローをくちびるで挟んだ。ちゅっと吸う。

「ベースはマンゴージュースですね」

　なぜだか不満げな声に聞こえたけど、それは俺の気のせいだったのかもしれない。
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　ユエと並んでコスプレ喫茶をでる。ありすの残していったショップバッグを抱えて。

　なんだかな。

　補習も終わり、俺の夏休みははじまったばかりである。

　せっかく暑い中をでてきたのに、ここで帰るのはもったいないなと思った。今の時間はまだまだ気温も高いし、日が傾きはじめるまで時間を潰つぶしたいというのもあった。

　そんなふうに思っていると、また、お化け屋敷のポスターを見かけた。

「そういや、お化け屋敷があるんだっけか」

「そのようですね。夏季限定イベントと書いてあります」

「ちょっとつきあわないか？」

「ユエがですか？」

　ゴスロリ少女が無表情で俺を見あげてくる。

「もちろん無理にとは言わないけど」

「いえ、お供しましょう」




　二人でお化け屋敷がある四階に移動する。入口にはおどろおどろしい血文字が躍っていた。ゾンビメイクの男のひとと、お岩さんがお客を整列させている。思いのほか混雑しているようだ。あと、ゾンビとお岩さんの組みあわせって和洋折衷だな、と思った。

　学生のチケットを二枚購入し、俺たちも列に並んだ。

「なあ、ユエ」

　せっかくなので、俺は隣で静かに立っているゴスロリ少女に訊たずねた。

「ちょっとした疑問なんだけどさ」

「なんでしょう？」

「アンドロイドも怖いと感じたり、驚いたりとかするのか？」

　今まさにひとを怖がらせ、驚かせる施設に入ろうとしているわけだが、ユエにはそういう感情があるのだろうか？

「喜怒哀楽についてのリアクション機能はありません」

「そうなのか」

「ですが学習機能がありますので、感情を追加し、再現することはできます」

　感情を追加し、再現、か。変な感じだ。

「つまり、今のユエはなにかを怖がったり、驚いたりすることはないし、悲しいとか嬉うれしいとか腹立たしいとか、そういう感情もないってことか」

　薄々、思っていたのだけど、やはりそうなのか。

「理解はできます。また、期待されるとおりに行動することも可能です。類型パターンから適切な反応を導きだすことはむずかしいことではありませんから」

　笑いのツボとか、泣ける物語の構造とか、確かにそういうものは突きつめてしまえば、パターン化できるものなのかもしれない。でも、それってなんか違くないかと思った。思ったけど、それをちゃんと説明することはできそうにない。

　少し列が進んだ。前に詰める。なんとなく会話が途切れた。この沈黙のあいだ、ユエはなにを考えているのだろうか。いや、なにも考えていないのかもしれない。

　不意に、

「服は好きなものを選びます」

　ユエが言った。

「え？」

「服は好きなものを選びます」

　一言一句、声の抑揚までまるきり同じにユエはくりかえす。

「服？　ああ、ゴスロリ服か」

　ユエはいつも真っ黒なワンピースばかり着ている。俺にはあんまり違いがわからないけど、どれも微妙にデザインが違うようだ。ユエのこだわりがあるのだろう。

　こだわり。つまり好みだ。

「感情とは少し異なるかもしれませんけれど」

「そうなの？」

「開発者に最初に与えられたのが似たタイプのワンピースでした」

　淡々と、そう答えるのが責務であるかのような声でユエは言った。

「それを気に入ったってことか」

「似合っていると言われましたので。見苦しくないように心掛けねばなりませんし」

　ふーん。

「嬉うれしかったんだな」

「『嬉しい』という感情に合致するかは不明ですが、あえて感情表現をあてはめるなら、それが一番近いと思われます」

　いちいち堅苦しいな。

「ユエの開発者ってのはどんなひとなんだ？　魔術師なのか？」

　ユエはゆっくりと俺を見あげた。赤い右目をしぱしぱと瞬しばたたかせる。

「彼は魔術師ではありません」

「あ、そうなんだ？」

　魔術人形というくらいだから、つくったのは魔術師なのかと思ってた。

「優秀な技術者です。とても頭がいいひとですね」

「まあ、頭いいんだろうな」

　アンドロイドつくっちゃうくらいだもんな。

「でも、少し子供っぽいところもあります。好きなことに集中しだすと、睡眠もおろそかになり、食事も抜きがちです。彼はアンドロイドではないのですから、そんなことをしてはからだによくないのに、ユエが何度言っても生返事ばかりで聞いていないのです。困ったものです。今もユエがいないあいだ、ちゃんとやれているか不安です」

「不安なのか？」

「ええ、とても」

　なんだ、と俺は思った。

「ユエはそいつのこと好きなんじゃん」

「……ぇ？」

　ユエは虚をつかれたような顔をする。ほんの少しの変化でしかなかったけれど、この数日でたぶん、一番『驚いた』って顔だった。自分でも指摘されなければ気づいていなかったのかもしれない。ユエは自分の気持ちを単に類型パターンから導きだされた反応だと思いこんでいるのかもしれない。

「正直に言うと、俺、ユエのことちょっと苦手だったんだ。なに考えてるのかよくわからないって言うかさ」

「そうですか」

「悪い。でも、今ので少し身近に感じたよ。おまえもあんな顔するんだな」

「……どんな顔ですか？」

「恋する乙女の顔、とか」

　開発者とかいうそいつのことを語るときのユエはいつもよりちょっと柔らかい表情を浮かべていた。口調は淡々としていたけど、でも、ちゃんと温かみがあった。

　俺の指摘に、

「っ」

　ユエはアンドロイドらしからぬ反応を見せた。

　真っ白な肌が真っ赤に紅潮している。そんな機能もあるのだな。

「み、三み柴しば直なお道みちがなにを言っているのか、ユエにはわかりかねます」

　なんだかかわいい反応である。

「そっか」

「そうです」

「じゃあ、俺の勘違いかも」

「そうに決まっています」

　頑かたくなな調子でユエは言った。

「早く任務が終わって、そいつのところに戻れるといいな」

　俺の言葉にユエはなにかを言いかけた。でも、ちょうど列の前が進んだので、ユエは口を閉じた。それ以上、ユエはなにも言わなかった。俺たちの番がまわってくる。












　チケットを差しだし、お化け屋敷の中に足を踏み入れた。

　照明がギリギリまで絞られているせいか、ひんやり感が増した。

「けっこう雰囲気あるな」

　入ってすぐに井戸があった。そこからお化けのメイクをしたひとがでてきて驚かすのだろうと予想する。が、そばまできても誰だれもでてこない。フェイントなのかと思って、井戸の中を覗のぞきこんでみた。単なる空洞でなにもなかった。飾りなのかもしれない。

　まだまだこれからだろう。

　進んでいくと墓場が現れる。ボロボロに加工された卒そ塔と婆ばが突き立っていた。不気味なＢＧＭと風が俄が然ぜん期待させてくれる。ここでお化け登場……のはずなのに、なにも起こらない。俺たちは幽霊とも妖よう怪かいとも遭遇することなく墓場を抜けてしまった。つづいて墓場の裏にあるという設定の、うらぶれたお寺の中に足を踏み入れる。ぜったいなにか起こる。そう期待したのに、そこでもなにもなかった。

「なんだよ、これ」

「おかしいですね」

　ユエもぽつりと言った。

「だよな、これじゃあ、ぼったくりだろ」

「いえ、そうではありません」

「どういうことだよ？」

「この井戸はスタート地点にありました」

　ユエがすっと指さす。そこには井戸がある。確かに、入口にも井戸はあった。

「似ているだけじゃないか？」

　俺はそこを覗きこんでみた。中は空洞になっている。

「いえ、間違いありません」

　アンドロイドがそう言うってことは、これはスタート地点にあった井戸なのか？

「なんだよ、俺たち道を間違ってぐるっともとに戻ってきちゃったのか？」

「道は一本なので、そのような事態は起こりにくいと思われます」

「……えっと、なに？　それってどういうこと？」

　ユエは少しだけ思案するように立ちどまり、

「ひきかえしてみましょう」

　と言った。

　お寺を抜け、墓場をとおりすぎ、また井戸のあるところへ戻ってくる。その間に誰だれともすれ違うことはなかった。なんか変だ。驚かせ役どころか客もいない。俺たちのうしろにも何人も並んでいたはずなのに……。

「今度はこのまま直進しましょう」

　ひきかえさずに、まっすぐ進んだ。墓場、お寺、そしてまた井戸が現れる。

「どーなってんだ？」

　出口か入口か、どっちかに行きあたるものだろう、普通は。

　なのにユエと俺はぐるぐるとお化け屋敷の中を歩きまわっているだけだった。

「抜かりました」

　ユエが抑揚のない声で呟つぶやく。

「どうやら空間がねじれているようです」

「なんだよ、それ？」

「というか、ここはもう現実世界ではありません。代理世界サイコソーシヤルの中です」

「え、いつの間に!?」

「おそらくはお化け屋敷に足を踏み入れた瞬間です」

　最初の一歩のときのひんやり感を思いだす。

　と、そのときだ。

「リベンジよん」

　背後からハスキーな声がした。急いでふりむこうとしたけど、その前に屈強な腕が首にまわされ、身動きがとれなくなる。

「《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》」

　こんなときでもユエの声は平へい坦たんだった。さっきは動揺を見せてくれたけど、今はもとのユエだ。

「どうしてここに？　あなたは施設に収容されたはずです」

「途中で逃げだしてきたに決まってるでしょうが」

　粘っこい口調で《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は言った。

「三み柴しば直なお道みちをはなしてください」

「嫌よ」

　俺の首にまわされている腕がわずかに力む。

「ぐっ」

「三柴直道」

　ユエが素早く一歩を踏みだす──が。

「あらん、動かないでちょうだい。直道くんに危害をくわえられたくなければね」

　ユエはそのひと言により、その場でぴたりと停止した。

「くっそ、はなせよ、おっさん！」

　俺は毒づいてやる。

「あらん、汚い言葉づかいね。あたしはおっさんじゃなくてよ」

　腕にまた力がこもり、息が苦しくなった。

「うふふ、苦しんでる直なお道みちくんの顔、かわいいわあ」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》はべろりと俺の頰ほおを舐なめた。ざらざらの舌がなんとも言えず気色悪い。

「三み柴しば直道をどうするつもりですか？」

　ユエは静かに問いかける。

「もちろん、《凶戒原則ネメシスコア》をいただくわ」

「あなたに《千年魔女》の《刻印》を破れるとは思いません」

「うふ、そんな気、最初からないのよ」

「どういうことでしょう？」

「《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》に触れれば《千年魔女》に気づかれてしまうわ。これってそういう仕組みなのでしょう？　だから、そもそも触れるつもりはないのよ。というか、あたしは《凶戒原則ネメシスコア》をどうこうするつもりだってないの」

　なんだ、こいつ？　なにを言ってるんだ？

「あたしは蒐集家コレクターなの。オタクなの。ギークなのよ。つまり、《凶戒原則》を手もとに置いておければ、それで満足なのよ」

「《凶戒原則ネメシスコア》を直接使用する気はないと？」

「そんなあぶないことはしないわ。あたしに制御できるものじゃない」

「なるほど、《凶戒原則ネメシスコア》を管理下におくことが目的であり、そのために器としての三柴直道が必要である、というわけですね」

「そうよ。《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》のように直道くんに手をだしたり、《千年魔女》と正面から争ったりする気なんてさらさらないの」

　なのに、とやつは言う。

「あんたが邪魔してくれたのよね」

　声がワントーン低くなる。今の俺の位置からじゃ顔が見えないけど、凄すさまじい表情になっているだろうと察しはつく。

「散々、あたしのこと足あし蹴げにしてくれたわね」

　ふふ、という不気味な笑い声に鳥肌が立った。

「今日はね、あんたに会いにきたんだよ、小娘！」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は例のストローをくわえた。するとそこからシャボン玉が吹きだされる。まるでシャボン玉の一つ一つに意思でもあるみたいに、俺とやつのまわりがシャボン玉だらけになった。一歩でも動いたら接触して爆発してしまいそうだ。《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》が俺の首から腕をはずした。でもこれでは動けない。俺はその場で固まる。

　冷や汗が流れた。これ、ピンチじゃん。ちょっと動けば大爆発を誘発しちゃうじゃん。

「三柴直道」

　ユエが俺を呼ぶ。

「そこでじっとしていてください。動いてはいけません」

　いつもどおりの平へい坦たんな口調で言ってから、ユエはそこで左目の眼帯をはずした。魔法陣の上に刻まれたヘルメスの杖つえの刻印があらわになる。ということはつまり、今、この状況をカメラに収めているということだ。『冥葬会ルナリア』にピンチを知らせようとしているのか？

「はっ、なんのつもりよ、眼帯なんかはずしちゃって？」

　やつの言葉にユエは答えなかった。

　ちっ、と《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》は舌打ちをし、それから気をとりなおすように笑った。ボキボキと指を鳴らす。

「覚悟できてんだろうな、小娘」

　声を荒らげ、一歩前に踏みだした。シャボン玉はあいつには当たらないようにすっと横にズレる。よし、チャンスだと思って俺もつづこうとしたけど、すぐに目の前にシャボン玉が迫ってきた。

「ぬおうっ」

　今のはあぶなかった。もうちょっとで接触して爆発するところだった。

　このシャボン玉は《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の意のままなのだろう。あいつがちょっと機嫌を損ねれば俺を襲うってことだ。ありすと争う気はないと言ってたけど、いざとなればやるだろう。《凶戒原則ネメシスコア》のことを信じてるみたいだから、俺を殺すようなことはしないかもしれないけど、手足を吹っ飛ばすくらいはやりかねない。

　ユエもわかっているから、身動きがとれなくなっているのだ。

　それはつまり、これからユエに待っているのはサンドバッグ地獄ってことだ。

　やばいぞ。やばいやばいやばい。どうにかして、ユエを助けないといけない。

　でもどうやって？

　前にユエが、やつに襲われたときはありすたちが助けにきてくれた。《刻印》が反応したわけじゃないけど、代理世界サイコソーシヤルの発生によって駆けつけてくれたのだ。

　あのときは近場にいたからいいけど、今、ありすがどこにいるのかわからない。スズランや麻ま乃の、人にん魚ぎよは俺の家でまだ寝ているかもしれない。となったら気づいてもらえない。

「安心しろよ、殺しは趣味じゃねえ。ただ、二度と表にでられねえ顔にしてやる」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》のこぶしにはいつの間にかいかついメリケンサックがはめられていた。あんなもので顔を殴られたら、アンドロイドでもまずいに決まってる。

　ユエはまるきり抵抗するそぶりもない。棒立ちでやつを見つめていた。

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》はユエのあごをつまんで上を向かせる。

「はっ、いい度胸じゃねえか」

「三み柴しば直なお道みちには手をださないでください」

「わかってる──よっ！」

　やつが右のこぶしをふりあげる。

「やめろおおおおおおおおおお！」

　俺は無我夢中で叫んだ。

　一歩踏みだす。躊ちゆう躇ちよしている暇なんかない。

　爆発で《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》が反応すれば、ありすにこの危機を知らせることができる。やつだって、死ぬ量の爆薬なんかで脅したりはしないだろう。《凶戒原則ネメシスコア》に影響のあるレベルの爆発なんか起こったら、あいつ自身の命も危険だ。まあ、俺自身は《凶戒原則ネメシスコア》ってのが、どれほどのもんなのか伝聞でしか知らないわけだが、とにかく、あいつはそう信じている。なら、そこに賭かけるしかない！　爆発しても大したことにはならないはずだ！

　と、そのときだった。




『一時停止シマス』




　変な声が聞こえた。どこから聞こえたのか、よくわからない。

　っていうか声に気をとられて一瞬忘れてたけど、シャボン玉が爆発していない。

　俺のからだは無事だ。どこも痛くない。いや、それとも実は生命的に傷ついてはいけないところがやられてしまって、俺、ご臨終ってことなのだろうか？　ここは死後の世界？

　……ってこともなさそうだった。

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の姿がある。

　でも、おかしい。やつは右腕をふりあげたままその場で硬直している。

　おかしいと言うならユエもそうだ。《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》同様、そこから動こうとしない。シャボン玉もその場で静止している。

　まるで時間がとまっているかのように。

「……どうなってんだ？」

　ユエが助けてくれたのだろうか？

　いや、でも、当のユエも停止しているんだけど……。

　あれ、というか動けるの俺だけ？　なんでだ？

　いや、考えてる場合じゃない。なんとかしないと。

　俺は《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の右腕をつかんだ。この状況から、いきなり動きだしたら、ユエの顔面に当たってしまうからだ。でも、やつの腕はびくともしない。

「……なんでだよ」

　仕方なく、今度はユエのほうを動かそうと試みる。微動だにしない女の子に触れるというのもなんか気がひけるが、そんなこと言ってる場合じゃないし。

　でも、正面からだと変に意識してしまいそうなので、うしろから羽交い締めにするような格好でユエを移動させようとした。

　が、ユエのほうもぜんぜん動いてくれない。

　まるで足が地面にくっついてしまってるみたいだ。

「どうすりゃいいんだよ……」

　考えろ俺、考えろ考えろ考えるんだ。

「……さっき、変な声したよな？」

　一時停止シマス、とかなんとか。

　それってつまり、時間が一時的に停止している……ってことか？

　時間停止魔法とかって、異能力ものでは能力無効化と並んで最強魔法じゃないか。

　思い至って、すっと背筋が伸びた。もしかして……。

「これ……俺がやったのか？」

　俺が時間停止させちゃった？

　今までなにもできなかったのに、ここにきて能力が目覚め……ないな。

「ないない」

　そんなラノベみたいな話あるかよ。

　いや、まあ、俺のせいじゃなくても時間がとまってるとか十分に非現実的だけどな。

　それはそれとしてだ。

　とにかく、一時停止ってことは、また動きだすということだろう。

　つまりは、ここから、この状況からリスタートする。

　ユエのことも、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》のことも動かせないなら、ここから再生するしかない。でもそうなれば、ユエの顔にやつのこぶしがふりおろされるのは必至。

「……いや、そうでもないか」

　ふと思いつく。この方法ならユエを助けられる。

　俺は一つ深呼吸をした。ばちん、と強めに頰ほおを叩たたく。爆弾の中につっこんでいくのにくらべれば大したことじゃない。

「よし、いつでも時間動きだしていいぞ！」

　誰だれにともなく宣言する。

　と、次の瞬間、ぞくん、と寒気がして──。

　顔に熱が走った。

「ぐお」

　いや、確かにいつでもいいと言ったけど、もうちょいなんかの合図がほしかった……。

「「なっ!?」」

　ユエと《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》がほとんど同時に驚きの声をあげる。

　そりゃそうだろう。二人からすれば、シャボン玉爆弾に囲まれていたはずの俺が瞬間移動してきたみたいに見えただろうから。

　俺はユエのかわりに顔面を殴られた。めっちゃ痛い。そのまま地面に倒れる。

「三み柴しば直なお道みち……」

　痛すぎて声にならないので、俺はかわりに右手の親指を立てた。

　あとは頼んだ。

　地面に倒れるのと同時に、ユエが強烈な蹴けりを《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の顔に叩きこむのが見えた。足を高くあげているせいで、パンツがまる見えだった。

　今日はムラサキか。おとなっぽいな、と思い、そのまま俺の意識はふわーっと遠のく。





　　　　○　　○






「──ということがありました」

　相もかわらず実に平へい坦たんな調子でユエは説明を終えた。

　三柴家の食卓である。

　スズランと麻ま乃の、人にん魚ぎよの姿があるが、ありすはコスプレ喫茶でいなくなってしまったきりだ。電話してみてもつながらない。どこにいるのやら。

　どうでもいいけど、スズランは寝ぐせができていた。「女未」と書かれたＴシャツを着ているせいもあって、なにやら間抜けだ。

「ぼくが一服盛ったせいで、王子さまをそんな危険な目に……」

　人魚がなにやら本気で落ちこんでいた。

「いやまあ、睡眠薬はどうかと思うが、でも、人魚のせいで襲われたわけじゃないし」

　なんで、俺、こんなフォロー入れてるんだろ？

「でも、ぼくのせいで王子さまがそんなおもしろい顔に！」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》に殴られたせいで俺の顔はパンパンに腫はれていた。こぶとり爺じいさんみたいなことになっている。麻乃が用意してくれた氷を当てて冷やしているところだ。

　ユエは右の赤い瞳ひとみでちらりと俺を見た。

「確かにユニークな顔です」

「ほっとけ」

「三柴直道の変顔はとにかくとして」

　意図して変な顔してるんじゃないっての。

「本来であるならば、ここにいるみなさんにお伝えしなければならない義理も義務もないのですが、状況をややこしくしないためにも、お話ししたいことがあります」

「なんだよ、急にあらたまって？」

　氷を押さえつつ訊たずねる。

「ユエが命じられていた任務についてです」

「任務……」

　そうだ。ユエはべつに遊びにきていたわけじゃない。『冥葬会ルナリア』になにかを命じられて派遣されてきたのだ。これまでは任務の内容を伏せてきたのに、今になって話そうとはどういうことなのか。

「この場に《千年魔女》がいないというのは問題なのですが、ある意味でその問題こそが結論でもあります」

「なにを言っていますの？」

　麻ま乃のが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「では、単刀直入に言います」

　ユエはあくまでも淡々と告げた。




「三み柴しば直なお道みちを『冥葬会ルナリア』の施設に収容します」




「ちょっと待って！　なにそれ？　勝手なこと言わないでよ！」

　スズランが立ちあがりざまにテーブルを叩たたいた。左右の三つ編みがぴょんとはねる。

「そのとおりですわ。わたくし、認めませんから」

　麻乃も言い、

「そんなことは、ぼくも了承できないな」

　人にん魚ぎよもつづける。

「あなたたちはどうも現状を理解できていないようですね」

　呆あきれるでもなく、ユエは一定の調子で諭すように言った。

「三柴直道がおかれている状況は極めて危険と言わざるを得ません。《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》につづいて、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》にも襲われたのですよ。なにが問題かと言うと、三柴直道の危機に際し、警護が任務であるはずの《千年魔女》が現れなかったことです。彼女は一時の感情に流され、三柴直道を一人にし、その後も戻りませんでした。今も同席していません。いくら《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》によって、三柴直道が守られているからと言って、これではいけません。彼女を三柴直道の警護に当たらせるのは不適格であるとユエは判断しました」

「魔術人形だかアンドロイドだか知らないけど、『同盟』側はそんな勝手な言い分認めない」

　スズランが視線を鋭くさせる。

「では、『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』は三柴直道がひき起こしたと思われる時間停止現象については黙認するということですか？」

　今、ユエはさらりとすごいこと言ったぞ。

「……な、なあ、ユエ」

「なんでしょう、三み柴しば直なお道みち？」

「さっきの、その、時間がとまったっぽいやつ……あれって……」

「三柴直道が発生させたものと思われます。ユエにはあんなことはできません」

　マジで？

「魔術師の定義によれば、三柴直道は《無自覚な魔術師イノセント》です。魔力の源を有するものの、それを使うことができない存在なのです」

　前も、そんなような説明を受けた。

「にもかかわらず、三柴直道が時間を停止させたのでしたら、それはやはり危険な兆候と言わざるを得ません」

「お、俺はそんなことできないって」

「あなたの意思はこの際関係ありません。むしろ〈魔力〉が漏れでているような状況なのですから、三柴直道の意思で制御されているよりも、さらに危険です」

　んなアホな……。

「お兄ちゃん、惑わされちゃダメ。この世界はお兄ちゃんが見ている〈夢〉の世界なんだから、なにが起きても最初から不思議じゃないんだよ。この状況を打破するためには〈夢〉から覚かく醒せいするしかないんだよ。どこに隠れても同じなの！」

「《運命の赤い鎖アカイエニシ》は三柴の一族の中で、もっとも優秀な男性とわたくしとを結びます。直道さまには、とくべつな才能があるものと考えられるのですわ。どうぞ、『雪乙女マツロワヌカミ』のもとへいらしてください。直道さまのお力を伸ばすお手伝いがしたいですわ」

　スズランと麻ま乃のが交互に言った。

「あ、いや……」

　その二人の横で人にん魚ぎよはあごの下に手を当てて考えこんでいる。

「奇妙だな。なぜ、こうもあなたにすべての出来事が集中するのだろう」

　呟つぶやき、俺を見据える。

「王子さま、あなたはいったい何者なのだ？」

　俺にもわからんよ。

　──一時停止シマス。

　あれは本当に俺がやったことなのか？

　……噓うそだろ。俺にあんなことできるわけないじゃないか。なにかの間違いだ。

「あなたがたの主張は受け入れられませんが、理解はできます。その上で、ユエは三柴直道の保護を申しでます。邪魔をするというのでしたら、あなたがたを排除しなければなりません」

　ユエのひと言で、スズランと麻乃の顔色が変わる。

　にわかに不穏な空気がダイニングを支配した。

　そのときだ。

「待ちなさい」

　声がして、俺はとっさにそちらに目を向けた。

　キャラメル色のふわふわの髪に、ぱっちりとした大きな目。すっきりとした鼻び梁りようと、桜色のくちびる。白いキャミソールにジーンズをカットしたショートパンツ姿のありすがそこに立っていた。

「ありす！　なにしてたんだよ！」

「ふっ、知れたこと」

　時代がかった口調のありすの手には魔術札ワイズヴアーミリオンがあった。

　ありすはまっすぐ進んで、ユエの正面に立つ。

　ユエもまるで動じることなくありすを見つめかえした。

「なんでしょう、一いち条じようありす？」

「電話に細工したわね？　最初に『冥葬会ルナリア』に確認したときに応対したのは、あんた自身だったんじゃないの？」

　ありすがなにを言っているのか、とっさにはわからなかった。最初の電話？　ああ、そうか。ユエがやってきたときに、ありすはユエの任務内容を確認しようとしたのだっけか。あれに応対したのがユエ自身？　はて？

「協会の名前をだせば、あたしは受け入れざるを得ない。それが狙ねらいだったのね。あんたは直なお道みちに近づくことに成功した」

　俺に近づくことに成功した？

「おい、ありす、どういう意味だ？」

「電話じゃ埒らちが明かないから、『冥葬会ルナリア』の支部まで足を運んで、状況の詳しい説明を願いでたの。彼女の任務がなんなのか確認しようとした」

　ユエの任務──それは俺を施設で保護すべきか否かを判断するというもので……。




「あなた、誰だれなの？」




　ありすがユエを見つめたまま問いかける。

「『冥葬会ルナリア』で魔術人形の研究がおこなわれているのは事実よ。でも、実用化はされていないし、あなたを派遣したような事実もないって」

「ど、どういうことだよ？」

「彼女は『冥葬会ルナリア』に命じられてやってきたわけじゃないってことよ！」

　その言葉にスズラン、麻ま乃の、人にん魚ぎよが反応する。スズランはその手に銃を持ち、麻乃は氷の日本刀を出現させていた。人魚は呪のろい絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》を召喚する。

「あなたは協会とはなんら関係ない存在だから《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》の移送手配ができない。だから、あたしの名Ｉ前Ｄを使ったでしょ。わかってるんだから」

「ちょ、ちょっと待て！」

　俺は慌ててみんなの中に飛びこんでいって、ユエを庇かばうように背中に隠す。

「なにやってるのよ、直なお道みち!?　あぶないからどきなさい！」

「ひとんちで暴れるな！」

「もう、ここは直道の家じゃないわ」

　パチン、とありすが指を鳴らす。

　すると、食器棚や冷蔵庫やテーブルやドアや窓や、もっと言えば家そのものが、まるでサイコロの展開図のように開かれていった。紙細工のごとく、ぺらぺらな一枚の紙と化し、あたりは「精神と時の部屋」みたいに真っ白な、なにもない空間となる。

「さあ、もう逃げられないわよ」

　ありすが一歩詰め寄ってきた。

「うおう、待て待て待て！　話せばわかる！」

　言ってから、俺は急いでユエのほうにふりかえった。

　ユエは静かな瞳ひとみで俺を見た。不思議と怖い感じはしない。たぶん、ユエに危害をくわえられるという気がしないからだ。今までチャンスはいくらでもあったのに、ユエは俺に手をださなかった。むしろ、俺を助けてくれていた。だから、ユエは悪いやつではないと思うのだ。少なくともいきなり攻撃してきたりはしないだろう。

「今、ありすが言ったことは本当なのか？」

　ありすの言うとおりに、ユエが『冥葬会ルナリア』から派遣されてきたわけではないのならば、彼女はいったい何者なのか？　なにを目的として俺のところに現れたのか？

　噓うそまでついて。

「きみは誰だれなんだ？」

　俺はありすが口にしたのと同じ質問をくりかえす。

　ユエは無感動な表情で、しばらく口をつぐんでいた。

　やがて、

「言い逃れはできそうにありませんね。少々時間をかけすぎたようです」

　と、彼女は静かに言った。

「申し遅れました。ユエの名前は三み柴しばユエと言います」

「三柴……ユエ」

　俺はおうむがえしに言う。




「とある未来からやってきました。ユエは三み柴しば直なお道みちの娘です」




　言葉の意味が理解できなかった。英語を翻訳するみたいに頭の中でのろのろと咀そ嚼しやくする。ユエは三柴直道の娘。三柴直道は俺。つまり、ユエは俺の娘。

　うん、キレイな三段論法だ。って、おい！

「俺の娘？」

「「「「誰との子なの!?」」」」

　俺を押しのけるようにしてみんなが身を前に乗りだしてくる。

「この中にユエの母親はいません」

　ユエのひと言で、ありすたちの口から魂が抜けかけていた。

「うあああ、だいじょうぶか!?」

　ありすの肩をがくがく揺さぶったが、放心状態のまま反応しない。

「一応、補足しておきますが、ユエと三柴直道とのあいだに血縁関係はありません」

　その言葉によって、ありすたちは放心状態のステータス異常から回復した。

「ユエは未来からやってきたって？」

「そうです。ちょっとした『時をかける少女』です」

「俺の娘ってのは冗談じゃないのか？」

　アンドロイドってのも驚きだけど、娘というのもまるで実感がない。

「養子縁組により三柴直道の娘となりました」

　だから血縁関係がないわけか。

「じゃあ、アンドロイドってのはどこから？」

「とある未来の三柴直道はアンドロイドの開発をしているのです」

　──優秀な技術者です。とても頭がいいひとですね。

　──でも、少し子供っぽいところもあります。

　──好きなことに集中しだすと、睡眠もおろそかになり、食事も抜きがちです。

　──彼はアンドロイドではないのですから、そんなことをしてはからだによくないのに、ユエが何度言っても生返事ばかりで聞いていないのです。

　──困ったものです。今もユエがいないあいだ、ちゃんとやれているか不安です。

　え、あれって、もしかして……俺のことなのか？

　いや、ないない。俺、どっちかというと文系だし。

　アンドロイドとかってロボット工学とかそっち系だろ？　数学とか俺、ぜんぜんだし。

　っていうか、タイムスリップだかタイムトラベルだか、そういうものって本当に存在するのかよ？　信じられない。

　いや、それもこの際、脇わきにおいておこう。今確認しなければならないことは──。

「俺をどこへ連れていくつもりだったんだ？」

『冥葬会ルナリア』から派遣されてきたと噓うそをついたユエは、偽りの任務で俺を施設に収容すると言いだした。でも、『冥葬会ルナリア』と関係がないのなら、俺をどこへ連れていくつもりだったのだろう？

「三み柴しば直なお道みちを未来のあなたにひきあわせるつもりでした」

　マジかよ……。

「な、なんで直接俺に会いにこない？」

「あなたと顔をあわせることで、問題がさらに悪化する可能性も捨てきれないからです」

「……なに言ってるんだ？　ちゃんとわかるように話してくれ」

　ユエが赤い瞳ひとみを俺に注ぐ。




「三柴直道の身になにが起こっているのか、ユエはすべて説明できます」




「……俺の身に起こっていること」

「だから一緒にきてください。あなたも知りたいでしょう？」

　ユエが俺に手を伸ばした。白いその手を俺は見つめる。この手をとれば、俺の身になにが起こっているのか、この不可思議な現象のすべてを説明してもらえるのか……？

「直道、ついてったらダメよ！」

　ありすが言った。

「そうだよ、お兄ちゃん！　こんなうさんくさい話、信じちゃダメだよ」

　スズランも言った。

「直道さまいけませんわ！　冷静にお考えくださいませ」

　麻ま乃のが言い、

「なにが起こるかわからないのだぞ、王子さま！」

　人にん魚ぎよも言う。

　俺は──。

「では、あなたに一歩を踏みだすきっかけをつくってあげます」

　いつの間にかユエはストローをくわえていた。それは《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》が使っていたものだ。ユエが息を吹きこむと、たくさんのシャボン玉が発生した。それらは俺を避け、ありすたちのまわりに集まる。

「みんな、それに触るな！　爆発する！」

　俺は怒鳴った。みんなは俺の言葉で身動きがとれなくなる。

「人質をとってあげました」

　ユエは、まるで本物のアンドロイドみたいに淡々と言った。

「ユエ、おまえ……」

「これで、三み柴しば直なお道みちは決定しなくてもよくなりましたね」

　もう一度、ユエが俺に手を伸ばす。

「言うまでもないことですけど、三柴直道がユエときてくれないと言うのでしたら、どのようなことになるのか保証は──」

　次の瞬間、ドカン、ドカン、ドカン、と爆発音がこの真っ白な世界に響き渡った。

「ありす！」

　俺はふりかえる。

「スズ！　麻ま乃の！　人にん魚ぎよ！」

　みんなの名前を呼び、俺は急いでありすたちのもとへ駆けつけようとした。

　が、舞いあがる白煙の中から、




「《千年魔女一条ありす》を舐なめないでよね！」




　ありすの声がする。

　ひゅん、とすぐ横をなにかがとおりすぎた。急ブレーキをかけて再度ふりかえる。

　ユエのまわりを《千年魔女》が、《心中屋》が、《雪女スノーホワイト》が、《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》が囲んでいた。爆発のせいで、みんな服が破れている。あちこちに怪け我がもしているようだった。

「直道の娘だなんて信じないんだからね。さあ、洗いざらい吐いてもらうわよ」

　ありすが長剣をユエに突きつける。

「……こちらこそ信じられません、自ら爆弾につっこむなんて」

　ユエが呟つぶやいた。

「直道の人質になるくらいなら怪我をするほうがましよ」

「あまりにも非合理的だと思います」

「合理性だとか損得だとか、そんなの関係ないのよ──幼なじみだもの！」

「スズは妹だもん！」

「許婚いいなずけですから！」

「前世からの交際関係だ！」

　おまえら……。

「それより、このわけわかんない状況、あんたは説明できるって、それ本当なの？」

「本当です」

　ユエは首肯した。

「なら、ここでぜんぶ説明しなさいよ」

「それは……」

　ユエはちらりと俺を見た。

　今気づいたのだけど、いつの間にかユエの左目の眼帯が解ほどけてしまっていた。

　赤い右目と、刻印のある左目が同時に俺をとらえる。

　ユエがアンドロイドでないなら、あの目はいったい……。

　刹せつ那な。

　ズキン、と、左目がうずき──。




　──気づくと俺は夕ゆう闇やみの中を走っていた。

　は？

　なんだこれ？　いきなりなんで、こんな……。

　吐きだす息が白い。俺は立ちどまろうとした。でも、どういうわけか俺のからだは言うことを聞いてくれなかった。

　ああ、そうか、と俺は気づく。これは半年前の大おお晦日みそか、つまりあの日のことなんだ。

　走っているのは俺じゃなくて、『半年前の俺』ってことだ。

　公園の角を折れる。うまく曲がりきれなくて、壁に衝突しそうになった。

　半年前の俺はとまらずに、走りつづけ、坂道をくだる。

　道行く人々はコートやジャケットを羽織っていた。一二月なのだから当然か。












　でも、俺の全身は燃えるように熱かった。息が切れる。半年前のできごとの再現にしては、今の俺も苦しかった。それでも足はとまらない。

『助けてくれ！』

　半年前の俺は叫ぶ。

　けれど、誰も俺に気づいてくれない。

　そんな半年前の俺の前を誰かが走っている。

　スカートがひるがえった。うちの高校の制服だ。

　俺はそいつを追いかけている……いや、違う。違う違う違う。大きな勘違いだ。

　俺がそいつを追いかけているんじゃない。

　俺はそいつに追いかけられているんだ。

　半年前の俺は急ブレーキをかけ、方向転換した。




　場面が飛ぶ。




　次は教室の中だった。

　半年前の俺は息を整えながら、誰だれもいない小学校の中で身を隠していた。

　そこは俺が五年生のときに使っていた教室だった。ほこりっぽかった。背の低い机や椅い子すがうしろのほうに積みあげられている。空気の抜けたサッカーボールや、ひどく乾燥したボロ雑ぞう巾きん、黒板消しなんかが床に落ちていた。

　天井にぶら下がっている照明器具が壊れたまま放置されていた。これは、改装のときになおすのだろうか、とぼんやり思った。

　空気が冷たい。走っているあいだにたくさん汗をかいたので、急激にからだが冷えていく。半年前のことの再現でしかないはずなのに、生々しく寒さを感じた。

　半年前の俺は上着を着ていなかった。腕をさすり、教室の隅にうずくまる。

『なんで、俺がこんな目に』

　と、半年前の俺は呟つぶやいた。窓の外はもう暗いが外灯の明かりで教室にはぼんやりと光が差しこんでいた。どこの家でも年越しのための準備を終えたことだろう。なのに、俺だけがそんなところにいた。時間ははっきりとしなかったけど、夜の七時くらいだろうか。

　やがて、廊下の向こうから足音が聞こえてきた。

　ようやく誰かが助けにきてくれたのかと思った。

　半年前の俺は立ちあがる。

　けれど、教室に入ってきたのは──。




「直なお道みちっ！」

　ありすの声がした。

　俺の意識はそこで現実にひき戻される。

「だいじょうぶ、直なお道みち？」

　ありすだけじゃなくて、スズランや麻ま乃のや人にん魚ぎよたちも心配そうな顔をして俺を見つめていた。シャボン玉爆弾のせいだろう、みんな服が焼け焦げたり、怪け我がをしていたりした。それなのに、俺のことを心配していてくれたのだ。

　俺はからだを起こす。

　それではじめて気づいたのだけど、どうも俺は倒れていたらしい。

「……ユエは？」

　俺は訊たずねた。

「直道が倒れたとき、みんな一瞬そっちに気をとられちゃったの。その隙すきに……」

　ユエはどこかに消えてしまったらしい。

「それより直道、どこも痛くない？　平気なの？」

「ああ、だいじょうぶ。おまえらのほうこそ」

　と言いながら、あらためてみんなを見まわす。

　ありすの髪はくしゃくしゃになっていた。頰ほおもすすけている。白いキャミソールの裾すそが焼けてしまったのか、おへそが覗のぞいている。

　スズランも鼻の頭にすすがついていた。「女未」と書かれたＴシャツがあちこち破れて素肌が覗いている。

　麻乃のまっすぐでキレイな髪もあちこちはねていた。スキニージーンズが焼けて、ダメージジーンズと化している。隙すき間まから白いふとももが惜しげもなくさらされていた。

　人魚の薄桃色の髪がすすのせいで赤茶けて見える。真っ白なワンピースにはところどころ穴があいていた。下着が覗いていて……。

「うっ」

　今ごろ気づいた。みんなその格好……。

　鼻がむずむずする。

「うわ、直道!?」

　ありすが声をあげた。

「鼻血、鼻血！」

「んが」





　　　　○　　○






　今日は帰る、と言ったありすと一緒に門のところに並んで腰かける。

　もうあと五分もすれば南みなみさんが運転する車が到着するはずだ。

　太陽は傾いて、地面に落ちる影も長い。昼間のセミと違って、夜に鳴く虫はどことなく涼しげな音色を奏でる。まあ、実際は暑いんだけど。

　ありすはぱたぱたと手のひらで顔をあおいでいる。キャミソールは焼けてしまったので、また俺のＴシャツを貸した。

　とりあえず怪け我がは大したことなかったみたいだ。

　たぶん、ユエが爆発の規模を最初から弱くしておいたのだろう。

「ねえ、直なお道みち」

「ん？」

「……その」

「どうしたよ？」

「昼間のこと、なんだけど」

「昼間？　コスプレ喫茶でのこと？」

「うん……。えと、あの……ごめんね」

「べつに気にしてないよ」

　ありすの足元には水着の入ったショップバッグがある。

「つーか、なんか俺が悪かったっぽいし」

　ユエにもデリカシーがないと言われたし。

「うん、まあ、直道が悪いのは百も承知なんだけど」

「あ、そうなんだ」

　全面的に俺が悪いことはかわりないんだ。

「ただ、まあ、あたしもおとなげなかったと言うか、なんと言うか」

「安心しろ、それもいつもどおりだ」

　なによ、とありすが俺の頰ほおをぐにっとひっぱる。




　笑いながら俺はさっきのことを思いだしていた。

　左目が見せた半年前の記憶。あの日、俺の身に起きたこと。なにが起きたのか、はっきりと思いだせたわけじゃないけど。

　でも。

　あの日、俺が追いかけて──いや、追いかけられていたのは、ありすではなかった。

　まあ、当然か。ありすが俺に銃を向けたりするはずない。

　そして、スズランでもなかった。細ささめ雪ゆき麻ま乃のじゃなかったし、姫ひめ宮みや人にん魚ぎよでもなかった。

　俺の前に現れたのは──ユエだった。

　間違いない。うちの学校の制服を着ていたけど、あれはユエだった。

　左目のフラッシュバック。あれはユエの左目が見たものだったんだ。

　はじめて公園でユエを見かけたときに、どこかで見かけたことがあるように思ったのも、これで頷うなずける。俺たちは確かに出会っていた。半年前に。あるいは遠い未来に。

　──三み柴しば直なお道みちの身になにが起こっているのか、ユエはすべて説明できます。

　彼女は何者なんだ？　本当に俺の娘なのか？　彼女は……。

　それに、あの時間の停止ってのはなんなんだ。わけのわからないことだらけだ。

　──だから一緒にきてください。あなたも知りたいでしょう？

　なんとかして、またユエに会わなければならない。あいつから話を聞かなくてはいけない。でも、ありすは反対するだろうな。どうしたものか。




　そのとき、ちょうど俺んちの前を一匹の猫がとおりかかった。ちくわぶではない。首輪は見当たらなかったけど、まんまる太っているから、どこかの飼い猫だろう。

「おお、にゃんこだ」

　ありすが立ちあがって猫のほうに駆け寄っていった。

　やっぱり飼い猫なのだろう、人間に近寄られてもすぐには逃げなかった。

「変な顔してる」

　大きなお世話だよ、と言った調子で、猫はふんと鼻を鳴らした。甘えた声をだすという意味の慣用的な表現としてではなく本当に鳴らした。鼻で笑う、に近いやつだ。

「直道、ほら、にゃんこ。ふてぶてしい顔だなあ。うん、かわいいぞ」

　猫はめんどくさそうにありすの手から逃れて、向かいの車の下に駆けこんでいった。

「逃げられちゃった」

　ありすは残念そうに車の下を覗のぞきこむ。

　それから不意に「ぺぷしっ」とくしゃみをした。

「猫アレルギーは健在だな」

「にゃあ……ぷしっ」

　ありすは鼻と口を手で押さえた。

「ほれ、ティッシュ」

「うむ、かたじけない」

　ポケットティッシュをありすに渡してやる。そのとき、ぽそりとありすが言った。

「直道のことはあたしが守るからね」

　俺のことを見ずに、鼻を押さえながら。耳がちょっと赤い。

「妹も、許婚いいなずけも、お姫さまも、アンドロイドも、未来の娘も、関係ないわ。だって、あたしが直道の幼なじみなんだから。あたしが直道を守るんだから」

「……ああ、頼むぜ、《千年魔女》」

「こうご期待！」

　そう言って、にっとありすは笑った。





She is a Rebel Part2is closed.






「こちらユエ、応答願います。こちらユエ、応答願います！」

「……ジー、ザザ」

「こちらユエ！　応答してください！　お願いです……ナオミチ」





Go Straight / Goth, Too Lateis…?










あとがき




　こんにちは、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。ひきこもってます。

　さて、一巻のときにタイトルの略称を募集したら、けっこう届いたので、ざっくりとまとめてみました。

　圧倒的に多かったのは『俺話（おればな、おれはな含む）』と、『俺頃（おれころ）』でした。ほぼ同数だったのですけど、『俺話（おればな）』のほうがちょっとだけ多かったです。語感的に四文字には安定感がありますね。それでいくと、やや少数でしたが『頃話（ころばな）』なんてのもありました。

　そのほかは『俺主（おれしゅ）』、『俺しゅじ』、『しゅなのは』、『がじゃなか』とか。

　ユニークなところでは『俺じゃな』、『俺が主人公じゃな』。「じゃな」という老人口調（？）で文章を切ると断定の意味にかわり、なにやらダブルミーニングっぽくなるというやつがありました。

　めちゃくちゃ考えてくれたのだと「Not a Hero（主人公じゃない）」の頭文字をつなげた『ＮＡＨ』なんてものもありましたね。とがってますな。

　麻ま乃のファンの方は『麻乃様』と送ってくれました。彼女が好かれて作者もひと安心。

『俺の話』と略したら、「『俺の話』どうだった？」「おまえの話の感想？」「いや、『俺が主人公じゃなかった頃ころの話をする』の感想だよ。略称意味ないな」なんてやりとりを会話仕立てに書いてくれた読者さまも。

　ほかにも、ここにぜんぶは挙げられないくらい、いろいろいただきました。

　送ってくれた皆さま、ありがとうございました！

　そして、本シリーズの略称は一番多かった『俺話（おればな）』で決定とします！

　これからは二に階かい堂どうも積極的に使っていきます。打ちあわせのときとかに！

　ところで話はかわりまして。一巻でありすが「剣道五段」を持っていると書いたのですが、読者さまから「五段は二四歳からで、高二は三段までしか昇段できない」というご指摘をいただきました。これは二階堂の完全なミスです。すみませんでした。この世界では高校生でも五段とれちゃうんだな、くらいに脳内で変換してください。

　いやしかし、このわずかな誤差は物語の伏線として意外と機能しているような……。

　などと思わせぶりなことを書いてみましたが、そうでもないです。すみません。

　それでは謝辞です。担当さま、館たて川かわまこ先生、関係者の皆さま、お世話になりました。これからもよろしくお願いします。略称案のほか、様々な感想を送ってくれた読者さまにも感謝します。本当にありがとうございました！

　ではでは。
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